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9 TAILS II




─ナイン・テイルズ　聖巫女の預言─








南房秀久
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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　　トロンヘイム史




紀元前二千年頃　　邪じや妖ようとの遭そう遇ぐうの最さい古この記録





　　１年　古代王朝、トロンヘイム、ウートガルト、ヒベルニアの三つの王国に分ぶん裂れつ。

　　　　　同年、ヒベルニア初代女王ヘルミントルーダ、幻げん視しによる預よ言げんを残す。

　２７年　ヒベルニア王国、神しん権けん政治を宣せん言げん。神しん聖せい王国を自じ称しよう、奴ど隷れい制せいを廃はいする。

　５８年　錬れん金きん術じゆつ師しスタルカテル、紋もん章しようを発明。

１３２年　十二人委員会創そう設せつ。

２２９年　カモラク一世、南方自由都市連合へ遠えん征せい。

２５６年　レグネル一世、闇やみ隊たい士しの里の民たみに血ち針ばりの儀ぎを施ほどこす。

３９０年　賢けん人じん王おうシガル、現在の場所に遷せん都と。

４７７年　ウートガルト、共和制へ移行。

５２３年　豪ごう胆たん王おうカモラク五世即そく位い。

５４４年　アラン・シーヴァルド・トロンヘイム誕たん生じよう。

５５１年　ディープスガッセのサキ、誕生。

５５２年　ウートガルトとの国こつ境きよう争い、起こる。

５５４年　アラン、退たい魔まの儀ぎを受ける。

　　　　　同年、カモラク五世崩ほう御ぎよ。

５５５年　ハディング二世即位。アラン、ヴァイマーヘン大公に。

　　　　　同年、ディアン、及びロレル、王都守備隊第九中隊入隊。

５５８年　アラン、王都守備隊第九中隊隊長就しゆう任にん。

　　　　　同年、ヴィスナ、入隊。

　　　　　同年、ヒベルニアとの新領土獲かく得とく戦争勃ぼつ発ぱつ。

　　　　　同年、ウートガルトとの中立条約締てい結けつ。

５６０年　アギ、トリスト、入隊。

　　　　　同年、豪ごう商しようダーレン・ハザン地下潜せん伏ぷく。

５６４年　サキ、入隊。

５６５年　紅べに睡すい蓮れん亭てい事件。

　　　　　同日、貧ひん民みん窟くつで大規模倒壊事故。
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　ズチャッ！

　鮮せん血けつが飛び散り、街路の石いし畳だたみを赤く染そめた。

「いやあああああっ！」

　狭せまく蛇だ行こうする通りに響ひびき渡わたる、断だん末まつ魔まの悲鳴。

　少し前まで市民が長閑のどかに談だん笑しようしていた朝の風景は、突とつ如じよ、陰いん惨さんな殺さつ戮りくの場と化していた。

　幼おさない少年に伸のしかかり、牙きばで引き裂さいていたのは、異い形ぎようの黒い生き物。

　ヤマアラシのような剛ごう毛もうと、膿うみの混まじった緑の粘ねん液えきが、その身体からだを覆おおっている。

　その猿さると狼おおかみを掛け合わせたかのような醜みにくい顔に光る、黄色い三つの目。

　見る者に嫌けん悪お感と恐きよう怖ふを抱いだかせずにはおかない、異形の怪かい物ぶつである。

　すぐそばの血ち溜だまりには、腹はらを割さかれ、腸はらわたを引きずり出された無残な女じよ性せいの姿すがた。

　まだかすかに手足を痙けい攣れんさせているその女性の傍かたわらには、もうひとり、少女の姿が見える。

　何が起こっているのか、理り解かいできないのだろう。

　赤い服の人形を抱だいた少女は、茫ぼう然ぜん自失の表ひよう情じようで顔を血に染め、石畳の上に座すわり込こんでいる。

「こんなことって……」

　少女を救いに怪物に近づくこともできず、かといってこの場から逃にげ去ることもできずに嘆なげきの声を上げるのは、この界かい隈わいの住民たちだ。

　彼らがみな一様に信じられないといった面おも持もちなのは、怪物がほんの少し前まで、人好きのする彼らの隣りん人じんだったからである。

「どうして！　どうして、あのバートルフさんが⁉」

「自分の奥おくさんと子こ供どもたちを⁉」

　今や異形の化け物となったバートルフをよく知る人々は、それぞれ、寄よせ集めの武ぶ器きを手に取りながら、自分の身内を避ひ難なんさせる。

「誰だれか、何とかしてあげて！」

　バートルフ夫人と仲のよかった主しゆ婦ふが、夫にこの場から引き離はなされながら、声を震ふるわせて訴うつたえた。

「こんなことが一体、何回起きればいいんだ⁉」

「守しゆ備び隊たいは⁉　王都守備隊に連れん絡らくは⁉」

「呼よびに行かせた！　……けど」

　怪物を遠とお巻まきにする人たちの間に、重苦しい空気が漂ただよう。

　このセルペント通りの住人は、決して裕ゆう福ふくとは言えない人々。

　街の治安を受け持つ王都守備隊としても、最さい優ゆう先せんで守るべき市民ではない。

　どこか他ほかの、もっと裕福な人々が住む界かい隈わいで盗とう難なん事じ件けんでもあれば、まずそちらに守備隊員は向かうのが常つねなのだ。

「バートルフ！」

「ああ、やめろ！」

　妻つまを屠ほふり、息子むすこを喰くらい尽つくし、最後に生き残った娘むすめの方にゆっくりと近づいてゆく怪物。

　そのおぞましい姿に、隣人たちは顔を背そむける。

　と、そこに。

「王都守備隊だ」

　怪物を取り巻く人々を搔かき分けるようにして、黒い外がい套とうをまとった少年が姿を現あらわした。

　澄すみきった菫すみれ色いろの瞳ひとみに、山やま吹ぶき色いろの髪かみ。

　まだ十代半ばだろう。

　顔には幼さを残しながらも、甲こう外套と呼よばれる漆しつ黒こくの制せい服ふくの襟えりには、正せい規きの隊士である証あかしの襟えり章しようがある。

「状じよう況きようは？」

　周囲の男たちを見み渡わたし、冷たささえ感じられる落ち着いた声で少年隊士は尋たずねる。

「それが……」

「家で仕事をしていたバートルフが、いきなり化け物になって……」

「じ、自分の家族を襲おそったんだ！」

「頼たのむ！　一番下の娘だけでも助けてやってくれ！」

　守備隊士の到とう着ちやくにホッとした近隣の住民は、口々に説明した。

「またか？」

　眉まゆをひそめる少年。

　このところ、トロンヘイムの国内では、奇き妙みような事件が続発していた。

　真夜中に荒こう野やを走る、亡ぼう霊れい騎き士しの目もく撃げき譚たん。

　角と蹄ひづめがある子供を産んだという女の話。

　そして、巨きよ大だいな竜りゆうが現われ、国こつ境きよう近くの村の幾いくつかを焼き払はらったという噂うわさ。

　この王都でも、ごく普ふ通つうの市民が突然、怪物に変身し、人々を襲う事件が続いているのだ。

「ようやく叛はん乱らん志し士したちが大人しくなったと思ったら、今度は怪物騒さわぎ。まったく、この街は退たい屈くつしないな」

　少年は呟つぶやき、外套を翻ひるがえして怪かい物ぶつの前に出る。

　怪物はその気配に、娘から手を離して振ふり返った。

「……巻き込まれて死にたくなかったら、できるだけ遠くに下がってるんだね」

　背はい後ごの市民たちにそう警けい告こくすると、少年は剣けんを抜ぬいた。

　赤い血の色に不気味に光る、禍まが々まがしいその剣身。

　この剣こそ、かつてヴァイマーヘン大公アランが七十二柱の邪じや妖よう神しんを封ふうじたと言われる、飢き魂こんの剣。

　そして、飢魂の剣を現げん在ざい所有するこの少年が、〝紅べに睡すい蓮れん〟亭ていの戦いで数多くの叛乱志士を斬きり、その名を轟とどろかせた、王都第九警けい備び隊たい、通つう称しよう〝九きゆう尾びの猫ねこ〟の一番若わかい隊士。

　志士どもから狂きよう犬けんと呼ばれて恐おそれられる、ディープスガッセのサキなのだ。

　グルルルルッ！

　怪物は飢魂の剣を目にすると、金色の瞳どう孔こうをカッと開き、不気味な唸うなり声を上げた。

　血ち腥なまぐさい息とともに、反はん芻すうしていた人肉がその口から零こぼれ落ちる。

　普ふ通つうの人間なら吐はき気を覚えるこの光景に、サキはわずかに微笑ほほえむ。

　次の瞬しゆん間かん。

　バッ！

　怪物は、石いし畳だたみを蹴けってサキの間合いに飛び込み、その腕うでを食い千切ろうとしていた。

　ガキッ！

　間かん一いつ髪ぱつのところで、飢魂の剣が牙きばを受け止める。

「上等、なかなかやる！」

　ビュッ！

　姿し勢せいを低くしての薙なぎ払い。

　剣けん圧あつで巻まき起こる突とつ風ぷうが、周囲のものを吹ふき飛ばす。

　すぐ近くに生き残りの少女がいることなど、お構かまい無しの反はん撃げきである。

　だが、怪物はその巨きよ体たいからは想そう像ぞうもできない身軽さでこれをかわすと、そのままサキの頭を跳とび越こした。

　怪物はさらに、爪つめで石畳を削けずるようにして方向転てん換かんすると、サキに向かって頭から突つっ込んでゆく。

「甲外套！」

　黒い外套を翻し、反転して突進を正面から受け止めるサキ。

　ガッ！

　黒くろ鋼がね女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もの糸を織おり込んだ甲外套は、戦せん斧ぷの一いち撃げきにさえ耐たえる防ぼう御ぎよ力を誇ほこるが、それでもかなりの衝しよう撃げきがサキを襲った。

「！」

　後あと退ずさりながらも、辛かろうじて倒たおれずに踏ふみとどまるサキ。

　怪物は一いつ旦たん下がると、もう一度勢いきおいをつけてサキに襲いかかろうとする。

　と、その時。

「サキッ！」

　ビュンという風を切る音とともに、投げナイフがサキの耳元をかすめて、怪物の右肩かた口ぐちに突き刺ささった。

　ギギギギッ！

　怪物は牙を軋きしらせながら突進の方向を変えると、民家の壁かべに鋭するどい爪で張はりつき、投げナイフが飛んできた方向に血走った黄色い目を向ける。

「……気をつけろ！　子こ供どもを巻まき込むところだぞ！」

　背後で声。

　サキが振り返ると、そこには、バートルフの娘むすめを抱だき上げる銀ぎん髪ぱつの少女の姿すがたがあった。

「イーファ、その格かつ好こう？」

　眉をひそめるサキ。

　当然の反はん応のうである。

　少女の出いで立たちは、この阿あ鼻び叫きよう喚かんの現げん場ばに全まつたくそぐわない、白い絹きぬのドレスに金の髪かみ飾かざりといったものだったのだ。

「こ、これは、連れん絡らくを受けたのが……何でもない！」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせた銀髪の少女は、バートルフの娘を左手に抱いたまま、小剣を抜いて逆さか手てに構かまえる。

「こちらもいろいろと忙いそがしいのだ、後で説明する！」

　一方。

　ガリガリガリッ！

　サキとイーファが言葉を交かわしている間に、怪物は壁を爪で這はい登り、二階建ての民家の屋根に達していた。

　ギシャアアアアアアッ！

　怪物は首を捻ねじ曲げてサキたちの方を睨にらみ、耳みみ障ざわりな咆ほう哮こうを上げる。

「手て強ごわい相手か？」

　身体からだを小こ刻きざみに震ふるわせるバートルフの娘をしっかりと抱きしめ、イーファはサキに尋たずねた。

「ま、ここ半月ほどの間に僕ぼくらの管かん轄かつに出しゆつ現げんした化け物どもの中じゃ、一番速いかもね。けど……」

　サキは不ふ敵てきに微笑ほほえむと、民家の脇わきに積んであった薪たきぎの山を足場にして怪かい物ぶつと同じ屋根に飛び乗る。

「速度なら、こっちも負けちゃいない！」

　スレート瓦がわらの上を滑すべるようにして距きよ離りを詰つめたサキは、斜ななめ下からの払はらい上げで怪物の喉のどを狙ねらった。

　グルルルルッ！

　背せを大きく反らした怪物はサキめがけて両りよう腕うでを振ふり下ろし、鋭するどい爪でサキを引き裂さこうとする。

　ガッ！

　ザシュッ！

　飢き魂こんの剣けんが怪物の分ぶ厚あつい皮ひ革かくに弾はじかれると同時に、怪物の爪が甲こう外がい套とうを捉とらえる。

　一いつ瞬しゆん後。

　バキバキッ！

　ひとりと一匹ぴきの重みに耐たえかねた屋根が崩くずれ、サキと怪物は民家の中に落下した。

「サキ！」

　叫さけぶイーファ。

　もつれ合うサキと怪物は、二階の床ゆかで一度弾はずむと、そのままその床を突つき破やぶり、一階の居い間ま兼けん食堂まで落下する。

　ドスッ！

　調度品の大型テーブルで背せ中なかを打ちつけたサキは、回転しながら素す早ばやく起き上がると、壁かべ際ぎわまで移い動どうした。

　怪物の方は身体を捻ひねって脚から着地し、サキとの間合いを測はかる。

「ほんと、楽しいね」

　弩いしゆみさえ防ふせぐと言われる甲外套が切り裂かれたのを見て、ニヤリとするサキ。

「サキ、無事か⁉」

　抱いていた娘を近所の住民に預けたイーファが、サキたちを追って民家に駆かけ込こんでくる。

　ガルルルルルッ！

　サキに飛びかかろうとしていた怪物は突とつ然ぜん方向を変え、イーファを狙った。

　ズシュッ！

「くっ！」

　鈍にぶい音とともに飛び散る鮮せん血けつ。

　イーファの手首が半分吹ふき飛び、小剣が弧こを描えがいて部屋の壁に突き立った。

「イーファ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　知っているだろう！」

　イーファは扉とびらのそばまで後こう退たいし、左手で壁に刺ささった小剣を抜ぬく。

　グルルルッ！

　利きき腕うでの指二本を失ったイーファの手から多量の赤い血が滴したたり落ち、床板を染そめた。

　その臭においに興こう奮ふんした怪物は、涎よだれを垂たらしながらイーファとの距離を詰める。

「しょうがないな。とっとと片かたをつけるか」

　サキは剣を水平に構かまえて、意い識しきを集中した。

「……我わが身に宿りし、闇やみの力よ！　血と苦く悶もんと悲ひ嘆たんに飢うえし、悪あしき存そん在ざいよ！　我われ……汝なんじを解放す！」

　狭せまい室内に響ひびき渡わたるサキの声。

　すると、その声に応こたえるかのように、部屋の中の空気が震え、仄ほのかな紫むらさき色いろの光を帯びた疾しつ風ぷうの渦うずとなって、サキを包み込んだ。

　光は次し第だいに輝かがやきと赤みを増ましてゆき、やがて、サキの身体からだは緋ひ色いろの衣ころもをまとったかのようになる。

　銀色に逆さか立だつ髪かみ。

　炎ほのおを帯びる瞳ひとみ。

　温おん厚こうそうに見えた表ひよう情じようが邪じや悪あくさの漂ただよう顔つきに変わり、それに呼こ応おうするかのように飢き魂こんの剣けんが濡ぬれ血色に脈打つ。

　そして。

『……久ひさしいな』

　古代語に近い抑よく揚ようを持つ女じよ性せいの声が、瞳を開いたサキの口から発せられた。

　普ふ段だんはサキの中で眠ねむっている、サキ自身とはまったく別の意い思し。

　邪じや妖ようと呼よばれ、闇に跋ばつ扈こする異い形ぎようの存在。

　その中でも絶ぜつ対たい最強の存在である、三柱の至し高こう邪妖のうちの一柱が、この内なる声の主だ。

「退たい屈くつしていたろ？　手を貸かしなよ」

　ニヤリと口元に笑えみを浮うかべたサキは、自分の心の中に巣食う声に語りかけた。

『ふふ、相変わらず態たい度どの大きい。まあ、良かろう』

　内なる声が応えると、緋の風の衣がいっそう輝きを増す。

「行く！」

　サキは頷うなずくと、床を蹴けって怪物に斬きりかかった。

　ギュン！

　先ほどまでとは、比くらべ物にならないくらいの剣けん速そく。

　空気を切り裂さく光の軌き跡せきが空間を歪ひずませ、陽炎かげろうのように周囲の景色が揺ゆらいで見えるほどだ。

　ギシャアアアアアアッ！

　振ふり返り様に跳ちよう躍やくし、サキの喉のど笛ぶえに喰くらいつこうとする怪かい物ぶつ。

　だが、炎色に変へん貌ぼうを遂とげたサキの瞳ひとみには、その動きはまるで静止しているかのように映うつっていた。

　ズシュン！

　サキの身体の回転とともに、左ひだり斜ななめ上方に向けて弧こを描いた白はく刃じんが、怪物の腕うでを斬り飛ばす。

　さらに、怪物の腹はらを蹴り上げるサキ。

　ドガッ！

　怪物は身を捩よじり、腕の傷きず口ぐちから血を撒まき散らしながら、穴あなの開あいた天てん井じよう近くまで撥はね上げられる。

「……あの巨きよ体たいを？　信じられない」

　かなりの重さがあるはずの怪物が宙ちゆうを舞まうのを見て、呟つぶやくイーファ。

「これで決める！」

　サキは怪物に向かって跳とび、空中で半回転して天井を蹴った。

「無音の剣！」

　前ぜん傾けい姿し勢せいから、音よりも速い一いち撃げきを奔はしらせる必殺の剣けん技ぎ。

　翻ひるがえった剣が一いつ瞬しゆん、間近で見ていたイーファの視し界かいから消えたかと思うと、怪物の首に赤い水平の線が現あらわれる。

　そして。

　ドサッ！

　首はその線に沿そって横に滑すべり落ち、鈍にぶい音を立ててイーファの足元に転がった。

　だが、怪物の身体の方は、そのまま床ゆかに着地し、何事もなかったかのように、同時に着地したサキを振ふり返る。

「まだ動けるのか⁉」

　身構えるイーファ。

　一瞬後。

　切せつ断だんされた首の断面から覗のぞく気管がヒュウという音を漏もらすと、怪物の身体はそのままドウッと横に倒たおれ、ようやく動きを止めた。

「……イーファ、手は？」

　血ち振ぶるいをした剣を鞘さやに収おさめたサキは、少女の方を見る。

「大だい丈じよう夫ぶだ。……もう、回かい復ふくしている」

　イーファは、指を削そぎ落とされたはずの右手を振った。

　傷口は塞ふさがり、失われたはずの指も、ほぼ元の長さまで生え揃そろいつつある。

「毎度思うけど、大した能のう力りよくだね」

　感心するサキ。

　イーファは、不死とも言える驚きよう異い的な回復力の持ち主なのだ。

「……足、引っ張ぱったか？」

　バツの悪そうな表ひよう情じようを見せるイーファ。

「でもない。……こいつ、思ったよりも楽しめたな」

　サキは怪物の屍し骸がいを爪つま先さきで蹴けった。

　屍骸はゆっくりと、人間の姿すがたに戻もどりつつある。

　今までの例でも、怪物に変へん容ようを遂げた人間は、死とともに元の姿に戻るようだ。

『……小こ僧ぞう』

　内なる声が、サキに語りかける。

『こやつからは、かすかに我わが眷けん属ぞくの臭においがする』

「邪じや妖ようの？」

　サキは眉まゆをひそめた。

「もしかして、この男に憑とりついたのは……？」

『卑ひ妖ようの類たぐいよ。今はもう、憑依とりついてはおらぬがな』

　と、声。

「どうしてそんなことを？」

　疑ぎ念ねんの表情を浮うかべたイーファが、声に尋たずねる。

『知らぬな。わらわとて、眷族のすべての動向を把は握あくしている訳わけではない。……もっとも』

　声は冷ややかな調子で返す。

『わらわの言葉を信じるか否いなかは、おぬしらの自由だが？』

「……サキ、行こう。任にん務むは完かん了りようした」

　イーファはこれには答えず、小しよう剣けんを鞘に収めながらサキに向かって告げた。
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「一体何なんだ、あの連中の態たい度どときたら！」

　報ほう告こくのため、守しゆ備び隊たいの詰つめ所しよに戻もどる途と中ちゆう。

「さっきまで助けてくれとすがりついてきていた連中が、怪かい物ぶつを斃たおしたことを告げた途と端たん、まるで血に飢うえた人殺しを見るような目で私たちを見て！」

　イーファは憤ふん懣まんやるかたない表情で、吐はき捨すてるように言った。

「あの男を何も殺すことはなかった、私たちの落ち度だ、なんて言い出すなんて！」

「そういうもんだって、この仕事は。気にしない、気にしない」

　肩かたを並ならべて歩くサキは、頭の後ろで手を組む。

「守備隊はもともと嫌きらわれ者なんだよ。誰だれかに感かん謝しやされたことなんて、ほとんどないし」

「そもそも、どうして私がこんな仕事をしなければならないんだ。街の治安維い持じは、闇やみ隊士の仕事ではないのに」

　こぼすイーファ。

　イーファは、サキのような正せい規きの守備隊士ではない。

　闇隊士と呼ばれる、国王、及および王都の行ぎよう政せい執しつ行こう機関である十二人委員会直属の特とく務む機関の一員なのだ。

　暗殺、諜ちよう報ほう活動などの非ひ合ごう法ほう的な任にん務むを、その都度報ほう酬しゆうを受け取って行なうのが、彼女たち闇隊士本来の仕事。

　だが、第九中隊〝九きゆう尾びの猫ねこ〟の隊長、アラン・シーヴァルドは、王の甥おいであり、ヴァイマーヘン大公として十二人委員会の委員を務つとめている。

　今回、イーファがサキと組んでいるのも、闇隊士の長を通してのアランの命令だ。

「仕方ないさ。九尾の猫は、慢まん性せい的な人手不足なんだから」

　と、サキ。

　九尾の猫だけでなく、王都守備隊はどこも本来いるべき隊士の数を満たしていない。

　ほとんどの隊が中隊を名乗りつつ、実じつ際さいの規き模ぼは小隊程てい度どなのだ。

「先月、新人隊士が入っただろう？　三人も」

　口を尖とがらせるイーファ。

「だから、その連中が使い物になるように鍛きたえるんで、ヴィスナとロレルが付きっきりで面めん倒どう見てるんだ。で、結局、いつもよりも人手が足りない状じよう況きようになってる訳わけ」

「……確たしかに、九尾の猫で人に物を教えられそうなのは、あの二人ぐらいのものだな」

　イーファは渋しぶ々しぶ認みとめた。

　ヴィスナというのは、素面しらふでいる限かぎりは面倒見のとてもいい、九尾の猫の紅こう一点。

　ロレルは士官学校出でありながら剣けんの腕うでも立つ、九尾の猫の参さん謀ぼう格かくである。

「じゃあ、そろそろ聞こうか？」

　詰め所に近い広場まで来たところで、サキはイーファの顔を覗き込んだ。

「……な、何を？」

　警けい戒かいの表ひよう情じようを浮うかべるイーファ。

「その格かつ好こうの理由さ」

　サキは視し線せんで純じゆん白ぱくの、いや、戦いの前までは純白だったドレスを示しめす。

「こ、これは……」

　ニヤニヤ笑うサキから後あと退ずさりながら、イーファは袖そで口ぐちのところの裂さけ目に気がつく。

「ああ、破やぶれてる！」

　イーファはガックリと肩を落とした。

「……ヨルカに叱しかられる」

　ヨルカというのは、闇隊士の長。

　イーファにとっては、姉のような存そん在ざいである。

「いや、普ふ通つう破れるよ。そんなもん着て戦ったら」

「稽けい古この途中だったんだ！　……舞まいの」

　何とか誤ご魔ま化かせないものかと、裂け目を確たしかめるイーファ。

「いや、いろいろと勉強しなくてはいけないことが多くて……疲つかれる」

　闇隊士のほとんどは女性であり、粋すい蜜みつ楼ろうという遊ゆう郭かくに所しよ属ぞくする娼しよう婦ふという別の顔を持っている。

　別の顔とは言っても、遊郭での営いとなみは重要な闇隊士の諜ちよう報ほう活動のひとつ。

　抱だいた娼婦を相手に、得意満面の表情で国家や組そ織しきの秘ひ密みつを漏もらす愚おろかな男どもが跡あとを絶たたないからだ。

　もちろん、イーファも娼婦だが、まだ見習いの段だん階かいで、今のところお客を取った経けい験けんはない。

「へえ、例えば？」

　尋たずねるサキ。

「まずは、今日みたいに歌か舞ぶ音おん曲ぎよくの類たぐいだな。それに語学と、古典文学の暗あん誦しように政せい治じの話。あとは……ええと」

　イーファはほんの少し、眉み間けんにしわを寄よせる。

「……れ、礼れい儀ぎ作法」

「いや、そんなに心底、嫌いやそうな顔して言われても……」

「苦手だ」

「へえ、意外。普ふ段だんの偉えらそうな言葉遣づかいからすると、そういうのに煩うるさい方だと思った」

「……君は一体、私のことをどう見ているんだ？」

「横おう柄へいな田舎いなか者もの」

　サキは、生まれも育ちもこの王都。

　対するイーファは、ここからかなり離はなれた小さな里の出身である。

「もういい！」

「それに、からかうと面おも白しろい子ってとこかな？」

「ああ、ヨルカ。どうして私をこんなヤツと組ませたんだ……」

　イーファは青空を仰あおいで嘆なげく。

「それはヨルカさん自身がディアンと組みたいからじゃない？　つまり僕ぼくら、余あまり者って訳わけ」

「まったくだ。本当なら、君はディアンの相あい棒ぼうのはずなのに。それを……」

「でも、本当は僕と組んでて、楽しいでしょ？」

「め、命令でなければ、誰が君となんぞ組むものか！」

「あ、その言い方、傷きずつくなあ」

　サキは全然傷ついてない様子で笑い、それからちょっと真ま面じ目めな表情になって尋ねた。

「……ところでさ、〝猫ねこ〟に副官が来るって話がしばらく前からあるんだけど、君、ヨルカさんあたりから聞いていない？」

「さあ？」

　イーファは首を傾かしげる。

「副官になるとすれば、ディアンかロレルさんだろう？」

「どうも、そうじゃないみたいでさ」

　サキは詰つめ所しよの前まで来ると、扉とびらを開けた。

「どうする？　寄って、たいして旨うまくもないお茶でも飲んでく？」

「いや、いい。すぐに粋蜜楼に戻もどってこの服を繕つくろわないと」

　イーファはため息を漏らす。

「ご苦労様。じゃ、報ほう告こくは僕がしとくね」

「頼たのむ」

「ああと、それから……」

　粋蜜楼に向かおうとするイーファの背せ中なかに、サキは声をかけた。

「その服、似に合あってるよ」

　ガンッ！

　イーファは道みち端ばたの石を拾い上げ、サキが閉しめた扉に思いっ切り投げつけた。




　　　　＊　　＊　　＊




　同じ頃ころ。

　大剣クレイモアを背負い、黒の甲こう外がい套とうをまとったひとりの青年が、ヴァイマーヘン大公アランの邸てい宅たくを訪たずねていた。

　精せい悍かんな顔つきながら、瞳ひとみに優やさしさを湛たたえた青年は、屋や敷しきのすべてを取り仕切る家令の出で迎むかえを受けて、広い庭に通される。

　すると。

「……先日のダーレン・ハザンよりの情じよう報ほう、裏うらが取れました。聖せい女王は三日前に聖王都を発たち、今月末にはグウェントに到とう着ちやくする予定です」

　耳みみ慣なれた声が、池の畔ほとりにある東あずま屋やの方から聞こえてきた。

　青年は林を抜ぬけてそちらに向かうと、アランと話している先客の後うしろ姿すがたに声をかける。

「ヨルカ」

「あら、ディアン？」
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　振ふり向いたのは、黒くろ髪かみの妖よう艶えんな女じよ性せい。

　ディアンと呼よばれた青年より、やや年上で、胸むねの部分が広く開いたドレスをまとっている。

　典型的な娼しよう婦ふの衣い装しようだ。

　ディアンは、ヨルカに向かい合うように座すわるアランに先に頭を下げてから、彼女に声をかけた。

「ここで何をしてる？」

「お仕事よ。隊長と浮うわ気きでもしてると思った？」

　と、傷ついたような口調で、悪戯いたずらっぽい笑え顔がおを見せるヨルカ。

「この前、隊長やサキくんが大物志し士しのハザンを斃たおした時に、手に入れた情報があったでしょう？」

「ああ、ヒベルニア神聖王国の女王が聖王都を離れ、行ぎよう幸こうに出るという話だな」

　うなずくディアン。




　ここ、トロンヘイム王国は、北をウートガルト共和国、南をヒベルニア神聖王国に挟はさまれている。

　トロンヘイムは、十二人委員会と呼ばれる少数貴き族ぞくの諮し問もん機関を持つ、封ほう建けん的な王おう制せい。

　ウートガルトは、全貴族による議会と、そこから選出された総そう督とくにより国家が運うん営えいされる共和制。

　ヒベルニアは、巫ふ術じゆつと呼ばれる魔ま法ほうを使う神官が支し配はいする、絶ぜつ対たい的な神しん権けん制。

　歴史的には、ひとつの古代王朝から発はつ祥しようしているこの三国は、それぞれ異ことなる政せい治じ体制の下もと、常つねに大陸の覇は権けんを争ってきた。

　時には二国が同どう盟めいし、残りの一国を攻せめることもあれば、三国が互たがいに争うことも珍めずらしくはない。

　今現げん在ざい、トロンヘイムは、ウートガルト共和国とは良好な関係を維い持じしているが、ヒベルニア神聖王国とは、七年以上の長きに亘わたる国こつ境きよう争いが続いている。

　仕し掛かけたのは、豪ごう胆たん王おうカモラク五世の後を継ついだ、現国王ハディング二世。

　ハディングは突とつ如じよ、南の国境を越こえてヒベルニアに侵しん攻こうすると、国境周辺の村々を焼き、大量殺さつ戮りくを行なったのである。

　これに対し、ヒベルニアは急きゆう遽きよ、国境のキラウルス山中に砦とりでを築きずき、侵攻軍の退たい路ろを断たってこれを殲せん滅めつ。

　以来、侵攻を繰くり返しては押おし戻もどされるという形で、トロンヘイムの劣れつ勢せいが続いていた。

　国内では、叛はん乱らん志し士しと呼ばれるハディング打だ倒とうを唱える勢力の台たい頭とうもあり、トロンヘイムはまさに内ない憂ゆう外がい患かんの状じよう態たいにあったのだ。




「目的地は、確たしかグウェントだったか？」

　ディアンは、ヒベルニア西部の小都市の名を上げた。

「ええ。そこで、聖女王の身み柄がらをこちらで押さえることができれば……」

「ヒベルニアは精せい神しん的支柱を失い、このところ圧おされ気味だった戦せん況きようは一気に逆ぎやく転てんする」

「長かった戦争を、終わらせることができるかも知れないわ」

　ヨルカはうなずいてから、アランとの話を続ける。

「グウェント滞たい在ざいの期間は？」

　と、アランが尋たずねる。

「潜せん入にゆうさせていた密みつ偵ていの報ほう告こくによると、来月の半ばから一月近くの予定です。今から追っても、十分に女王を拉ら致ちする機会はあります。国王陛へい下かに、この策さくを上じよう申しんする価か値ちはあるかと」

「……考えておこう」

　アランはそう答えると、今度はディアンの方を向く。

「で、そちらは何の報告だ？」

「あっと、街中で続発している、例の変へん異い事じ件けんの件です」

　ディアンは頭を搔かきながら進み出た。

　サキからも堅かた物ぶつとからかわれるディアンだが、アランの前ではそれほど鯱しやちほこ張ばっているように見えない。

　儀ぎ礼れいを介かいする必要のない、隊長と一隊士という立場を超こえた信しん頼らい関係が二人の間には存そん在ざいするのだ。

「最初の頃ころは、変異してもその姿すがたを長く保たもつことができずに、勝手に溶とけて死んでしまうのがほとんどでしたが……」

「最近のものはそうでもない、と？」

「ええ。変異時間は長く、その上、手て強ごわくなっています。第六中隊では昨日の深夜に変異した化け物を退治する際さいに、二名の犠ぎ牲せい者しやを出しました」

　眉まゆをひそめるディアン。

「市民の間では、変異事件はヒベルニアの巫ふ術じゆつ師しが密ひそかに王都に入り込こんで、魔法を使っているからだという噂うわさがあって、それで……」

「……リネットのことを心配した訳わけか？」

　リネットという名を口にしたアランは、わずかに目を細めた。

　そこに。

「わたしなら大だい丈じよう夫ぶですよ、ディアンさん」

　お茶の用意をした少女が姿を現あらわし、ディアンに微笑ほほえみかけた。

「それよりも、お座すわりになったらいかがです？」

　銀に近い金きん髪ぱつと空色の瞳ひとみを持った華きや奢しやなリネットは、テーブルの上に三人分のカップを並ならべる。

　普ふ段だん、屋や敷しきの使用人に交まじって家事を行なう時には黒と白を基き調ちようとした地味な服が多いリネットだが、今日は腰こしの部分に大きなリボンがついた明るい色調のもので、白い、長めの靴くつ下したとよく合っている。

「わたし、ずいぶんお茶を淹いれるのがうまくなったんですよ」

「ど、どうも」

　長身を不器用に折り曲げて、ヨルカの隣となりの椅い子すに座るディアン。

　ヨルカはその脇わき腹ばらを、からかうように小こ突づく。

「わたしがヒベルニアの巫み女こだったことを知っているのは、アランとみなさんだけですから」

　リネットは、カップに薫かおり高い琥こ珀はく色いろの液えき体たいを注いだ。

「それに多分、変身は巫ふ術じゆつとは関係がありません」

「……説明してくれるか？」

　促うながすアラン。

「巫術とは、この世界とは別の位相に実体を持つ神々の御み影かげを、この世に映うつし出すものです。召しよう喚かんされた神は巫術師の祈き禱とうに応こたえ、この世界に何らかの作用をもたらします。召喚の際の祈禱は、かなり目立つ所作を伴ともなうもの。ですが、変異事件の際にそうした振ふる舞まいをした人物の目もく撃げきは報告されていませんよね？」

　リネットはアランを見る。

「その通りだ」

　アランは頷うなずいた。

「巫術師の仕し業わざという噂は、単に長年の戦せん役えきによるヒベルニアへの憎ぞう悪おから生まれたものだろう」

「とすると、一体何が原げん因いんで変身を？」

　リネットに尋たずねるディアン。

「実際にこの目で見ないことには、何とも……」

　リネットは少し困こまったような顔になる。

　と、その時。

　ザザザッ！

　突とつ然ぜん、庭を囲うように植えられている灌かん木ぼくを踏ふみ倒たおし、三つの影がアランたちの前に飛び出してきた。

　武ぶ器きこそ手にしてはいないが、異様な風ふう体ていの男たちである。

「刺し客かく⁉」

「叛はん乱らん志し士しの残ざん党とうか！」

　ヨルカがスカートをめくり上げて、太ふと股ももの内側に留とめてあった投げナイフを握にぎり、ディアンが大剣クレイモアを抜ぬき放つ。

「……いや」

　三人の男の顔を見て、アランはかすかに眉をひそめた。

「この辺りで見たことのある顔だ。近くの屋敷の家け人にんだろう」

　確たしかに、だいぶ破やぶれ、血で汚よごれてはいるが、彼らの着ている服はそう安いものではない。

　どこかの大貴族の使用人であることは間ま違ちがいないだろう。

「ですが」

　リネットは指し摘てきした。

「……あの表ひよう情じよう、尋じん常じようの状じよう態たいではありませんね」

　口を開いて涎よだれを流し、虚うつろな目をした男たちは、足を引き摺ずるようにしながらアランたちの方に近づいてくる。

「ああ、ここに来るまでに、何人か殺しているな」

　丸腰のアランは、ゆっくりと椅子から立ち上がった。

「止まりなさい！」

　ヨルカは手にしたナイフを、先頭の男を狙ねらって投げつける。

「！」

　ナイフの細身の刃はが狙い通り、男の肩かたに突き刺ささった。

「うう……ええええ……」

　だが、男は全く痛いたみを感じないかのように、虚ろな目のまま肩口のナイフを簡かん単たんに引き抜いた。

　そして。

「ぐるるるるるっ！」

　一旦足を止めた男は、人間のものとは思えぬ唸うなり声を上げ、己おのれの顔を爪つめで搔かき毟むしりだした。

「な、何？」

　当とう惑わくするヨルカ。

　男の皮ひ膚ふと脂し肪ぼうと肉は、いとも簡単に剝はがれ、眼がん球きゆうと頭ず蓋がいが剝むき出しになる。

　夥おびただしい血を流しながら、咆ほう哮こうを上げる男。

　他の二人も、同様に自分の皮膚に爪を突つき立てる。

　男たちの全身の皮膚が裂さけて剝がれると、その肉が溶とけて沸ふつ騰とうし、何か別の組そ織しきが形成されてゆく。

「……う！」

　吐はき気を覚え、思わず口に手をやるヨルカ。

「あれが……変へん異いか？」

　ディアンも息を吞のむ。

　アランやリネットだけでなく、実じつ際さいにその場を目まの当あたりにするのは、ディアンたちも初めてのことだ。

「あれ、ですか？」

　目を細めるリネットは、冷静につぶやく。

「こんなにすぐに観察する機会が巡めぐってくるとは……どうやら、わたしたちはついているようですね」

「なるほど醜しゆう悪あくな」

　アランは皮ひ肉にくな笑えみを浮うかべる。

「ギギギギギィ！」

　変異を遂とげた異い形ぎようの者たちは、三方に分かれ、正面と左右からアランたちに襲おそいかかろうと、再ふたたびゆっくりと間合いを詰つめ始めた。

　正面の怪かい物ぶつは、鞭むちのような長い舌したと巨きよ大だいな黄金の目を持ち、干ひ涸からびた灰はい色いろの身体からだを捩よじらせて近づいてくる。

　右の怪物は、大だい蛇じやの下半身にカタツムリの殻から、それに蠅はえの頭をつけたような姿すがた。

　左から来る化け物は、鱗うろこに覆おおわれた烏い賊かのようだが、その触しよく手しゆの一本一本が百足むかでになっている。

　どれも、サキたちが遭そう遇ぐうしたものとは全く違う姿だ。

「リネット、あれを見て何が言える？」

　アランは尋たずねる。

「もとは人間のようですが、恐おそらく、邪じや妖ようが憑依とりついて変へん容ようしたものかと」

　邪妖とは、古いにしえより伝え恐れられ続ける、定さだまった姿を持たぬ怪物たちのこと。

　人の怨おん念ねんをその糧かてとすると言われる彼らは、本来、闇やみに跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする存そん在ざいであり、日中にこうして現あらわれることは珍めずらしい。

「人間に戻もどす方法は？」

　と、アラン。

「残念ですが……」

　リネットは頭かぶりを振ふった。

「隊長！　リネットを連れて下がってください！　ここは俺おれとヨルカで！」

　ディアンはアランたちの前に出て、大剣クレイモアを中ちゆう段だんに構かまえる。

　しかし。

「わたしたちのことなら、お気き遣づかいなく」

　リネットは微笑ほほえみ、すっとディアンの真横に立った。

「ディアンさんとヨルカさんは、右の憑ひよう依い者しやを」

「な！」

　言葉を失うディアン。

　その隙すきを突いて、金色の目玉を持った怪物がリネットを襲う。

「アールヒル・シャダイ！」

　リネットは手のひらを立てて両りよう腕うでをすっと前に出すと、目を閉とじ、ヒベルニアの古語で何かを唱え始めた。

「アールヒル・イフィル・セ・ミブラ・ティール・ウル・ヒベルニウム！」

　舞まいに似にた所作とともに、詠えい唱しようを続けるリネット。

「ア・ナヴン・ウル・リネタ・セ・サンヤーナ・ヴェイテイユ・ハザック・ディーン・シアン・オカール・ボーゼッド・ザール！」

「ギギギッ！」

　リネットに飛びかかろうと飛ひ翔しようした化け物は、そのまま空中で動きを止めた。

　まるで見えない巨きよ大だいな手につかまれたかのように、化け物はもがき、奇き妙みような形に身体を捻ねじらせると、やがて、真っ二つに千切れて芝生しばふの上に落ちる。

　怪物の鮮せん血けつを浴びて、一いつ瞬しゆん、浮かび上がる胎たい児じのような姿。

　だが、それもリネットが腕を下ろすと、空気に溶とけ込こむようにして姿を消した。

「……わたし、これでも巫み女この端はしくれですから」

　リネットはアランを振ふり返ると、悪戯いたずらを見つかった子こ供どものように肩かたをすくめる。

「やれやれ、これでは私も遊んではいられぬな」

　アランはふっと笑うと、右手を掲かかげた。

「剣けんを！」

「はい。そろそろお呼よびかと」

　どこに控ひかえていたのか、屋や敷しきの老家令が、見事な装そう飾しよくの施ほどこされた鞘さやに収おさまった剣を携たずさえて姿を現わすと、恭うやうやしい物もの腰ごしでそれを抜ぬき、アランに向けて放った。

「そもそもこの宝剣はですな、カモラク一世陛へい下かが南方自由都市連合遠えん征せいの際さいに……」

　ピンと背せ筋すじを伸のばした姿し勢せいで、剣の歴史を語り出す家令。

「由来は後でゆっくりと聞こう」

　アランは回転しながら飛んでくる剣の柄つかを振り向きもせずに後ろ手でつかむと、そのまま、白はく刃じんを烏賊に似た化け物に叩たたき下ろす。

　内ない臓ぞうと青い血を飛び散らせながら、それでも百足のような触手でアランを捉とらえようとする怪物。

「……滅めつせよ」

　アランは怪物の頭から引き抜いた剣を、今度は真横に一いつ閃せんさせる。

　怪物は吹ふき飛び、地面に叩きつけられて四散した。

　一方。

「ヨルカ！」

「分かってる！」

　ディアンとヨルカは残り一匹ぴきになった怪かい物ぶつの左右に回り込むと、同時に怪物の胴どうと頭を薙ないだ。

　蠅はえのような頭を刎はねられながらも、身体からだの殻からに開いた孔あなから毒どく液えきのようなものを飛ばす怪物。

「甲こう外がい套とう！」

　黒い外套を靡なびかせて、これを避よけるディアン。

　毒液がその表面に付着し、シュウシュウと音を立てて白はく煙えんを上げる。

「この！」

　ヨルカが毒液の雨を搔かい潜くぐりながら、蛇へびのような尾おの部分を小剣で切り裂さいた。

「くたばれ！」

　ほぼ同時に渦うず巻まき状じようの殻を砕くだく、ディアンの大剣。

　怪物はようやく、その動きを止める。

「おやおや、庭の掃そう除じが大変ですな」

　怪物たちの残ざん骸がいと体たい液えきが飛び散った芝生しばふを見み渡わたして、家令はため息をついた。

「……ねえ、リネット？」

　血振いをした小剣を鞘に戻もどしながら、ヨルカは尋たずねる。

「はい？」

「さっき、邪じや妖ようが憑依とりついて怪物になったんだって言ったよね？　それってつまり、誰だれでも怪物になり得うるってこと？」

「……恐おそらくは」

　目を伏ふせるリネット。

「何てこと」

　ヨルカは額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

「……この界かい隈わいに、それも、三人まとめて変身者が出るのは初めてだな」

　人間の姿すがたに戻ってゆく怪物の残骸を見ながら、ディアンはつぶやく。

「こいつら、狙ねらいは隊長か？」

「その可か能のう性せいはあります」

　リネットはうなずく。

「〝調停者〟が覚かく醒せいする前に葬ほうむろうと目もく論ろむ邪妖が存そん在ざいしても、おかしくはありません。邪妖とは、世界を滅ほろびに導みちびくためだけに誕たん生じようした存在なのですから」

「〝調停者〟？」

　初めて聞く言葉に、眉まゆを顰ひそめるディアン。

「そう言えば……」

　今度はリネットがヨルカに尋ねた。

「サキ少年の様子に変化は？」

「今のところ、何も変わったところはないみたいよ。イーファからの話を聞く限かぎりでは」

「そうですか」

　小さなこぶしを口元に持って行くリネット。

「……では、引き続き、彼から目を離はなさないでください」

「おい、待て。お前、イーファにサキを監かん視しさせていたのか？」

　ヨルカに目を遣やり、顔をしかめるディアン。

「ええ」

　ヨルカは認みとめた。

「あなたをサキから引き離したのも、そのためよ。あなたは真正直だし、サキくんを信しん頼らいしてるから、彼の監視役には向いていないもの」

「よくイーファが引き受けたな」

「イーファ自身も、自分が監視役だとは知らないわ。私は、あの子をサキと組ませ、その日にあったことを逐ちく一いち報ほう告こくさせているだけ」

「……リネット、確たしかにサキは以前、志し士しどもに雇やとわれて隊長を狙ったことがある」

　ディアンは巫み女この少女を振ふり返った。

「けれど、今は九きゆう尾びの猫ねこのれっきとした一員だ。裏うら切ぎりはしない」

「……そういうことではないのです」

　リネットは悲しげに頭を振った。

「人の思惑おもわくや絆きずなを超こえた運命が、アランとサキ少年の間には存在するのです」

「思惑や絆を超えた……運命？」

「その話は別の機会にしよう」

　アランが遮さえぎるように言った。

「ヨルカ、闇やみ隊士は引き続き、ヒベルニア女王のグウェント訪ほう問もんについての情じよう報ほう収しゆう集しゆうに当たれ」

「御ぎよ意い。報ほう酬しゆうは規き定てい通りで？」

　と、抜ぬけ目のないところを見せるヨルカ。

「入手した情報によっては上乗せする」

「流石さすがは大公様」

　ヨルカは微笑ほほえみ、ディアンにウインクしてから姿を消した。

「九尾の猫は」

　アランは続いて、ディアンの方を振り返る。

「通つう常じようの治安維い持じ活動を続けろ。叛はん乱らん志士の残ざん党とうと、邪妖の動きに特に注意を払はらえ」

「……了りよう解かい」

　ディアンは当あたり障さわりのない指し示じに多少不満を覚えながらも、アランの命令に敬けい礼れいで応おうじた。
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　その夜。

「……で」

　敷しき物ものの上に脚あしを揃そろえて座すわり、拙つたないリュートを爪つま弾びきながら、イーファはワナワナと肩かたを震ふるわせていた。

「どうして非ひ番ばんになるたびに、うちの〝見み世せ〟に来るんだ、君は⁉」

「付き合いだよ、付き合い」

　サキは蜂はち蜜みつ酒しゆの杯さかずきを傾かたむけながら、イーファに向かって微笑んだ。

　ここは、街の中心部に近い繁はん華か街がいにある遊ゆう郭かく、粋すい蜜みつ楼ろうの一室。

　ヨルカの経けい営えいする粋蜜楼は、街で最も大きな遊郭であると同時に、闇隊士の根ね城じろになっている。

　さらに、叛乱志士や大物貴き族ぞく、外国の使節なども訪おとずれる、格かつ好こうの情報収集の場でもあるのだ。

「まったく。起きている時間のほとんどを、君と過すごしている気がする」

　イーファはリュートの音おん程ていを外しながら、ブツブツと文もん句くを言う。

「寝ねている時間も一いつ緒しよにする？」

　と、サキ。

「……次にその手の質たちの悪い冗じよう談だんを口にしたら、命がないと思え！」

　イーファの声が裏うら返がえり、リュートの弦げんがビンッと音を立てて切れた。

「ああ、もう！」

「イーファ」

　ディアンを膝ひざ枕まくらしていたヨルカが、少女に語りかける。

「駄だ目めよ、お客様に対してそんな話し方をしては」

　声は優やさしいが、目は笑っていない。

「うう、……はい」

　イーファは耳を真っ赤にしながら、不ふ承しよう不ぶ承しよう頷うなずいた。

「けどさ、珍めずらしいよね？」

　サキは振り返って、浅黒い顔をした目つきの鋭するどい若わか者ものと、彼と一緒に飲んでいる金きん髪ぱつの青年の方を見る。

「アギやトリストが、僕ぼくらと吞のむのって」

「このド阿あ呆ほうに、無む理り矢や理り引っ張ぱってこられたんだ」

　元盗とう賊ぞくで、アランに命を救われて入隊したアギは、サキをじろりと睨にらんでから、親指で隣となりのトリストを指さした。

「でなきゃ、誰がお前みてえなガキと飲むかよ」

「はははは。僕の方はさ、いわゆる大人の事情ってヤツ？」

　二刀流の名手として知られる、金髪の人ひと懐なつっこそうな青年は、笑って頭を搔かく。

「要するに、あっちこっちで女に手を出したもんで、街中のオネーチャンのいる見み世せから締しめ出し食ったんでしょ？」

　葡萄ぶどう酒しゆの瓶びんを抱だきしめたまま、妙みように据すわった目でトリストを睨みつけるのは、九きゆう尾びの猫ねこの紅こう一点、ヴィスナである。

「こんの、女の敵てきがっ！」

　ヴィスナは手近にあった真しん鍮ちゆうの杯を、いきなりトリストの頭めがけて投げつけた。

　ゴガッ！

　杯をまともに額ひたいで受けたトリストは、白目を剝むいてひっくり返る。

「……みなさん、いいですか。ここの払いは経費扱あつかいになりませんから、隊費からは出ませんよ。あくまで、各自で負ふ担たんしてもらいますからね」

　隊の会計方を務つとめるロレルが、眼鏡めがねを押おし上げながら今夜何度目かの確かく認にんを取った。

「私は立て替かえておくだけですよ、分かってますよね？」

　もちろん、猫の面々は聞く耳を持たない。

「ところで、新人の訓練の方はどうだ？」

　ディアンはロレルに尋たずねた。

「そこそこ、使える感じにはなってきましたよ」

　ロレルは目を細める。

「み～んなさ、可愛かわいいんだよ！　初うい々ういしくってさあ！」

　脚あしを投げ出して、ニャハハハハッと笑い出すヴィスナ。
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　そろそろ危き険けんな兆ちよう候こうである。

「そういや、お前は最初っから初々しさの欠片かけらもなかったな」

　ディアンはサキに視し線せんを向けた。

「……お前、隊長から飢き魂こんの剣けん、ずっと借りたままだよな？　どうして返さないんだ？」

「どうしてって……別に返せって言われませんからね。このままガメちゃっても平気かなあって」

「お前な」

「こと、このくそガキに関しちゃ、隊長は甘あまやかし過すぎだ」

　アギが吐はき捨すてるように言った。

「こんな野の良ら犬いぬみてえなガキ、命を救ってやるこたあなかったんだよ」

「盗賊だった誰かさんを絞こう首しゆ台だいから救ったことだって、十分甘やかし過ぎに思えるけど？」

　サキは肩かたをすくめて言い返す。

「この！」

「よしなよ、大人気ないねえ」

　ナイフを抜ぬこうとするアギの手を、復ふつ活かつしたトリストが押さえる。

「それよりさ、聞いた？　新しい法令のこと？」

　トリストは杯さかずきをぶつけられた額を擦さすりながら、話題を変えた。

「法令？」

　と、顔をしかめるディアン。

「例の怪かい物ぶつ騒さわぎに関連してなんだけどさ。怪物に変へん異いした人間の近親者や、怪物に接せつ触しよくした人間を、片かたっ端ぱしから捕とらえるって法が施し行こうされそうなんだって。これ、うちの兄あに貴きと親父おやじの話ね」

　トリストの兄は伯はく爵しやくで、現げん在ざい、十二人委員会のひとり。

　父の公爵は、元十二人委員会議長である。

「おい、待てよ。それじゃ、十二人委員会は、変異した奴やつの家族や、近くにいた人間がみんな怪物になるって考えてるのか？　伝でん染せん病びようじゃあるまいし！」

　ディアンはヨルカの膝ひざから上体を起こした。

「変異は邪じや妖ようが憑依とりついて起こるんだぞ！　感かん染せんする訳わけじゃない！」

「実じつ際さいはどうだか知らないけどさ。委員会の見けん解かいとしては、感染するってことだよね」

「……もしも、そんな法令が施行されたら、市民は疑ぎ心しん暗あん鬼きに囚とらわれますよ。いつ怪物に変異するのかと隣りん人じんに怯おびえ、周りの人間すべてを疑うたがってかかるようになるでしょうね」

　ロレルが眼鏡めがねを外し、目め頭がしらを軽く指で押さえる。

「……じゃあ」

　リュートの弦げんを張はり直す手を止め、イーファは唇くちびるを嚙かんだ。

「今日助けた女の子も牢ろうへ？　そんなのって……」

　生き残ったあの女の子が、赤い服の人形を手にポツリと佇たたずむ姿すがたを、イーファははっきりと覚えている。

　家族を全すべて失い、これからどうやって生きてゆくのか気になってはいたのだが。

「死んでた方が、幸せだったかもね」

　と、サキ。

「サキ！」

　イーファはそんな少年を睨にらみつける。

「……おい、実じつ際さいに法令に従したがい、取り締まるのは俺おれたちだろ？」

　アギが乾ほした杯を置いて、ロレルに言った。

「つまり、俺たちが一番、変異者と触ふれ合う機会が多い訳だ。最悪、俺たちも法令の対象になりかねないぜ？」

「ええ」

　眼鏡をかけ直しながら、ロレルは頷く。

「その可か能のう性せいは十分にあるかと」

　一同の間に、深しん刻こくな沈黙が漂い始めたその時。

「……暑い！」

　突然、ヴィスナが立ち上がって、胸むな元もとの留とめ紐ひもを解ほどき始めた。

「脱ぬぐ！」

「ほら、お止やめなさい、若わかい娘むすめさんが」

　周囲の男性陣じんを睨みながら、止めに入るヨルカ。

「脱ぐったら、脱ぐ！　あたしの方が、絶ぜえ～っ対たい、ヨルカ姉よりいい身体からだしてんだから、ここで証明してやるんだ～っ！」

「……アホだ」

　ディアンがこめかみを押さえる。

「さてと……」

　サキは杯を置くと、背せ伸のびをしながら立ち上がった。

「僕はそろそろ詰つめ所しよに戻もどるかな。ヴィスナの介かい抱ほう、押しつけられる前に」

「あれれ、もう？」

　と、トリスト。

「ええ。みんなはごゆっくり」

　サキはそう微笑ほほえむと、部屋を出て行く。

「……いつもああなの？」

　サキの姿が消えると、トリストはディアンに尋たずねた。

「ああって？」

「てっきり僕、サキくんって、イーファちゃんのところに泊とまってくんだと思ってた」

「わ、私とサキはそういう関係じゃない！」

　調ちよう弦げん中のリュートが、ピューンと変な音を立てる。

「こら、そういう関係じゃありません、でしょ？」

　イーファの発言をため息いき混じりに訂てい正せいするヨルカ。

「……ほんとに、この子はいつまで経たっても」

「じゃあさ」

　トリストはニッと笑って、イーファの方に身を乗り出した。

「僕なんかどう、今夜の相手に？」

「よしとけ。殺されるぞ」

　ディアンは苦笑いしながら、ヨルカに杯さかずきを満たさせる。

「サキくんに？」

「さもなきゃ、俺にな」

「相変わらず、人が好いいねえ、ディアンは」

　肩かたをすくめるトリスト。

「どうでもいいけど、トリスト。この子、高いわよ、初物だから」

　ヨルカはディアンの胸むねに手を這はわせながら告げる。

「……いくら？」

「そうね。五万ダカットなら、考えてもいいわ」

　確たしかに驚おどろくほどの金きん額がくだが、手付かずのイーファのような少女を好む顧こ客きやくも多く、決して法外とは言えない。

「またの機会にしておくよ」

　トリストは両手を挙げた。

「その二百分の一ぐらいの値ね段だんで遊べる子、呼よんでくれないかなあ」

　ホッとした表ひよう情じようになるイーファ。

「はいはい」

　ヨルカは手元の硝子ガラスの鈴すずを鳴らし、階下から女の子たちを呼んだ。
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　夜明け近くになって。

「……でも、このままじゃいけないんでしょうね、きっと」

　寝しん台だいから身を起こし、服を着ようとするディアンに向かってヨルカは言った。

「サキとイーファのことか？」

　甲こう外がい套とうを手にしながら振ふり返るディアン。

「お前、イーファにサキを監かん視しさせてるんだろう？　サキがもし、リネットが考えている通りの危き険けんな存そん在ざいなら、あまりイーファに深入りさせたくないんじゃないか？」

「私はサキくんのこと、可愛かわいい弟みたいに思ってるのよ。監視はまあ、商売だから」

「お前な」

「……ねえ、サキくん、ルシラのことがまだ？」

　ルシラとは、かつてのサキの恋こい人びと。

　ルシラも闇やみ隊士であったが、仲間を裏うら切ぎり、サキの手で死ぬことになったのだ。

「それもあるだろうな」

　ディアンは頷く。

「だがまあ、あいつはあいつなりに、イーファとのことを大切に考えてるんだろうよ」

「だけど、イーファは闇の一員よ。いつかは、どんな男にも身体からだを与あたえるようにならなくてはいけない」

　暗がりの中で、白い裸ら身しんが立ち上がる。

「最初ぐらい愛情の通う体験をさせてあげたいけど……それで余よ計けいに苦しむことになるかも」

　ディアンの手に、そっと触ふれる指。

　その指がかすかに震ふるえるのを感じ、ディアンは強く握にぎり返す。

「お前は優やさしいな。とても闇隊士の長おさとは思えん」

「……馬ば鹿かね」

「なあ」

「なあに？」

「そろそろ、引いん退たいする気はないか？」

「どうしたの、突とつ然ぜん？」

「……つまり……一いつ緒しよに……」

「ふふふ、私が時々仄ほのめかすから、本気にしたの？」

「ヨルカ」

「無理よ。あなたは貴き族ぞくですもの」

「貴族なんていつでも辞やめてやる」

「……子こ供どもみたい。あなたが貴族の地位を捨すてて娼しよう婦ふと一緒になれば、笑い物になるのはあなたの実家、ベルトリューシュ家よ。ベルトリューシュの今の当主は、あなたの甥おい子ごさんでしょう？　七歳さいの子供に、辛つらい思いをさせたいの？」

「…………」

「ごめんね」

　淋さびしそうな笑い声。

「でも、私も藁わらの冠かんむりと麻あさのドレスでロバに乗せられて、晒さらし者になるのは嫌いやよ」

「おい、それは？」

「知ってるでしょう？　この国の法では、娼婦であった者が結けつ婚こんする時には、藁の冠を被かぶって、麻のみすぼらしい衣い装しようを着て、ロバに跨またがって街中を回らなくてはいけないの。要するに、娼婦のくせに人ひと並なみに結婚を夢ゆめ見みるなってことなんでしょうね」

「…………」

　ヨルカの濡ぬれた頰ほおに、ディアンは指を這はわせた。

「見ないで。お化け粧しようが崩くずれちゃってるから」

　おどけた調子の声を作るヨルカ。

「……でも、ありがと」

　ディアンは、女の身体をそっと抱だきしめる。

　腕うでの中で震えるその身体が、この時のディアンにはやけに華きや奢しやに感じられた。
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「う、眩まぶし……」

　翌よく朝あさ。

　二日ふつか酔よいの頭を抱かかえて詰つめ所しよを出たヴィスナは、太陽を恨うらめしげに見上げた。

「……何で今日は雨じゃないのさ。……おえ」

「この女、昨日一体どれだけ飲んだんだ？」

　詰め所の前を通り過すぎる人々の冷ややかな視し線せんを気にしながら、ディアンは地面に座すわり込こもうとするヴィスナを無理矢理立たせる。

「金きん額がくで言うと、蜂はち蜜みつ酒しゆを四ダカット半、エールを二ダカット、葡萄ぶどう酒しゆを五ダカットと四分の三です」

　正せい確かくに記録を取っていたロレルが告げた。

「言っておきますけどね、給料日には返してくださいよ」

「ああん、朝っぱらから紋もん章しよう師しのところなんて、気が進まないよ～」

　手足を振ふり回すヴィスナ。

「駄だ々だをこねるな！」

　と、ディアン。

「ほらほら、早く行けば早く済すむから。紋章を入れ直しておかないと、仕事に差さし支つかえるでしょ？」

　サキはヴィスナの背せ中なかを押おした。




　紋章とは、複ふく雑ざつな意い匠しようを持つ刺青いれずみで、それに触ふれ、意い識しきを集中することにより、様々な効こう果かを発動することが可か能のうとなる。

　魔ま法ほうとも呼よべるほどに便利な紋章ではあるが、欠点がない訳わけではない。

　一度、その効果を発動させると、紋章は消えてしまうこと。

　普ふ通つうの人間が、一度に凝ぎよう着ちやくすることが可能な紋章数は三つまでであること。

　四つ以上の紋章を凝着させることは、精せい神しん、及および心しん臓ぞうを含ふくめた循じゆん環かん器きに激げき烈れつとも言える負ふ担たんをもたらし、凝着者を死に至いたらしめるのだ。




「……吐はいていい？」

「駄だ目めだ！」

　宥なだめすかしながらヴィスナを歩かせるディアンたち。

「っと、子供はいいねえ、朝から元気で……」

　鉛なまりのように重い頭を抱えたヴィスナは、足を引きずりながら恨めしげにサキを見た。
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「いらっしゃいま……けっ、客かと思えば、お前らか」

　サキたちが、裏うら町まちにある紋章師の小さな店の戸を潜くぐると。

　カウンターの向こうで愛あい想そのいい笑え顔がおで出で迎むかえた少女は、店に入ってきたのが九きゆう尾びの猫ねこの面々であることに気がつき、途と端たんに不ふ機き嫌げんな顔になった。

「あのな、俺おれたちだって客だろうが」

　厚あつい樫かしの板のカウンターをコンコンと叩たたくディアン。

「軍人や隊士相手の紋章凝着は、相場が決められてて実入りが少ないんだよ。ま、客としちゃあ、下の下だね」

　バサッ！

　紋章師の少女は、紋章の価か格かく表ひようを四人に投げ与あたえると、カウンターの向こうにある踏ふみ台から下りた。

　床ゆかの上に立つと、三つ編あみにした頭がほんのちょっと見えるだけ。

　この店の主人は、実じつ際さいの年ねん齢れいは不明だが、見た目は十歳さいくらいの少女である。

　店は汚きたなく、主人の態たい度どは大きいが、紋章凝着の腕うでは最高にいい。

　九尾の猫の全員が、この店を贔屓ひいきにしているのだ。

「ほれ、早く決めな」

　レース付きの可愛かわいらしいドレスを着た紋章師は、見た目にそぐわぬ口調で急せかす。

「へえ、新しい紋章が入りましたね」

　革かわ表紙の価格表を広げてみながら、サキは尋たずねる。

「これ、どう使うんです？」

　サキが指さしたのは、〝薄うす翅ばねの舞まい〟という名の紋章。

　どうやら、落下の速度を和やわらげる働きがあるらしい。

「そんなこと知るかよ、使う人間が工く夫ふうしな」

　紋章師は素そっ気けない。

「う～ん、面おも白しろそうなんですけどねえ」

　サキは腕を組んで悩なやむ。

「……入れちゃおうかな？」

「使い慣なれた紋章にしておけよ」

　釘くぎを刺さすディアン。

「でも、何か気になりません、新作って？」

「ならん。俺はいつも通りに防ぼう御ぎよ系けいだからな」

「……決～めた。あたしからでいいだろ？」

　ヴィスナは価格表を閉とじて、仲間に尋ねる。

「お先にどうぞ」

　と、優ゆう雅がな仕草で一礼するロレル。

「私はみなさんが入れる紋もん章しようを見て、それを補おぎなうものにしますから」

「あたし、〝癒いやしの霧きり〟を二つと、〝孤こ狼ろうの理ことわり〟ね」

　ヴィスナは紋章師に声をかけた。

〝癒しの霧〟は、文字通り治ち癒ゆ系の紋章。

〝孤狼の理〟は、俊しゆん敏びん性せいを上じよう昇しようさせる紋章である。

「場所はいつも通りかい？」

　紋章師は寝しん台だいに横になるようにヴィスナを促うながす。

「うん。両手の甲こうと首くび筋すじ」

　上着を脱ぬぐヴィスナ。

　形のいい、締しまった胸むねの双そう丘きゆうが顕あらわになるが、いつものことなのかロレルたちは別に慌あわてない。

「深さは？」

　横になったヴィスナの手の甲と首筋の皮ひ膚ふの具合を、指で確たしかめる紋もん章しよう師し。

「普ふ通つうでいいかな。……でも、首筋の〝孤狼の理〟だけ、少し深くしておいて」

「だったら、五十ダカット割わり増まし」

　紋章は彫ほる深さを変えることで、発動する能のう力りよくの強度や持続時間を調節することができる。

　深く彫ればそれだけ強力な効こう果かを発動できるが、凝ぎよう着ちやくさせる時の痛いたみも激はげしいし、料金も高くなるのだ。

「……奇き麗れいな肌はだだね、いつも思うけど」

　紋章師は、水すい晶しようの針はりに鉱こう物ぶつと薬草から採とった染せん料りようをつける。

「革かわ、嚙かむかい？」

　悲鳴が出るのを抑おさえるために嚙む厚革を、渡わたそうとする紋章師。

「いい」

　ヴィスナは頭かぶりを振ふる。

「じゃあ、いくよ」

「……うう……ああっ！　くんっ！」

　低い呻うめき声が、紋章師の部屋に流れた。
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　夜になって。

「そこまで」

　ヨルカは、イーファにリュートの練習曲を一通り演えん奏そうさせた後、いつもより随ずい分ぶん早めに稽けい古こを切り上げた。

「ふう」

　と、息をつくイーファ。

　リュートは、粋すい蜜みつ楼ろうで課されている練習の中でも、特に苦手なもののひとつ。

　この楽器を弾ひいていると、まるで自分の指が鉛なまりでできているかのように思えてくるのだ。

「……ねえ」

　楽器をしまうイーファに、ヨルカは声をかけた。

「あなた、サキくんのこと、どう思っているの？」

　ガッシャーン！

　イーファはケースごと、リュートを床ゆかに落っことした。

「……随ずい分ぶんと分かり易やすいわね」

　目を細めるヨルカ。

「べ、べ、べ、別に！」

　イーファは思いっ切り首を横に振る。

「サ、サキのことは……そ、そう、ただの仲間で、特別な感かん情じようは持っていない……です」

「……あの子と寝ねる気はないの？」

「……向こうが」

　イーファは口くち籠ごもった。

「多分、嫌いやがる。サキは、ただの友達としか、私を考えていないから」

「……イーファ」

　ヨルカは真しん剣けんな顔つきになる。

「あなたは何？」

　先ほどまでとは全く違ちがう口調。

「私は……闇やみ隊士……です」

　拾い上げたリュートをテーブルに置いて、イーファはヨルカを見つめ返す。

「それならば、あなたは自分が本来しなくてはいけないことが、分かっているわね？」

「はい」

「だったら、もう、サキくんのことは忘わすれなさい。数日中に、あなたには闇隊士として初の任にん務むについて貰もらうから」

「！」

　それが何を意味するのか、理り解かいしたイーファの顔が強こわ張ばる。

「……謹つつしんで拝はい命めいいたします」

　少女は闇隊士の長おさの前に膝ひざを突つきながら、左の胸に小さなこぶしを当てた。
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　同じ頃ころ、トロンヘイム王おう城じようのハディングの寝しん室しつでは……。

「さ、先ほど十二人委員会が、ようやく合意に達しました」

　血色の悪い顔をさらに蒼そう白はくにした侍じ従じゆう長ちようが、寝台から物もの憂うげに身体からだを起こした国王に報ほう告こくしていた。

「このような時間まで、連中も暇ひまなことだ」

　ハディング王は、傍かたわらに横たわる少女の腹はらに手をやりながら皮肉げに言った。

　寝台の上には、まだ幼おさない三人の少女の姿すがたがある。

　一番若わかい娘むすめは、十歳さいほどだろうか。

　虚うつろな瞳ひとみをした少女たちはみな、上気した肌はだにうっすらと汗あせを滲にじませ、ハディングの愛あい撫ぶに対して敏びん感かんな反はん応のうで応こたえている。

「それで？」

　ハディングは促うながした。

「危き険けん市民収しゆう容よう令れいは、予定通り可か決けついたしました。変へん異いする者たちは怨えん恨こん、強ごう欲よく、王室への不ふ忠ちゆうなど、邪じや悪あくな念を抱いだいた者で、醜みにくく歪ゆがんだ心が別の変異者に触ふれることによって変異が促される。そう王立学がく術じゆつ顧こ問もん団だんが結けつ論ろんづけたことが、成立の後あと押おしとなったようで」

　部屋に漂ただよう阿あ片へんの匂においに咽むせそうになりながら、侍従長は続ける。

「早さつ速そく、収容所の建けん設せつに入り、施し行こうは来月の初めとなる見通しです」

「……遅おそいな」

　ハディングは頭を振った。

「明日から施行するよう、守しゆ備び隊には伝えろ」

「はあ？　それでは市民への告知などの準じゆん備びが……」

　全身を伝う汗を拭ぬぐう侍従長。

「それに、収容できる施設もありませんが？」

「城しろの地ち下か牢ろうを使えばよい。独どく房ぼうひとつに数十人ずつ詰つめ込こめば、五百人は収容可か能のうだ。違ちがうか？」

「そ、それでは身体を横たえることすらできはしません。下へ手たをすれば窒息の虞おそれが……」

「化け物になるやも知れぬ連中だ。それで十分だろう」

　ハディングは哂わらう。

「それとも、貴き様さまが牢の住み心地ごこちを試ためしたいか？」

「さ、早速そのように手配いたします」

　侍従長は口早にそう言うと、一礼して寝室を辞した。

「…………」

　侍従長の姿が消えると、ハディングは自分の腰こしにすがる少女の首を指で挟はさむ。

「煩わずらわしいことだ」

　ポキリという小さな音。

　少女は一いつ瞬しゆん、身体を痙けい攣れんさせると、それっきり動かなくなった。




　　　　＊　　＊　　＊




　トロンヘイムの海岸線のほとんどは険けわしい断だん崖がいで、港の建設には適てきしていない。

　そのため、漁業や海洋貿ぼう易えきが発達することはなく、その通商の大部分は山やま越ごえの陸路を頼たよりにしている。

　そして、トロンヘイムでほぼ唯ゆい一いつの貿易港と言えるのが、王都から早馬と川船を利用して東に二日半の距きよ離りにあるポルス・ケルズィンだった。

　大洋の遥はるか彼方かなたの国からの珍めずらしい物産の多くが、ここポルス・ケルズィンを通して、王都に流入している。

　サキたちが紋もん章しよう屋を訪おとずれた日から数え、三日後の夕ゆう暮ぐれ時。

　その港の倉庫街の一角に、ロレルを伴ともなったアラン・シーヴァルドの姿があった。

「本当にこんなところにいらっしゃるのですか？」

　ロレルは慣なれない磯いその香かおりに顔をしかめながら、隊長に尋たずねる。

「噂うわさによれば、な」

　アランは王室専せん用ようの倉庫を探さがし出すと、その近くに移い動どうし、周囲で働く船乗りや運うん搬ぱん人にんたちを見み渡わたした。

　荒あらくれ者の船乗りたちは、自分たちとは明らかに毛色の違うアランたちを胡う散さん臭くさげに睨にらみ返す。

　その中で。

「あれか……」

　アランは倉庫の前に積まれた箱の上に寝ねそべる男を見つけると、その前まで真まっ直すぐに歩いてゆく。

「メヴィル・オークショットだな？」

「……そういうそちらさんは？」

　声をかけられた男は、眠ねむそうな目を擦こすりながらゆっくりと上体を起こした。

　大おお柄がらだが、猫ねこ背ぜのせいか、そう大きくは見えない。

　年は三十代半ばから四十というところ。

　髪かみはかなりのくせ毛で、軍人らしからぬ薄うすい不ぶ精しよう髭ひげを伸のびるに任まかせている。

　輜し重ちよう隊所しよ属ぞくである柿かき色いろの軍服も、薄うす汚よごれ、だいぶ草臥くたびれた様子だ。

「アラン・シーヴァルドだ」

　アランは階級抜ぬきに名乗った。

「シーヴァルド？　ヴァイマーヘン大公の？」

　欠伸あくびをしたメヴィルは箱から下り、確かく認にんするようにロレルを見る。

　メヴィルの姿すがたに呆あきれながらも、無言で頷うなずくロレル。

「あらあら、これはとんだ失礼を」

　メヴィルはヨレヨレの制せい服ふくをパンパンと叩はたいて埃ほこりを払はらうと、やる気の見られない敬けい礼れいをした。

「……で、その大公さんが、こんなところに何の御ご用ようです？」

「軍歴を見た。貴様に興きよう味みがある」

　アランは告げた。

「あたしの軍歴、ですか？　自じ慢まんできるようなもんじゃないですねえ」

　と、薄ら笑いを浮うかべるメヴィル。

「知っている。士官学校を開校以来最低の成せい績せきを以もって卒業、勇ゆう猛もうで知られるクラウセン伯はくのもとにおいて鉄てつ騎き隊副長を経へて、隊長となるが、二か月後に降こう格かく。ストロース侯こうのもとに移うつり、工兵隊副長を拝はい命めいするものの、命令違い反はんによる懲ちよう罰ばつの後、補ほ給きゆう部隊への転てん任にんを命ぜられ、もう五年、ここの倉庫の責せき任にん者しやとして燻くすぶっている」

「燻ってるって仰おつしやいますけどねえ」

　メヴィルは目を細めて、金色に輝かがやく海原うなばらを見渡した。

「いい仕事ですよ～。日の半分は居い眠ねむりしていられるし、生活に必要なものは、たいてい倉庫からチョロまかせる。何より、戦場に出ないから、死なない」

「軍事物ぶつ資しの横おう領りようは死し罪ざいだが？」

「……やれやれ、軽はずみなことは言えませんなあ」

　メヴィルは大おお袈げ裟さに嘆なげく振ふりをしてみせてから、抜ぬけ目のない視し線せんをアランに投げかけた。

「もっとも、大公さんはそんな些さ細さいなことを、あたしの上司に密みつ告こくするような方とは思えませんが？」

「そう踏ふんでの発言だろう」

　アランは身を乗り出した。

「私のもとに来い。九きゆう尾びの猫ねこには、貴き様さまが必要だ」

「買い被かぶらないでくださいよ、あたし、調子に乗りやすい人間なんです」

　照れ臭そうに鼻の頭を搔かくメヴィル。

「……で、大公さん、このあたしに何を望むの？　大公さんのとこにゃ、大剣クレイモアのディアン、狂きよう犬けんのサキ、二刀使いのトリスト、それにここにいる三さん段だん突づきのロレル、立りつ派ぱな〝武もののふ〟がそろってらっしゃる。それに……」

　顔全体ではヘラヘラと笑いながらも、鋭するどい眼がん光こうがアランを射い貫ぬく。

「大公さんも、指し揮き官かんって顔はしてるものの、中身は大した〝武〟だ。宮きゆう廷ていにいるより、戦場の方が安あん眠みんできるお人なんでしょ？　そこに今さらあたしなんかが加わっても、何の利り益えきもないと思いますがねえ」
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「私が欲ほしいのは、貴様のここだ」

　アランは指でメヴィルの頭を指し示しめす。

「私のところに来れば、退たい屈くつはさせぬ」

「あたしの……ここ、ねえ」

　メヴィルはこめかみのあたりを指で二回突ついた。

「……で、お給料って、上がります？」
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「今日もイーファ、いないんだって？」

　その夜。

　サキは、ひとりで粋すい蜜みつ楼ろうを訪おとずれていた。

　一いつ緒しよに街を見回るはずだったイーファが、九きゆう尾びの猫ねこの詰つめ所しよに顔を出さなくなって、これでもう三日。

　ヨルカからは用事を頼たのんだとの連れん絡らくはあったが、それでも三日連続となると気になって、非ひ番ばんになってから様子を見に来たのだ。

「僕ぼくにあの子と組めって言ったの、ヨルカさんだよね？　勝手にイーファに用事頼まれると、困こまるんだけど？」

「ごめんね」

　珍めずらしいことに、ヨルカはサキを自室に招まねいて、温かい香こう料りよう入りの葡萄ぶどう酒しゆを勧すすめていた。

「いいよ。今日は飲みに来たんじゃないし」

　サキは酒の注つがれた杯さかずきを取ろうとはせず、薄うす衣ぎぬ一枚まいのヨルカから視し線せんを逸そらして部屋の中を見み渡わたす。

　普ふ段だんはディアンしか通されない、ヨルカの私し室しつ。

　仄ほのかに、甘い香水のような匂においが漂ただよっている。

「とにかく、座ったら？」

　サキが不ふ承しよう不ぶ承しよう、長なが椅い子すに座ると、ヨルカはその隣となりに腰こしを下ろした。

「……サキくん、イーファのことだけどね」

　ヨルカは、サキに差し出したはずの杯に口をつける。

「使いに出したっていうのは噓うそなの。あの子が、あなたに逢あいたくないって言うから」

「……イーファが？」

　サキは頭を振ふった。

「まあ、嫌きらわれるようなことをした心当たりが、ない訳わけじゃないけど……」

　心当たりがないどころか、実は、かなりあったりする。

「馬ば鹿かね、逆ぎやくよ」

　と、ヨルカ。

「自分で気がついているかどうか分からないけど、あの子はあなたが好きなのよ」

「…………ええと？」

　戸と惑まどいを隠かくしきれないサキ。

「つまりはこういうこと。これ以上あなたと逢うと辛つらくなるから、逢わないと言ったの」

「僕と逢うと……何な故ぜ？」

「あなた、忘わすれていない？　あの子は闇やみ隊士なの。任にん務むのためならば、闇隊士を続けてゆくなら、誰だれかを好きになってはいけないのよ」

「でも、ヨルカさんはディアンと……」

「だからよ。私は十分に苦しんだ。同じ辛さをあの子に味あわせたくないの」

　ヨルカは両手で持った杯に視線を落とす。

「闇隊士でいる以上、任務のためには他ほかの男に肌はだを許ゆるさなくてはいけないこともある。心と身体からだは別だと割わり切れるようになるまで、何度も死ぬことを考えたわ」

「……そうだったのか」

　サキはようやく、イーファがここ数日どれほど苦しんでいたかを理り解かいした。

「ねえ」

　ヨルカは身を乗り出し、サキに顔を近づける。

「どうして私がここで、あなたを相手に無む駄だ話ばなしをしていると思う？」

　耳元で囁ささやくヨルカ。

「今夜、イーファを情じよう報ほう収しゆう集しゆう任務に送り出したの」

「情報収集？」

「そう、あの子にとっての初めての任務。これがどういう意味か、分かるでしょう？」

「！」

「相手はウートガルトの大使。今後、ヒベルニアとの戦争を続けていく上で、ウートガルトの動向を知ることは非ひ常じように重要なの」

「場所は⁉　この粋蜜楼⁉」

　サキは立ち上がった。

「今回は別に場所を設もうけたわ。トランシュブールズ通りの〝栄光の腕うで〟亭てい。あの二階が、密みつ会かいにはちょうどいいから」

　扉とびらに向かおうとするサキの腕を、ヨルカはつかむ。

「今さら行っても手て遅おくれよ。それにね、サキくん、あの子は何いずれ、人ではなくなるの」

「知ってるよ、本人から聞いた！　あと五、六年で、再さい生せい能のう力りよくが暴ぼう走そうして、人の姿すがたを留とどめていられなくなるって！」

「それだけじゃないわ。再生の能力を使うたびに、イーファが人間でいられる時間は短くなるの。この前の地下での戦いで、あの子は自分の異い能のうを最さい大だい限げんに使うしかなかった。あれで数か月は、人の姿を保たもてる時間が短くなったはずよ」

　真まっ直すぐにサキの瞳ひとみを見み据すえるヨルカ。

「あなた、それでも本当にあの子を闇の中から引き出して、陽ひの当たるところを歩かせてあげる自信がある？　人でいてよかったと、生まれてよかったと、信じられるだけの思い出で、あの子を満たしてあげられる？」

「……分からないよ」

　唇くちびるを嚙かみ、俯うつむくサキ。

「……それならば、もうあの子に関かかわらないことね」

　ヨルカは優やさしく告げた。

「誰も、あなたを責せめはしないわ」

「けど、分からないなら……」

　サキはヨルカの手を振り解ほどくと、部屋の窓まどを開けた。

「やれるだけやってみるしかないじゃないか！」

　サキは窓から身を躍おどらせると、表通りに向かって駆かけていった。




「……あらあら、窓くらい閉しめていってくれてもいいのにね」

　サキの飛び下りた窓を閉めながら、ヨルカは肩かたをすくめた。

「お前も焚たきつけるのが巧うまいな」

　扉とびらを開けて、隣となりの部屋から入ってきたのはディアンである。

「女はね、生まれた時から、こういった手て練れん手て管くだを身につけているのよ」

「やれやれ、もしかすると、俺おれもお前の手練手管に搦からめ捕とられたクチかも知れないな」

　ディアンは新しい杯さかずきを取り出し、葡萄ぶどう酒しゆを注ぐ。

「ふふふ、今いま頃ごろ気づいたの？」

　ヨルカの腕うでが、ディアンの首に巻まきついた。
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　決心が固まるまでに三日かかった。

（どうして、サキの顔が頭から消えてくれないんだ？）

　寝しん台だいに座すわりながら、イーファはぼんやりと考えていた。

　初めて遇あった時は、敵てきだった。

　残ざん虐ぎやくで血を好み、心に邪じや妖ようを宿し、いつも、こちらの気に障さわることばかり言う。

（それでも……）

　イーファは震ふるえる指でゆっくりと薄うす衣ぎぬの留め紐ひもを解く。

（それでも、忘わすれられない。サキ……きれいな身体からだのうちに、もう一度だけ逢あいたかった）

　薄明かりの中、イーファの三倍は体重がありそうな脂し肪ぼうの塊かたまりが、傍かたわらで息を荒あらくしていた。

　汗あせばんだ手が、気き忙ぜわしげにイーファの着衣を剝はぎ取り、その肌はだに指を這はわせる。

「よ、よい匂においじゃ」

　肥ひ満まん男は鼻の穴あなを広げ、イーファの首くび筋すじに顔を擦こすりつけた。

「初めて粋すい蜜みつ楼ろうでお前さんを見た時から、き、気に入っての。ヨルカには、銀貨五万もの大たい枚まいを叩はたいたわ」

　太ふと股ももの間に、ふやけた白い手が伸のびる。

「もっとも、お前さんには十分その価か値ちがある」

　服を脱ぬぎ始める肥満男。

　その弛たるんだ腹はらに、イーファは吐はき気けを覚えた。

「ブフフフウッ！」

　肥満男は腹ばいになり、イーファの足を舐なめる。

（サキ……サキ……サキ……）

　ギュッと目を閉とじ、イーファは心の中でサキの名を呼よび続けた。

「さあ。よっく見せておくれ」

　肥満男はイーファの膝ひざに手をかけ、脚あしを広げて顔を近づける。

　と、その時。

　バンッ！

　扉が蹴け破やぶられ、黒い甲こう外がい套とうの少年が部屋に飛び込こんできた。

「サキ！」

　立ち上がるイーファ。

（ああ……サキだ……）

　涙なみだが不意に、その瞳ひとみからこぼれそうになる。

「王都守しゆ備び隊、参上」

　サキはイーファを見て、ホッとしたような笑えみを浮うかべた。

「な、何だ！　どういうことだ！　わ、わしをウートガルト共和国特別全ぜん権けん大使と知っての狼ろう藉ぜきか⁉」

　肥満男は尻しり餅もちをつき、短い手足をバタつかせる。

「閣かつ下か！」

　サキはとっさに跪ひざまずく。

「我われ々われの入手した情じよう報ほうによりますと、ヒベルニアからの刺し客かくが閣下の暗殺のために王都に侵しん入にゆうし、この場所を囲んでおります」

「な、何だとおおおっ！」

　顔色を蒼そう白はくにし、肥満男は二重あごを震ふるわせた。

「ど、どうする⁉　暗殺者だと⁉　ヒ、ヒベルニアめ！　我わが国の外交の要かなめたるわしを狙ねらうとは！　何たる暴ぼう挙きよ！　何たる非ひ道どう！」

「閣下は重要人物ですから」

　さらりと言ってのけるサキ。

「ど、どうする⁉　どうすればいい⁉　お願い、教えて！　助けて！」

　うろたえた大使はサキにしがみつく。

「……幸い」

　サキは少し考え込むような振ふりをして続けた。

「刺客どもは閣下の顔を知りません。閣下を識しき別べつするのは、あの服のみでしょう」

　と、サキが指さしたのは、ベッド脇わきの椅い子すに引っ掛かけてある、ビロードと毛皮で誂あつらえられた豪ごう華かな深しん紅くの服だった。

「ですから、これをまとって……」

　サキは大使の肩かたに、イーファの着ていた女物の薄うす衣ぎぬをかける。

「窓まどから出て、大使公こう邸ていまで走ってお逃にげになるのです。誰にも話しかけてはいけません。刺客の変へん装そうの虞おそれがあります」

「わ、分かった！　おぬし、なかなか頭が切れるの！」

　大使はうなずくと、窓を開いて下を見る。

「と、待て。……ここを……飛び下りるのか？」

　部屋は二階。

　贅ぜい肉にくの塊である大使には、無事に着地するのはちょっとキツい。

「さあ、閣下！　ここは僕が身を挺ていして敵てきを防ふせぎます！　急いで！」

　サキは大使の背せ中なかを蹴り飛ばした。

「あわわわわわっ！」

　宙ちゆうを舞まう大使の巨きよ体たい。

　下着と薄衣だけをまとった大使は、ベチャッと腹から地面に落ちる。

「大使、ご無事ですか～？」

　一いち応おう、声をかけるサキ。

「しょ、少年よ、感かん謝しやする！　我がウートガルト共和国は、国を挙げて君を称たたえることだろう！」

　大おお慌あわてで起き上がった大使は窓を見上げてそう叫さけぶと、表通りの方に駆かけていった。

「それで、刺客は何人だ⁉」

　絹きぬの寝しん具ぐを胸むねのあたりに巻まきつけながら身体からだを起こしたイーファが、寝台の下に手を伸のばして小しよう剣けんを握にぎり、窓まど際ぎわに立つサキの背中に声をかける。

「刺客？」

　肩をすくめながら振り返るサキ。

「ここを囲んでいるんだろう⁉」

「……ああ。あれ、噓うそ」

「……そうか、噓か……って、う、噓だと！」

　扉とびらの脇わきに移い動どうし、剣を抜ぬこうとしていたイーファは、そのまま硬こう直ちよくする。

「噓って何だ！」

「噓というのは、真実じゃない事こと柄がらを……」

「こ、言葉の定てい義ぎを聞いているんじゃない！　どうして噓をついたかと尋たずねている！」

「それは……まあ、いいじゃない」

　頭の後ろで手を組むサキ。

「よくない！　相手は大使だぞ！　ひとつ間ま違ちがえて彼の機き嫌げんを損そこなえば、中立条じよう約やくが破は棄きされて戦争になるところだ！」

「……そっか、そういう可か能のう性せいもあったかあ」

　サキは窓を閉めると、ベッドに座すわる。

「まったく！　お陰かげで任にん務むは失敗だ」

　ドスンとその隣となりに腰こしを下ろし、イーファは頭を抱かかえた。

「……どうしてここが？」

「ヨルカに聞いた」

「ヨルカが？」

　啞あ然ぜんとした表情のイーファ。

「い、一体、何を考えているんだ、あの人は⁉」

「さあね」

　サキは甲こう外がい套とうを脱ぬいで、イーファの肩にかける。

「怖こわかった？」

「………………うん」

　小さくうなずくイーファ。

「……だから……ずっとサキの名前を……呼よんでいた」

「そっか」

　サキは、イーファの頭を抱だき寄よせる。

　この少女の存そん在ざいが自分の中でどれほど大きくなっていたのかに、ようやく気づきながら……。

「少し休んだら、帰ろ」

「いつの間に、君のことをこんな風に想おもうようになったんだろう？　……私は、闇やみ隊士失しつ格かくだな」

　身体をサキに委ゆだね、目を閉とじるイーファ。

「礼れい儀ぎ作法とリュートの時点でね」

　銀色の髪かみを、サキは指で梳すく。

「怒おこるぞ？」

「だったら、何か穿はいてからにしたら？」

「……やっぱり、君なんか大だい嫌きらいだ」

　イーファはサキの手を握にぎり、そっとその指を嚙かんだ。
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　同じ頃ころ。

「対ヒベルニア戦争でここまで衰おとろえたトロンヘイムの国力を、どのようにして回かい復ふくさせるべきか、ですが……」

　寝台から裸ら身しんを起こしたリネットは、窓まど際ぎわで星を眺ながめるアランの背せ中なかに向かって語りかけた。

「変わった睦むつ言ごとだな」

「真ま面じ目めにお聞きください」

　リネットはアランの腕うでを引いて振ふり向かせる。

「まずは、御ご自じ身しんの領りよう地ちから始められるべきかと」

「大公領からか？」

「はい。大公領の問題は、土地が細かく分けられ、多数の農民が粗そ放ほう的な農法で効こう率りつの良くない耕こう作さくを行なっている点にあります。そこで、領地内の小領主に土地をまとめさせて集約的な農法に転てん換かんし、余あまった人員は大公家で借りて、新たな土地を開かい墾こんさせるのです」

「開墾？」

　と、アラン。

「大公領内には余っている土地はないが？」

「ですから」

　リネットはアランを座らせた。

「近きん隣りんの領主から土地を借ります」

「……そうか。確たしかに大公領外では、生活の苦しさから土地を捨すて、都市に流れる農民も多く、荒こう廃はいした土地がかなりあると聞く。土地を借りることは難むずかしくはないだろう」

　アランは認みとめる。

「それで、どの程てい度どの利り益えきを見込める？」

「あなたの手元には一ダカットも」

　微笑ほほえむリネット。

「開墾に当たった農民たちには利益の七割わりを、土地の貸かし主である領主には三割の利益が入ることになります」

　それまでのトロンヘイムの農のう政せいからすると画期的な提てい案あんである。

　通つう常じよう、領主は純じゆん益えきではなく〝収しゆう穫かく〟の六割を手にし、実じつ際さいに耕作に従じゆう事じする農民の手に残るのは残りの四割に過すぎない。それも、その中から来年蒔まく種を残し、農耕具の修しゆう理り代だいやその他様々な支し払はらいをしなくてはならないのだ。

（それにしても……）

　アランは思う。

（不思議な娘むすめだ。この幼おさなさで、農政や財ざい務む管理について、大臣顔負けの知ち識しきを持つとはな）

「領主どもがそれで納なつ得とくするかな？」

　アランは尋たずねた。

「打ち棄すてられた土地から、多少なりとも利益が上がるのです。それほど不満の声は上がらないものと思われます」

　答えるリネット。

「しかし、この案では周囲の領主や大公領内の小領主には益があるが、大公家としてはかなりの出費を余よ儀ぎなくされる」

「領主たちや農民の忠ちゆう誠せいが買えるのならば、安いものかと」

「分かった、考えておこう」

　アランは頷いた。

「後はサキ少年の問題ですが」

　リネットは話を続ける。

「やれやれ、またサキか」

　アランは苦く笑しようし、リネットのあごを指で撫なでた。

「……お前のそのサキへの執しゆう着ちやくを見ていると、嫉しつ妬とを覚えるな」

「アラン！」

「お前を信じてはみたい。だが、幾いく千せんの言葉を並ならべ立てられようと、自分が〝調停者〟などと呼よばれる大たい層そうな存在であるとも、あのサキが世界の〝破は壊かい者しや〟だとも、到とう底てい思えぬのだ」

　初めてアランがリネットと出で逢あった時。

　驟しゆう雨うの中、冷えきった顔でアランを見上げた少女は、アランのことを〝調停者〟と呼んだ。

　この世界を、滅ほろびから救う役やく割わりを担になう存在だと。

　少女はまた、サキのことを〝破壊者〟と呼んだ。

〝破壊者〟とは、〝調停者〟を阻はばみ、世界に破は滅めつをもたらす者。

　いつの日にか、アランはサキと対決し、この世が進むべき道を決めなくてはいけないのだ。

「……やはり」

　リネットはため息をついて、小さく頭かぶりを振る。

「実際にお見せする他ほかはないのですね、この世界の行き着く先を」

「まあ、そんなものが見られるのならば、信じもしようが……」

「見ることは可か能のうです」

　リネットは言い、アランの前に立つ。

「アラン・シーヴァルド、〝調停者〟である貴方あなたなら」

「リネット、この話はもう……」

「わたしの手を離はなさないでください」

　右手を差し出すリネット。

「……分かった」

　アランは少女の真しん摯しな視し線せんに戸と惑まどいながらも、その手を握にぎった。

「もっと強く。刻ときの早はや瀬せで逸それてしまうと、二度とこの世界に戻もどることはできません」

　リネットは瞳ひとみを閉とじると、アランの顔にも左手をかざして、同じように目を瞑つぶらせる。

「少しだけ、このままで」

　アランの手を握り返す、リネットの華きや奢しやな手。

　そして、一いつ瞬しゆん後。




「……これは」

　突とつ然ぜん、自分とリネットの身体からだが虚こ空くうに投げ出されるような感覚を、アランは覚えた。

「……目を開けても、大だい丈じよう夫ぶです」

　声に従したがい、目ま蓋ぶたを開くと、周囲の風景は一変していた。

　視し界かいを覆おおう一面の星々。

　無む限げんに広がる空間の中心に、二人は漂ただようように存そん在ざいしているのだ。

「行きます」

　緊きん張ちようを感じさせるリネットの声。

　その目は、先ほどからしっかりと閉じられたままだ。

「〝調停者〟ではないわたしが、この世界を垣かい間ま見ることは禁きんじられています。貴方の目だけが頼たよりなのです」

「そうは言うが……」

　普ふ段だんは沈ちん着ちやく冷静なアランも、戸惑いを隠かくせない。

「光の流れを感じ取ってください。光はどちらから？」

「……こっちだ」

　意い志しの力のみによって移い動どうが可か能のうなことにようやく気がついたアランは、リネットの手を引いた。
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　二人の身体は七色の光が雨となって降ふり注ぐ場所を目指し、星々が成す滝たきをどこまでも上り詰つめていった。

　光の奔ほん流りゆうに逆さからうように進み、やがてその源がアランの瞳に飛び込こんでくる。

　無数の色がひとつになった眩まばゆい純じゆん白ぱくの光球。

　それが、星々の雨の源だった。

　白い光球は近づくにつれ、次し第だいに大きくなってゆき、とうとうアランの視界の全すべてを覆うまでになった。

「光に向かって。真まっ直すぐに」

　リネットの導みちびきで、アランはゆっくりとその光球に向かって落ちてゆく。

　そして、二人の身体が光球の表面に触ふれた瞬間。

　一転して、アランは漆しつ黒こくの闇やみに包まれた。




「……何だ、今のは？」

　リネットの手を握ってから、一体どのくらいの時間が過すぎたのだろう。

　アランは再ふたたび、寝しん室しつに戻っていた。

「夢ゆめか？　それにしては、強きよう烈れつで鮮せん明めいな……」

「夢ではありません。お分かりでしょう？」

　リネットは顔を上げてアランを見る。

「その髪かみは？」

　アランは手を伸のばし、リネットの右耳近くの髪に触ふれた。

　そこの一ひと房ふさだけが、色を失い、真っ白に変色していたのだ。

「世界の深しん淵えんを覗のぞき見るために、わたしは自分の持てる力のかなりの部分を使わざるを得ませんでした」

　リネットはアランの腕うでの中に崩くずれ落ちる。

「おい！」

「……大だい丈じよう夫ぶです。少し、このまま……」

「私が見たものは、いや、見たと記き憶おくしているものは、一体何だったのだ？」

「何がお見えになりました？」

「闇だ。それと、巨きよ大だいな瞳」

　アランがそう答えると、リネットは頷いた。

「貴方あなたがご覧らんになられた暗闇。それこそが、〝破は壊かい者しや〟のもたらす虚きよ無むです。世界の運命が〝破壊者〟に委ゆだねられれば、全すべてはその虚無に帰すことになります。わたしたちの、いえ、生きとし生けるもの全ての魂たましいは、嵐あらしの中のか細い燭しよつ光こうのように搔かき消え、世界は虚無に帰すのです」

「では、あの目は……あの圧あつ倒とう的な存在は？」

「貴方が目と認にん識しきされたものは、世界の創そう造ぞう者しやの姿すがた。正せい確かくには、貴方が創造者について抱いだいている認識が、視覚化されたものです」

「では、あれが神か……」

「世界を失い、無む限げんの刻ときの中で、唯ゆい一いつ無む二にの存在となった創造主の姿です」

「……リネット、お前は本当にただの巫み女こに過ぎないのか？　一いつ介かいの巫女が、このような幻げん視しの能のう力りよくを持つとは聞いたことがない」

「わたしは……幼おさなき時に今の太たい后こう様、先代の女王陛へい下かに召めされ、力を授さずかったのです、調停者を守るために」

「そうか」

　リネットが国こく政せいに関する様々な知識を持っていたことも、これで得心がいった、というようにアランは頷うなずく。

「全ては、ヒベルニア聖せい王家の差し金という訳わけだ」

「でも今は！」

　リネットは迷まよいのない、凜りんとした表ひよう情じようで、真っ直ぐにアランを見た。

「今は違ちがいます！　ひとりの女として……貴方のために生きたいのです」

「……ああ、知っている」

　アランはリネットの細い腰こしを抱だき寄よせる。

「お前はやはり、私に〝破壊者〟であるサキを殺せと命じるのか？」

「……いえ、私は思い違ちがいをしていました」

　リネットは頭かぶりを振ふった。

「貴方とサキ少年が戦うべき刻ときは、創造主の定めしもの。ただの巫女に左右できるものではなかったようです」

「それで、その刻は近いのか？」

「予言には、破壊者との戦いに臨のぞむ貴方は、王にして〝調停者〟、と記されています」

「では、私が王にならなければ、対決の刻は永えい遠えんに来ない訳だ」

「〝破壊者〟と〝調停者〟の対決がなければ、世界は確実に滅ほろびに向かいます。つい先日、邪じや妖ようが貴方を襲おそったのも、それを狙ねらってのことでしょう」

「やれやれ、私は王になった上に、部下と剣けんを交まじえねばならぬのか。面めん倒どうなことだ」

「その刻に剣に迷まよいが生まれぬよう、サキ少年と深く関かかわることはお止やめください」

「無む論ろん、馴なれ合う気はない」

「ですが、貴方は優やさしいお方です」

　アランの腕うでの中で、小さく身を捩よじるリネット。

「そう思っているのはお前だけだ」

　アランは目を細め、リネットの首くび筋すじに唇を寄よせる。

「あ……駄だ目めです」

　そう呟つぶやきながらも、少女は男の手に全てを委ゆだねた。
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「一体、何がどうなってこんな話になったのか……」

　イーファは今朝から数えて、二十三回目の後こう悔かいの言葉を口にしていた。

「私がサキと？　一いつ緒しよに休みを？」

　サキと肩かたを並ならべて歩きながら、イーファは信じられないというように頭を振る。

　二人が向かっているのは、王都東部の中心、ヴィレーヌ街。

　隊士の給料でも買える程てい度どの安あん価かな衣服や日用品の店が並び、三日に一度は広場に市が立つ、賑にぎやかな区画だ。

「それもわざわざ、ヴィスナから服まで借りて？　絶ぜつ対たい、何か間ま違ちがっている」

　ブツブツ独ひとり言を漏もらし続けるイーファ。

「へえ、その服、ヴィスナのなんだ？」

　サキはイーファが身につけている服をしげしげと見つめた。

　サキ自身は制せい服ふくだが、今日のイーファは、袖そでの付け根の部分が可愛かわいく膨ふくらんだ、赤いパフスリーヴのワンピース姿すがた。

　普ふ段だんは被かぶらない、つば広の帽ぼう子しも被っている。

「そ、そうだ」

　イーファは警けい戒かいの表ひよう情じようで頷うなずく。

「………………へえ～」

「何だ、その微び妙みような間は？」

「ヴィスナがそういう可愛い服を持ってるってことも意外だけどさ……結けつ構こう、違い和わ感かんあるって感じ？」

「どこが！」

「いや、何か、性せい格かく暗い子が無む理り矢や理り、明るい服着ても、逆ぎやくに痛いた々いたしいというか……」

「私は暗くない！」

　と、怒ど鳴なり返してから、イーファは出で掛がけにヨルカに注意されたことを思い出す。

　──あなたは普ふ段だんから無ぶ愛あい想そなんだから、笑え顔がおを忘わすれないようにしなさい。

「……そうだ、笑顔」

　何とか微笑ほほえもうとするイーファ。

「……顔、引きつってるよ？」

「これは笑っているんだ！」

　イーファはドンと石いし畳だたみを踏ふみ鳴らした。

「何で私はこ、こ、こ、こんなヤツと一緒に買い物に行って、その上、食事の支し度たくまでやらなくてはいけないんだ⁉」

　イーファはヨルカの助言で、今日の行動予定を完かん璧ぺきに立てていた。

　まずは、ヴィレーヌでそれほど高くない服か、装そう飾しよく品ひんをサキに選んでもらう。

　次に市場に行き、食材を買い込こんで、サキを自分の部屋に招まねいて手料理でもてなす。

　その後は……まあ、成り行き次し第だいである。

　──男なんてみんな、手料理ひとつでコロリよ。

　というのは、ヨルカの言葉だ。

「料理できるの？」

　サキの顔が強こわ張ばる。

「君のその、飛び抜ぬけて疑うたがわしそうな目は何だ？　わ、私だって料理をしたことぐらいある！」

　その時の結果については、イーファは敢あえて口にしない。

「ということは、まず畑に行って種を蒔まいて、森に行って獲え物ものを獲とる罠わなを仕し掛かけ……」

「どうして、その段だん階かいから料理を始めなくてはならない⁉　君は私の里を相当な田舎いなかだと思っているな！」

「……ああっと」

　さすがにこの話題はちょっと拙まずいと気がついたサキは、頭を搔かきながらあたりを見み渡わたした。

　ちょうどその目に飛び込んできたのが、今流行の、胸むな元もとが大きく開いた服を着た女の子たちの集しゆう団だん。

「ねえ、ほら」

　サキは、談だん笑しようしながら歩く女の子たちを指さした。

「これから服を買いに行くんだよね？　あんなのどう？」

「私の趣しゆ味みじゃない」

　イーファはそちらをチラリと見て、頭を振ふる。

「でも、ああいうの着たら、可愛いと思うけど？」

「値ね段だんが予算内に収おさまりそうにない」

「値引きの交こう渉しようしようか？」

「いい」

「でも、似に合あいそうなのになあ」

「いや、いい」

「じゃあ、僕ぼくが買ってあげるっていうのは？」

「ああいう服を着ると、引っかかるところがなくてずり落ちるんだ！」

　とうとうイーファは告白した。

「…………」

「………………」

「……………………」

「…………………………」

「……ま、まあ、先月十四になったばっかりだし、それが普ふ通つうだよ。気にしない、気にしない」

　慰なぐさめにもならない慰めがサキの口から出たのは、しばらく経たってからのことだった。

「劣れつ等とう感かんにも苛さいなまれる」

　イーファは胸に手を置いてため息をつく。

「粋すい蜜みつ楼ろうには、顔より胸が大きい娘むすめもいるというのに」

「噓うそ！」

　目を丸くするサキ。

「……ちょっと言い過すぎた」

「けど……」

　サキは一歩離はなれてイーファを上から下まで見ると、ニッと笑った。

「確たしかに、お腹なかと胸の差がほとんどないもんね、君の場合」

「馬ば鹿かにするな！　す、少しは差がある！　……少しは」

「……転ぶと胸より先に、お腹が地面につきそうだけど？」

「どうして、いつも、いつも、いつも、いつも、いつも、わたしをからかうんだ⁉　田舎者だからって馬鹿にして！」

「あ～、泣いちゃったよ」

　サキは頭を搔いた。

　街中で女の子に泣かれている様子は、あまり体てい裁さいのいいものではない。

「殺す！　お前を殺して私も死ぬ！」

　イーファは涙なみだを拭ぬぐうと小しよう剣けんを抜ぬき、サキを睨にらむ。

「君さ、死なないくせにそれはないんじゃないの？」

　後あと退ずさるサキ。

　と、そこに。

「ちょっと！　あんた、王都守しゆ備び隊だろ⁉」

　近所の店から主人らしき男が出てきて、サキたちを呼よび止めた。

「だったら、あの手の連中をちゃんと取り締しまってくれよ！」

「……あれは？」

　と、男の指した方向に目を遣やったイーファは、表ひよう情じようを曇くもらせた。

　そこに佇たたずんでいたのは、子こ供どもを抱だいた女。

　まだ若わかいようだが、着ている服はみすぼらしく、日に焼け、薄うす汚よごれた肌はだを晒さらしている。

　女は通り掛かかる人々に片かたっ端ぱしから声をかけ、すがりつくようにして物もの乞ごいをしていたのだ。

「この前の貧ひん民みん窟くつの倒とう壊かい事じ件けんの時に、住む場所をなくした連中だろうね」

　サキはささやく。

　貧民窟の大規き模ぼ倒壊事件は、十二人委員会の発表では局地的な地じ震しんがその原げん因いんとされている。

　だが、実じつ際さいには、街の地下に巣食う邪じや妖ようが、叛はん乱らん志し士しの頭とう目もく、ダーレン・ハザンによって覚かく醒せいさせられたのが、その原因だったのだ。

「まったく！　あんなのにそばをうろつかれたら、商売に差さし支つかえるよ」

　貧まずしそうな女に対する嫌けん悪おを顕あらわにする、店の主人。

「そんな言い方はないだろう！　同じ王都に住む者として……」

「まあまあ」

　抗こう議ぎするイーファを制せいし、サキは店の主人に笑いかける。

「はい、すぐに追い払はらいますよ」

「ほんと、頼たのんだよ！」

「……やれやれ。隊服着て来るんじゃなかったな」

　サキはボヤきながら物乞いをする女のところに行くと、その肩かたに軽く触ふれた。

「ほら、早くここから離れるんだ」

「お願いです。私はこの子に何かを食べさせてあげたいだけで……」

　瘦やせて顔色の悪い赤ん坊ぼうを見せる女。

「駄だ目めだって。この近所の人が迷めい惑わくがってるんだから、諦あきらめた方がいい」

「旦だん那な様、お慈じ悲ひです」

「慈悲？　僕には無む縁えんだね」

　サキは頭かぶりを振ふる。

「捕つかまって地ち下か牢ろうに送られたいか、それとも……」

　サキが剣の柄つかに手を置くのを見た女は、嗚お咽えつしながら子供を抱いてどこかに去っていった。

「……非ひ道どいことをする」

　イーファは咎とがめるような視し線せんをサキに向ける。

「あんな小さな子を連れた母親を脅おどかすなんて」




　ここ数日、新たに施し行こうされた法令により、変へん異いを起こした人間の親族や、変異者と頻ひん繁ぱんに接せつ触しよくを持っていた人々の収しゆう容ようが始まっていた。

　法令には、変異者に関する情じよう報ほうに賞金を出すことも謳うたわれており、密みつ告こくが横行。

　各守備隊も、変異の虞おそれがあるとされる人々を拘こう束そくし、臨りん時じの収容施し設せつとなっている王おう城じようの地下牢に送り込むのに休む暇ひまもない。

　今日一日、サキが休きゆう暇かを取れたのも、奇き跡せきに近いことだった。




「けどさ、さっきの店の人はこれで喜ぶよ」

　サキは肩をすくめると、吐はき捨すてるように言った。

「……ほんと、あんな惨みじめな連中、街から消えりゃいいんだ」

「サキ……？」

　思いもかけぬその激はげしい口調に驚おどろき、サキの顔を覗のぞき込もうとするイーファ。

　そこに。

「そいつだけは、お前と同意見だな」

　背せ中なかで声。

　イーファが振り返ると、そこにはアギとトリストの姿すがたがあった。

「……アギ」

　サキはかすかに顔をしかめる。

「よ、サキくんにイーファちゃん」

　明るく手を振るトリスト。

「いや～、隅すみに置けないねえ。二人でどこに行くの？」

「まあ、ちょっとね」

　サキは誤ご魔ま化かす。

「そっちは何してるの？　この辺は、縄なわ張ばりに煩うるさい誰だれかさんたちの受け持ち区く域いきじゃないのに」

「実はさ、知り合いの高こう利り貸がしから取り立てを請うけ負ってさあ。借りた金を返さないお馬ば鹿かさんを、今からちょいと脅かしに行くところなんだよ」

「相変わらず、商売熱心だね」

「働き者でしょ、僕たち」

　トリストはサキにウインクを返した。

　一方。

「しかし、あんたも物好きだな、こんな性せい格かくの悪いガキに付き合うなんて」

　アギはイーファに向かって皮肉げに言った。

「べ、別にサキに付き合っているんじゃなくて、私が付き合ってもらっているんだ」

　自分でも何な故ぜだろうと思いつつ、サキを庇かばうイーファ。

「ほらほら、アギ、絡からむんじゃないって」

　トリストが注意し、取り成すようにサキに話しかける。

「けどさ、珍めずらしくない？　アギがサキくんと同意見だって認みとめるのって？　二人とも、確たしか、貧ひん民みん窟くつの出身だよね？」

「だから、前から結けつ構こう、耳にしてたよ。守しゆ備び隊のオトリ作戦に引っかかって一いち網もう打だ尽じんにされた、〝死者の舌した〟盗とう賊ぞく団だんの団長、アギの名前はね」

　と、サキ。

「こっちもな、聞き覚えはあったぜ」

　挑いどむような視し線せんをサキに向けるアギ。

「兄きよう姉だい殺し、疫やく病びよう神がみのサキの名はよ」

「……その名前で呼よぶのはやめて欲ほしいな、ドジな盗賊団の団長さん」

　サキは飢き魂こんの剣けんの柄つかに手を置いた。

「おもしれえ。黙だまらせてみな」

　アギも投げナイフを抜ぬく。

「もう、やめなって」

　と、トリストが二人の間に割わり込こんだ時。

　ブワッ！

　突とつ然ぜん、強い風がイーファの帽ぼう子しを巻まき上げ、黒い影かげが四人のいる広場を覆おおった。

　同時に、広場のあちこちで悲鳴に近い声が上がり、人々が身を隠かくす場所を求めて走り出す。

「……あれは」

　空を見上げたイーファの目に飛び込んできたのは、黒い、巨きよ大だいな翼つばさの一部だった。

　日差しを遮さえぎるその四枚の翼に続いて、槍やりのようなシルエットを持つ長い尾おが、ゆっくりとうねりながら太陽を横切る。

「……あれは……竜りゆう？」

　竜と言っても、サキとイーファが以前、王都に近い泉いずみで遭そう遇ぐうしたような小型のものではない。

　全身を覆う赤しやく銅どう色いろの鱗うろこは、一枚まい一枚が大型の盾たてほどもあり、背中に二列に並ならぶ棘とげも、ひとつひとつが人の身長ほどの高さがある。

　博物学者コルナールの分類によると、百八十二種が知られている竜族の中でも、最大級の存そん在ざい。

　ヒベルニア語でドラコ・マギストスと呼ばれる、巨竜に間ま違ちがいない。

「冗じよう談だんじゃないよ。あれ、頭だけでもうちの隊の詰つめ所しよよりでかいんじゃない？」

　珍しく真顔で息を吞のむトリスト。

「旋せん回かいしながら、高度を落としてきてるな」

　アギは呟つぶやいた。

「……拙まずい、降おりる気だ」

　突とつ如じよ、街の上空に姿を現あらわした巨竜は、滑かつ空くうの姿し勢せいから首を起こすと、翼を大きく羽ばたかせ、後ろ脚あしを前方に伸のばす姿勢を取る。

　巨竜の真下は、薄うす汚よごれた小さな建物が密みつ集しゆうする区画。

　四枚の翼が巻き起こす旋風が路上の人々を巻き上げ、三本の鉤かぎ爪づめがついた脚が家屋を踏ふみ潰つぶした。

　着地の際さいのズンッという激はげしい振しん動どうは、かなり離はなれた場所にいるイーファたちの場所でも感じ取れるほどの大きさだ。

「……南東の街区。降りたのは、貧民窟の辺りか？」

「そうだね」

　視線を交かわすアギとサキ。

　次の瞬しゆん間かん、二人は同時に貧民窟に向かって走り出していた。

「ま、待ちなって！　馬ば鹿かげてるよ！　あんなの相手にする気⁉　そもそもさ、貧民窟は僕ぼくたちの管かん轄かつじゃないってば！　……って、聞いてないし！」

「サキ！」

　トリストとイーファは、急いでサキたちの後を追った。




　貧民窟の中心部、ディープスガッセに降り立った竜は、もともと廃はい屋おく同然である辺りの建物を尾おで薙なぎ倒たおし、逃にげ惑まどう住民を踏み潰し、その巨大な翼が巻き起こす突風であらゆるものを吹ふき飛ばしていた。

　吐はく息は、灼しやく熱ねつの炎ほのお。

　その息を浴びた人々は、肺はいの中まで真っ赤に焼け爛ただれて、のたうち回りながら死んでゆく。

　サキたちが貧ひん民みん窟くつに着くと、そこには既すでに別の中隊の隊士たちが到とう着ちやくしていた。

「第一中隊⁉」

「おう、九きゆう尾びの猫ねこか⁉」

　アギが声をかけると、一いつ角かく獣じゆうの襟えり章しようをつけた中隊長が振ふり返る。

「見ての通りだ！　うちの中隊の連中が住民の誘ゆう導どうに当たっているが、正直、瓦が礫れきの下した敷じきになった連中の救助までは手が回らん！　アラン・シーヴァルド殿どのには、後で了りよう解かいを取る！　手を貸かしてくれ！」

「…………」

「…………」

　思わず顔を見合わせるサキとアギ。

　と、そこへ。

「待てい！」

　銀の兜かぶとを被かぶり、見事な彫ちよう刻こくの施ほどこされた鎧よろいを着込んだヒゲ面づらの男が、鹿か毛げの馬に乗って現われ、巻まき物ものを入れた金きん属ぞく製せいの筒つつを頭上高くに掲かかげた。

「十二人委員会の命令で、この場の指し揮きはこのグレバン卿きようが執とる！」

「十二人委員会……？」

　第一中隊の隊長は、グレバンが横おう柄へいな態たい度どで差し出した命令書を確かく認にんする。

「指揮官として命令する！　竜りゆうとともにこの一帯を焼き払はらえ！　四方から火ひ攻ぜめにして、あの怪かい物ぶつを倒すのだ！」

　グレバンは芝しば居いがかった仕草で、第一中隊隊長に命じた。

「し、しかし！」

　躊躇ためらう隊長。

「ちょっと待ちなよ！　貧民窟の連中を路頭に迷まよわす気かい⁉　それでなくても、この間の地じ震しん騒さわぎで家を失った人間が多いっていうのに！」

　サキたちに追いついてきたトリストが前に出て、グレバンに抗こう議ぎする。

「てめえ！　あの竜が何吐いてんのか見えてんのか⁉　火攻めが効きく相手かよ！」

　と、詰つめ寄よるアギ。

「国王陛へい下かと十二人委員会の命令である！」

　グレバンはにべもない。

「隊長！　十二人委員会に逆さからうことが何を意味するか、知っておろうな⁉」

「……了りよう解かいっ！」

　第一中隊隊長は、怒いかりを堪こらえて敬けい礼れいする。

「我わが中隊は、火攻めの準じゆん備びにかかる！　他の中隊の面々は支し援えんに回ってくれ！」

「おい、待てよ！」

　アギが隊長の腕うでをつかむ。

「頼たのむ。自重してくれ」

「…………」

　隊長にそう頭を下げられると、アギもそれ以上、何も言うことはできない。

「所しよ詮せん、この辺りに住む屑くずどもは、生かしていても無む駄だな連中だ」

　グレバンは吐き捨すてると、逃げ惑う人々に侮ぶ蔑べつの視し線せんを向けた。

「街を穢けがし、税ぜいも払えぬ。ただ、ゴミを漁あさるだけの無む能のうな連中のために、このわしがこうして出で張ばって身を危き険けんに晒さらさざるを得ぬとは、馬ば鹿からしいにも程ほどがある！」

「！」

「駄目だ」

　剣を抜ぬこうとするイーファの手首を、サキがつかんで囁ささやく。

「闇やみ隊士の君が貴き族ぞくに暴ぼう行こうを働けば、ヨルカさんに迷めい惑わくがかかるだろ？」

「けれど！」

「……それに、あの人の言ってることは、間ま違ちがってない」

「いい加か減げんにしろ！」

　イーファはサキの手を振り解ほどいた。

「君はそんなに自分の生まれたこの場所が憎にくいのか⁉　だったら、どうして竜がここに降おりてきた時、真っ先に駆かけつけた⁉」

「それは……」

　言葉に詰まるサキ。

「私は」

　イーファはサキを押おし退のけながら言った。

「街の人を助ける。君はもう、ここから消えろ」

　その時。

「貴族ってのは、僕を含ふくめてたいてい鼻持ちならない連中だけど、あんたってさあ、その中でも最低だね」

　トリストが常つねに手入れを怠おこたらない柔やわらかな金きん髪ぱつを搔かき上げると、馬上のグレバンを見上げて笑った。

「何！」

　目を剝むくグレバン。

「あら～、聞こえちゃった？」

　トリストは肩かたをすくめると、グレバンの馬の後ろに回って尻尾しつぽの毛を一本引っこ抜いた。

　驚おどろいた馬は前脚を上げて立ち上がり、グレバンは鞍くらから放ほうり出される。

「うおおおおおっ！」

　ドサッ！

　グレバンは頭から石いし畳だたみに落ちると、口から泡あわを吹ふいて四し肢しを痙けい攣れんさせた。

「駄目駄目だねえ、普ふ段だん乗り慣なれてもいないくせに、格かつ好こうつけて馬になんか乗ってくるから」

　トリストは爪つま先さきでコツンとグレバンの銀の兜かぶとを蹴けると、第一中隊の隊長を振ふり返る。

「さあてと、どうします？　この場の指揮に当たるべき方が、勝手に落馬して、白目剝いちゃってますけど？」

「指揮官の命令がなければ、街に火を放つことはできんな」

　第一中隊の隊長は、ニヤリと笑った。

「指揮官代理として命令する！　速すみやかに住民の救助に当たれ！」

「……余よ計けいなことしやがって」

　アギはトリストの胸むねをこぶしで突ついた。

「俺おれは別にこんなとこ、灰はいになろうが知ったこっちゃねえんだぞ」

「分かってるよ。勝手にやっただけだから、気にしないでってば」

　トリストは両手を挙げて降こう参さんの格好をする。

「やれやれ、しょうがないな」

　と、制せい服ふくの襟えりを直すサキ。

「非ひ番ばんなのに、甲こう外がい套とうを着て来たのが間違いだったってことだね」

「サキ？」

　その顔を見つめるイーファ。

「救助を……手伝ってくれるのか？」

「ま、あんなに大きな奴やつと戦ってみるっていうのも、ちょっと面おも白しろそうだし」

　サキは、炎ほのおの中に浮うかび上がる巨きよ竜りゆうのシルエットに目を遣やった。

「おい、くそガキ！　行くぜ！　第一中隊に後おくれを取るんじゃねえぞ！」

　甲外套の裏に留めてある投げナイフの数を確かく認にんし、アギがサキに声をかける。

「煩うるさいな、あんたに命令される覚えはないよ！」

　言い返すサキ。

　二人は甲外套を翻ひるがえすと、競きそうように竜を目指して走っていく。

「さてと。僕らも行こうか？」

「ああ」

　トリストとイーファは、火の粉が降ふる中をサキたちの後に続いた。




「こっちは駄だ目めだ！」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図の中、守しゆ備び隊士たちは懸けん命めいの救出作業に当たっていた。

「水を！　西側の消火、何人か回れ！」

「こっちも手が足りない！」

　飛とび交かう怒ど鳴なり声。

　イーファとトリストも、倒とう壊かいした家屋の中から住人を救い出そうと懸命の活動を繰くり広げる。

　巨竜はディープスガッセの建けん造ぞう物ぶつの半数以上を破は壊かいし、焼き尽つくすと、逃にげ惑う人々を喰くらいながらゆっくりと南に向かっていた。

「ほら！　しっかり！」

　イーファが瓦が礫れきの下になっている子こ供どもを助けようとして手をつかむと、焼けた皮がベロリと剝はがれて肉と脂し肪ぼうが剝き出しになる。

「死んじゃ駄目だ！　死んじゃ駄目だから！」

　それでも必死に子供を引き出そうとするイーファ。

「イーファ」

　トリストがその手を握にぎり、頭かぶりを振る。

「その子はもう死んでるよ。他ほかの子を助けよう」

「……くっ！」

　イーファはこぶしを瓦礫に叩きつけると、立ち上がって別の呻うめき声の方に向かった。




「くそ！　竜の奴、またこっちに戻もどってくる！」

　ディープスガッセから南に向かっていた竜が進路を変えたのを見て、第一中隊の隊士が叫さけんだ。

「ここは一旦退ひけ！　他の場所の救助にかかる！」

　第一中隊の隊長は命じた。

　この頃ころまでには、隣りん接せつする管区から第二、第三中隊も応おう援えんに駆けつけたが、それでもまだ避ひ難なんは遅ち々ちとして進んでいない。

　道が複ふく雑ざつな上に、小さな部屋に大家族が住むのが、この辺りの常じよう識しき。

　さらに、治安維い持じをその任にん務むとする王都守備隊を恐おそれ、彼らから逃げようとする住人が多いことも救助活動を遅らせる要よう因いんとなっているのだ。

「ですが、まだ生せい存ぞん者しやが！」

　炎の息を吹ふきかけられて燃もえている瓦礫の下からは、助けを求める声が聞こえてくる。

　少なくともまだ数十人の人々が、倒壊した建物の中に取り残されているのだ。

「仕方あるまい」

　疲ひ労ろうし、煤すすで汚よごれた顔を腕うでで拭ぬぐい、隊長は竜を見上げる。

「あの化け物の前では、我われ々われは無力だ」

「……これ以上、被ひ害がいを拡ひろげたくないんでしょ？」

　サキが隊長の肩かたをつかんだ。

「僕が奴を足止めする。あなたたちは作業を続けて」

「無む茶ちやを言うな！　あんな怪かい物ぶつを足止めするだと⁉」

「何とかなるって！」

　啞あ然ぜんとする隊長に背せを向けて、走り出すサキ。

「あの馬ば鹿か野や郎ろう！」

「しょうがないなあ」

　アギとトリストが続く。

「なんて奴やつらだ」

　その後うしろ姿すがたを見送る、第一中隊隊長。

「……ごめん、ヴィスナ」

　イーファは呟き、走り易やすいようにスカートの裾すそを引き裂さくと、サキたちの後を追った。




「まるで……城だ」

　至し近きん距きよ離りで見る最大級の竜りゆう──ドラコ・マギストス──は、イーファに恐きよう怖ふの念を抱いだかせるに十分な巨きよ大だいさだった。

「ちっ！　この辺りはまだ避ひ難なんが済すんでねえ！」

　アギは逃にげ惑まどう人々を搔かき分けて巨竜の正面に出ると、ナイフを放った。

　キンッ！

　投げナイフは甲かん高だかい金きん属ぞく音とともに、分ぶ厚あつい鱗うろこに虚むなしく撥はね返される。

「狙ねらうなら、鱗と鱗の間！」

　トリストが手の甲こうの紋もん章しように指を当てながら、側面に回り込こむ。

「発動、疾しつ風ぷうの理ことわり！」

　紋章で身体の反はん応のう速度を上げたトリストは、巨竜の脚あしに接近し、二振ふりの剣けんを鱗の隙すき間まに突つき立てた。

「食くらえ、死の舞ぶ踏とう！」

　だが、竜は全く痛いたみを感じる様子もなく、頭を下に向け、その口を大きく開いた。

　ゴオオオオオオッ！

　吐はき出される灼しやく熱ねつの炎ほのお。

　トリストは間かん一いつ髪ぱつこれをかわしたが、それでも甲こう外がい套とうは白い煙けむりを上げ始める。

「！」

　地面に転がり、火を消すトリスト。

「おい！」

　アギが駆かけ寄よって、トリストを引き起こした。

「大だい丈じよう夫ぶだ！」

　トリストはボロボロになった甲外套を脱ぬぎ捨すてると、一旦竜から距離を取る。

　一方、トリストとは反対側に回り込んだサキは、巨きよ竜りゆうの肩に飛び乗ると、一気にその首を駆け上った。
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　ガッ！

　飢き魂こんの剣が、竜の後頭部に叩たたきつけられる。

　しかし、巨竜の鱗は妖よう剣けんの刃はさえ通さない。

　巨竜は煩わずらわしそうに金色の目を細めると、首を捻ひねってサキを地面に振り落とした。

「効きいていないか、やっぱ」

　石いし畳だたみに叩きつけられたサキは、起き上がりながらニヤリと笑う。

「サキ！　緋ひ色いろの風をまとえ！」

　住民を誘ゆう導どうしながら、イーファが叫さけんだ。

　サキは剣を水平に構かまえ、目を閉とじて意い識しきを集中する。

「……我わが身に宿りし、闇やみの力よ！　血と苦く悶もんと悲ひ嘆たんに飢うえし、悪あしき存そん在ざいよ！　我われ……汝なんじを解放す！」

　だが。

　いつもなら、サキの声に反応して巻まき起こるはずの輝かがやく旋せん風ぷうが、全く発生しない。

「おい！　何やってんだ⁉」

　自分の中に存在する、至し高こう邪じや妖ように向かって怒ど鳴なるサキ。

『……サキ、ここは退ひけ』

　内なる声は、意外な言葉をサキに投げかけた。

「ふざけるな！　力を寄よ越こせ！」

　サキは声を荒あららげる。

『よいか、サキ。あれは見た目と違ちがい、ただの竜ではない』

　声は説明した。

「どういうことだ⁉」

『あれには……邪妖が憑つ依いている』

「街の人たちを変へん異いさせたみたいにか⁉」

『人間どもに憑ひよう依いした卑ひ妖ようどもとは、比くらべ物にならぬ能のう力りよくをあやつは持っておる。彼奴きやつは百八柱の邪妖神のうちの一柱じゃ』

「お前でも勝てないくらいに強いってこと⁉」

『無む論ろん、わらわのような至高邪妖と比べれば、赤子に等しい脆ぜい弱じやくな存在よ。だがな、あれを倒たおすだけの力を、今のお前の肉体では受け入れることができない』

「ありがたくて涙なみだが出る話だね」

『理り解かいしたなら、退ひけ』

　もう一度繰くり返す声。

　しかし。

「退いてたまるか！」

　サキは飢魂の剣を握にぎり直し、再ふたたび竜に立ち向かってゆく。

『わらわの言うことに従したがえ！』

「そうはいかないんだよ！」

　炎の息を避よけながら、竜に肉にく迫はくするサキ。

「ここは……薄うす汚ぎたない腐くさった街だけど……それでも、僕ぼくの生まれ育った場所なんだ！」

　サキはとうとう、ディープスガッセに対する複ふく雑ざつな感かん情じようを吐と露ろした。

『愚おろか者！　力は貸かさぬぞ！』

「上等！」

　身体からだの下に潜もぐり込み、巨竜の腹はらを狙ねらうサキ。

　だが、一番鱗うろこの薄そうな腹の部分でも、剣を撥はね返すには十分な硬こう度どがある。

　キンッ！

　通つう常じようの鎧よろいや兜かぶとなら一いつ刀とう両りよう断だんにできる妖剣も、鱗の表面にはかすかな傷きずをつけられただけだ。

　ブンッ！

　巨竜は前進しながら方向を変えると、尻尾しつぽでサキの身体を弾はじき飛ばした。

「くっ！」

　瓦が礫れきに叩きつけられたサキは、飢魂の剣を支ささえにして何とか立ち上がる。

「阿あ呆ほうが！」

　アギが投げナイフで巨竜を牽けん制せいしながら、サキに向かって怒鳴った。

「もう止よせ！　無理だ！」

「……嫌いやだね。これからが面おも白しろいんじゃないか」

　口元の血を拭ぬぐって頭を振ふったサキは、足を引き摺ずりながらも巨竜の前に立つ。

「さあ！　お前に邪妖神が憑つ依いているなら、その力を見せてみろ！」

　サキは飢魂の剣を頭上高く掲かかげた。




「急いで！　あっちだ！」

　イーファは背はい後ごで戦うサキの様子を気にしながらも、懸けん命めいに住民を避ひ難なんさせていた。

「ほら、しっかりして！」

　転んだ老ろう婆ばに手を差し出すイーファ。

「急いでください！」

「あ、ありがとよ」

　イーファに礼を言った老婆は、その肩かた越ごしにサキの姿すがたを認みとめると、カッと目を見開いた。

「あれは……サキ？　……サキじゃ！」

「お、お婆ばあさん？」

　老婆の様子に戸と惑まどうイーファ。

「みんな見とくれ！　あれはサキじゃ！　兄きよう姉だい殺しのサキだよ！」

　老婆は髪かみを振り乱みだして、竜りゆうと戦うサキを指さした。

「あいつが、あいつが現あらわれたからだよ！　あいつが姿を見せると、必ず不幸なことが起こるんだ！」

「……そうだ！　あいつ、サキじゃねえか！」

　別の住民も、サキに気がついて口々に言い出す。

「あの屑くずが！」

「人殺し！」

「あの畜ちく生しようめが！」

「戻もどってきやがったのか！」

　広がってゆく非ひ難なんの声。

　ディープスガッセの住人たちは瓦礫の中から石を拾い上げると、巨きよ竜りゆうと戦うサキに向かって投げ始める。

「やめろ！」

　悲鳴に近い声を上げるイーファ。

　しかし、人々には少女の声はとどかない。

「あいつのせいだ、あいつの！」

「この疫やく病びよう神がみ！」

「死んじまえ！」

　憎にくしみは、今や巨竜ではなく、サキに向けられていた。

　杖つえを突ついた老人から小さな子こ供どもまでが、サキの後ろ姿に心無い罵ば声せいを容よう赦しやなく浴びせる。

「やめるんだ！」

　イーファは両手を広げ、石を投げる人々の前に立ちはだかった。

　ガッ！

　石のひとつがイーファの額ひたいに当たり、血が飛び散る。

「！」

　崩くずれ落ちるイーファの姿に、一いつ瞬しゆん、ディープスガッセの人々の石を投げる手が止まった。

「……そんな言い方をするな」

　イーファは額を押おさえながら立ち上がる。

「あの子は……サキはこの街を守ろうと……みんなを守ろうとして戦っているんだぞ！」

　涙なみだを溢あふれさせながら、少女はサキを指さした。

「それなのに！　どうしてそんなことが言えるんだ！」

「……サキが？」

「俺おれたちを守るために？」

　顔を見合わせる住人たち。

「私の言葉を信じなくてもいい！　だけど、この目の前の事実だけは信じて欲ほしい！」

　イーファはそう住民たちに告げると、サキの援えん護ごに向かった。




「サキ！」

「イーファ⁉」

　少女が自分のそばに駆かけ寄よって来るのを見たサキは、声を張はり上げた。

「何してんだよ⁉　こっちは危き険けんだから下がってて！」

「危険？」

　イーファは小しよう剣けんをスラリと抜ぬいた。

「私が不死だということを忘わすれたのか？　それに、君に無音の剣を教えたのは私だ」

「けどね！」

「話は後だ！」

　イーファは瓦が礫れきの陰かげを走り、竜りゆうに近づいてゆく。

「くそガキ！　俺たちは右に回り込こんで竜を牽けん制せいする！　お前はイーファを援護しろ！」

　アギがそう怒ど鳴なって、トリストとともに竜の側面に移い動どうする。

「分かった！」

　サキは答え、イーファを追った。




「で、作戦は？」

　サキは瓦礫を背せにイーファと肩かたを並ならべると、先日、凝ぎよう着ちやくしたばかりの〝癒いやしの霧きり〟の紋もん章しようを使い、自分の脚あしと背中の傷きずを回かい復ふくさせた。

「あの巨竜も、口の中だけは硬かたい鱗うろこに覆おおわれていない。口の中に飛び込み、軟なん口こう蓋がいから脳のうを貫つらぬく」

　イーファは手短に説明する。

「あのね、至し近きん距きよ離りで炎ほのおを吐はかれたら、一瞬で灰はいだよ？」

「私なら、再さい生せい能のう力りよくを限げん界かいまで使って、しばらくなら炎に耐たえられる……と思う」

「と、思う⁉」

「さっき計ったけれど、一旦火を吐くと、あいつが次に火を吐けるようになるまで、十呼こ吸きゆうほどの時間がかかる。その間に、口に飛び込めば何とかなる……かも知れない」

「……分かった」

　サキは呆あきれながらも、他に打つべき手がないことを理り解かいした。

「まず、僕が囮おとりになって炎を吐かせる。僕が合図を送ったら、君はあいつの口に飛び込むんだ。いいね？　合図を待たずに、自分の判はん断だんで動かないこと」

「了りよう解かい」

　うなずくイーファ。

「よし！」

　サキは瓦礫から飛び出し、炎の息の攻こう撃げき範はん囲いギリギリまで近づいた。

　竜はその動きを金色の瞳どう孔こうで捉とらえると、頭を下げ、高温の炎が地表を舐なめ尽つくすように息を吐く。

　瓦礫を吞のみ込む火か炎えんの波。

　サキは素す早ばやく後こう退たいしてこれを避よける。

　そして。

「イーファ！　今だ！」

　炎の息が途と切ぎれるの見て、サキは左手を振ふり上げた。

「よしっ！」

　斜ななめ後方の死角に回り込んでいたイーファは、開かれた竜の顎あぎとに向かって、低い姿し勢せいで疾しつ走そうする。

「一……二……三……行ける！」

　だが、その時。

「あれは⁉」

　サキは竜の喉のどの奥おく深くに、炎が渦うず巻まいているのを見た。

『……あれをただの竜だと思ったのが間ま違ちがいよ。邪じや妖ようはおぬしが考えているよりも遥はるかに狡こう猾かつな存そん在ざいなのだ』

　内なる声が、嘲ちよう笑しようを浴びせる。

『流石さすがにあの娘むすめも死んだな。一いつ瞬しゆんのうちに灰にされては、例の驚異的な再生能力も間に合わぬ』

「イーファ！」

　サキは叫さけんだ。

「騙だまされた！　あいつはもっと短い間かん隔かくで炎を吐ける！」

「！」

　巨きよ竜りゆうの牙きばに手がとどく位置まで接せつ近きんしていたイーファは、その言葉にハッと振り返る。

　その瞬間。

　ブワッ！

　巨竜は四枚まいの翼つばさを巧たくみに使って突とつ風ぷうを巻き起こし、イーファの身体からだを地面に叩たたきつけた。

　シュウウウウウッ！

　一いつ旦たん、大量の空気を吸すい込んで、竜は炎の温度を極きよく限げんまで上げる。

「！」

　飛び出すサキ。

　トリストとアギも駆かけ出すが、二人の位置からでは完全に間に合わない。

『よせ！　愚おろか者！　あの娘むすめと心中する気か！』

　内なる声が怒鳴った。

　だが、サキはイーファのところまで辿たどりつくと、その身体の上に覆おおい被かぶさる。

　そして、口の中が白く輝かがやくまで待っていた巨竜が、サキたちに向かって超ちよう高温の炎を放とうとしたその時。

　ギュンッ！

　巨大な剣けんが回転しながら風を裂さいて翔とび、竜の目ま蓋ぶたの辺りに命中した。

　反はん射しや的に振り返る巨竜。

　ゴオオオオオーッ！

　頭の向きが変わり、炎の息がサキたちからわずかに逸それる。

「⁉」

　顔を上げ、見覚えのある大剣クレイモアが飛んできた方向を見るサキ。

　その目に飛び込んできたのは、撥はね返ってきた大剣クレイモアを拾い上げるディアンの姿すがただった。

「お楽しみのところ邪じや魔ましたか、相あい棒ぼう？」

　サキに向かって声をかけるディアン。

「遅おそいって。一番乗りは〝銀の一いつ角かく獣じゆう〟に持っていかれたよ」

　サキはイーファを引き起こしながら微笑ほほえみ、肩かたをすくめた。

「主役は最後に登場するのさ」

「よく言うねえ。ヴィスナちゃんとロレルは？」

　駆け寄よってきたトリストが尋たずねる。

「もうすぐ来るぜ、ほら！」

　ディアンは一同の後方を指さした。

「ありゃあ？」

　目を細めて、その方向を見るアギ。

　八頭の馬に曳ひかれ、こちらに向かって大通りを進んで来るのは、炎ほのおに赤く照らされた、台車付きの巨大な弩いしゆみだった。

　台車の上に斜ななめに設せつ置ちされた弩には、人間の胴どうほどの太さに縒より合わされた弦つるが張はってあり、その引き絞しぼられた弦には、鋼こう鉄てつ製せいの鋭するどい鏃やじりを持つ、全長八馬身ほどの矢が番つがえてある。

　そして。

「おやおや、みなさん、ちょいと苦戦してるみたいじゃないの？」

　台車の上に立ち、弩に右足の踵かかとを引っ掛かけた中年の男が、サキたちを見み渡わたして声をかけた。

「やっほう、みんな！」

「サキくん！　大だい丈じよう夫ぶですか⁉」

　中年男の両りよう脇わきには、ヴィスナとロレルの姿がある。

「いやあ、巨竜に動じない、肝きもの据すわった馬を集めるのに手間取りましてね」

　ロレルが頭を搔かいた。

「さあ！　さっさと片かた付づけて吞のみに行こ！」

　ヴィスナはそう言うと、弩の弦を固定している鉤かぎの前に移い動どうする。

　グオオオオオオオッ！

　巨竜は大おお弩ゆみを威い嚇かくするように翼を広げて咆ほう哮こうを上げると、炎の息を吐はきつけた。

　だが、正せい確かくに位置取りを計算してあったのか、炎の息はギリギリのところで大弩にとどかない。

「お前さん、ちぃと人間様を舐なめ過すぎたね」

　中年男はニヤリと笑うと、右手をさっと挙げた。

　それを見て、ヴィスナが大弩の弦を留とめていた鉤に斧おのの背せを打ち込んだ。

「行っけええええええっ！」

　鉤が外れ、引き絞られていた弦の反動で、巨大な鋼鉄の矢が飛ぶ。

　大弩から放たれた矢は、熱気を帯びた空気を貫つらぬいて飛び、巨竜の口に突つき刺ささった。

　ズシーンッ！

　大だい音おん響きようとともに仰あお向むけに倒たおれた巨きよ竜りゆうは、矢を抜ぬこうと前脚をバタつかせのたうち回る。

「ほら、坊ぼう主ず！　止とどめだ！」

　中年男は、サキに向かって鋭するどい声で命じた。

　同時に、サキの回りの空気が震ふるえ始め、輝く疾しつ風ぷうがその身体からだを包み込む。

「お前……」

　緋ひの衣ころもをまとったサキは、内なる声に話しかける。

「力を貸かしてくれるのか？」

『今度だけはおぬしの我わが儘ままに付き合う。次はないからな』

　内なる声は素そっ気けなく言った。

「ひとつ借りだね！」

　サキは巨竜の腹の上に飛び乗ると、頭の方に向かって走りながら前ぜん傾けい姿し勢せいを取る。

「切り裂さけっ！　無音の剣！」

　ギシャアアアアアアッ！

　赤い閃せん光こうが奔はしり、巨竜の喉のど元もとを飢き魂こんの剣が抉えぐった。

　頸けい骨こつと頸動脈が同時に断たち斬きられ、鮮せん血けつが噴ふき上がる。

　バシッ！

　巨竜の前脚に弾はじき飛ばされて宙ちゆうを舞まう、サキの身体。

「おっと！」

　地面に叩たたきつけられる寸前、それを受け止めたのはアギだった。

「……ありがと」

　血ち塗まみれの顔で笑うサキ。

「るせえ、くそガキ」

　アギはサキを地面に下ろすと、その頭をこぶしで小突いた。

　オオオオオーン！

　大量の血を流した巨竜は一度だけ頭を高く掲かかげて咆ほう哮こうすると、そのまま動きを止めた。

「……やったのか？」

　つぶやくイーファ。

「僕ぼくらってさ……倒しちゃったの、巨竜を？」

　信じられないといった顔で、トリストは頭を振ふった。

　と、その時。

「やれやれ、生身で真正面から巨竜とぶつかろうなんてさあ、お前さんたち、可愛かわいいくらいに時代遅おくれだねえ」

　大おお弩ゆみの台車の上から、ヴィスナやロレルとともに中年男が下りてきて、九きゆう尾びの猫ねこの面々を見み渡わたした。

「これからはさ、個この〝武もののふ〟の時代じゃない。人を駒こまのように動かす、〝軍ぐん〟の戦いくさの時代だよ。……ま、もっとも、あたしもこの時代に乗り遅れたクチだけどさ」

「……何だ、このオヤジ？」

　疑うたがいの視し線せんで中年男を見るアギ。

「おま、いえ、あなたは？」

　イーファが尋たずねる。

「挨あい拶さつが遅れたねえ。あたしはメヴィル・オークショット。九尾の猫の新しん任にん副官だよ」

　中年男はだらしない敬けい礼れいをして、少女にウインクした。

「ま、職しよく務む怠たい慢まんでクビにならない程てい度どには働くんで、みなさん、仲よくやっていきましょう」

「副長⁉」

　絶ぜつ句くするサキたち。

「このオッサン、じゃなかった、副長が城しろの倉庫を開けさせて、この大弩を引ひっ張ぱり出してくれたんだよ」

　ヴィスナが説明する。

　大弩は、攻こう城じよう戦せんなどに使用される大型兵器のひとつ。

　ヒベルニア侵しん攻こう作戦の失敗後、王城の倉庫の奥おく深くで眠ねむっていたものだ。

「まあ、多少手て荒あらいやり方ではありましたが」

　と、番兵十数名を殴なぐり倒して強ごう引いんに強ごう奪だつしてきた事実を婉えん曲きよくに説明し、眼鏡めがねを押おし上げるロレル。

「後の交こう渉しようは隊長に任まかせましょう。今いま頃ごろは十二人委員会に出向いているはずですから」

「あの人、余よ計けいなこと言ってお偉えらさん方、怒おこらせそうだよね～」

　隊服の埃ほこりを払はらいながらトリストが言って、一同が笑った時。

『サキ……』

　内なる声が話しかけた。

『あの巨竜の頭のところへ行け。話がしたい』

「巨竜の？　まだ生きてるのか？」

『いいから』

　サキは声に従したがい、巨竜の目のそばに移い動どうする。

『卑ひ妖ようどもを人に憑ひよう依いさせていたのは貴き様さまか？』

　内なる声は、竜りゆうに向かって尋ねた。

（如い何かにも）

　竜はサキの頭の中に直ちよく接せつ答える。

『目的は？』

（人々の間に不ふ信しんと憎ぞう悪おを撒まくために。目的は達せられた）

『小こ賢ざかしいことよ。わらわ以外の至し高こう邪じや妖ようの、どちらかに命じられたか？』

（然しかり）

　巨きよ竜りゆうは認みとめ、逆ぎやくに尋ねる。

（二柱の至高邪妖は、あなたの動向に不審の念を抱いだいておられる。我わが眷けん属ぞくの頂ちよう点てんに立つものであり、器うつわを手に入れた身でありながら、いささか躊ちゆう躇ちよが過すぎると）

『わらわが動くべき刻ときは、わらわ自身が決める』

（まるで人のような思考をなされる）

　心に語りかける巨竜の声が、面おも白しろがるような調子を帯びる。

（だが、世界がそう長くは待てぬことをご存ぞん知じのはず。あなた以外の二柱は、すでに各おの々おのの〝破は壊かい者しや〟の覚かく醒せいを終えられている。全ての邪妖はひとつの目的のために生まれたもの。ひとつにして数多あまた、数多にしてひとつ。努ゆめ々ゆめ、お忘わすれなきよう……）

『もうよい』

　内なる声は巨竜の言葉を遮さえぎった。

『安らかに眠るが良い。……サキ、封ふう印いんを』

「封印？」

『飢き魂こんの剣けんを、その竜の身体からだに突つき立てればよい。あとは剣自身がやってくれる』

「ああ」

　サキは声の命じるままに、飢魂の剣を巨竜の眉み間けんに突き通す。

　すると。

　飢魂の剣の刃やいばから紅あかい、霧きりのようなものが現あらわれ、それが巨竜の体表を這はうように広がっていった。

　やがて、霧は竜の身体を完全に包み込こむと、再ふたたび、飢魂の剣に向かって収しゆう束そくしてゆく。

「……おやおや、お前さん、随ずい分ぶんと不思議なことができるんだねえ」

　その様子を見ながら、メヴィルは無ぶ精しよう髭ひげを撫なでた。

「どうやら、その妖剣の力だけって訳わけでもなさそうだ」

「副長になる人なら、アラン隊長から聞いてるでしょう？」

　サキは巨竜の身体から剣を抜ぬいて鞘さやに収おさめると、自分のこめかみを指で突ついた。

「僕のここには、小こ煩うるさい別の存そん在ざいが住み着いているんだ」

「いや～、それでも直接、自分の目で見ると驚おどろきでね。……ところで、少年」

　メヴィルはニッと笑ってから、ほんの付け足しのように言った。

「お前さん、早いとこ、治ち癒ゆの紋もん章しようを使った方がいいんじゃない？」

「僕は別に何ともないですよ」

　と、言ってから、サキは背せ中なかの鈍どん痛つうに気がつく。

「……って、あれ？」

「ほら、だんだん痛いたくなってきたでしょ？　お前さんみたいな坊ぼうやはね、戦いにのめり込むと何にも感じなくなっちゃう。で、手て遅おくれになってから気がつくワケ」

　サキの瞳ひとみに映うつるメヴィルの猫ねこ背ぜ姿すがたが、次し第だいにぼやけ始める。

「ヴィスナ！」

　ディアンが鋭するどい声で、治癒系の紋章を残しているヴィスナを呼よんだ。

「サキ！」

　崩くずれ落ちるサキを抱だきしめるイーファ。

　サキはその腕うでの中で意い識しきを失った。
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「君は私と違ちがって不死じゃない。無理はするな」

　粋すい蜜みつ楼ろうの小さな部屋で、丸まる椅い子すに座すわらされたサキはイーファの手当てを受けていた。

　背中の火傷やけどは内ない臓ぞう近くまで達していたが、ヴィスナの治癒系紋章が功を奏そうし、今ではやや皮ひ膚ふに赤みを残す程てい度どまでに回かい復ふくしている。

「反省してる」

　ヨルカ特とく製せいの軟なん膏こうを塗ぬられながら、ヒリヒリする感覚にサキは顔をしかめた。

「まったく、ヴィスナがすぐに治癒の紋章を使ってくれたからよかったものの、そうでなければ今いま頃ごろは……」

「心配した？」

「余よ計けいな手間を増ふやすなと言っているんだ！」

「だったらさ、粋蜜楼の他ほかの子に手当てさせればいいじゃないか？　僕の手当てしたいって言ってくれた子、他にもいたし」

　サキは、自分を粋蜜楼に運び込むのを手伝った、赤毛の娘むすめのことを引き合いに出した。

「キカは駄だ目めだ！　あの子は……その……惚ほれっぽい」

　イーファは頭かぶりを振ふる。

「……ふうん」

「ニヤニヤするな！」

　イーファは膏こう薬やくを張はった火傷の上をぺチリと叩たたいた。

「ったあ！」

　飛び上がるサキ。

　その時。

『……吞のん気きなものよ』

　サキの内なる声が、突とつ然ぜん、二人に話しかけてきた。

「お前か？」

　サキはうんざりした表ひよう情じようになる。

『どうした？　二人きりではないことを忘わすれていたか？』

　皮肉げな口調の声。

「呼んでもいないのにどうしたんだ？　淋さびしくなったのか？」

『痴しれ者が。おぬしは思し慮りよが足りぬわ。全てが無に帰すところだったのだぞ。おぬしの無分別な行ないのために、幾いく世紀も費ついやして慎しん重ちように作り上げた〝破は壊かい者しや〟の器うつわが失われるところだったというに』

「破壊……者？」

　眉まゆをひそめるイーファ。

「〝破壊者〟って何だ？」

　サキは尋たずねる。

『〝破壊者〟とは、世界に滅ほろびをもたらす者。世界自身がその誕たん生じようを待ち望んだ、預言の子のことよ』

「預言だって？」

『分かり易やすく言おう。おぬしはこの世を滅ほろぼすという目的のためにのみ、生み出された存そん在ざいなのだ』

「……僕が……世界を滅ぼす？」

　途と方ほうに暮くれた表情になるサキ。

「サキ、しっかりしろ！」

　イーファがサキの肩かたをつかむと、その身体からだに巣食う声に向かって怒ど鳴なった。

「妙みような考えをこの子に吹ふき込むな、化け物！」

『化け物はそちらであろう、不死の小こ娘むすめよ』

　内なる声は嘲ちよう笑しようした。

『サキよ、滅びは、世界という存在そのものが望んでいることだ。人という害虫に喰くい荒あらされ、無む限げんの苦しみの中にある世界は、死の静せい寂じやくと平へい穏おんを望んでいるのだ。見よ！』

「！」

　唐とう突とつに、サキの視し野やからイーファの姿すがたや粋蜜楼の部屋の光景が、ふっと消え去った。




（これは……？）

　身体がまるで宙ちゆうに浮ういているような感覚を覚えるとともに、サキは一いつ瞬しゆん前までとは全く別の場所に自分がいることに気がつく。

　瞳ひとみに映うつるのは、突風の吹き荒すさぶ黄色い天空と、その下に広がる、赤く荒あれ果はてた大地。

　そして、草一本生えぬその大地を覆おおう、何百万、何千万、いや、無数と言っていいほどの人の群むれだった。

　髪かみを乱みだし、薄うす汚よごれた顔に狂きよう気きの表情を浮かべながら、彼らはお互たがいに殺し合い、肉を喰くらい、血を啜すすっているのだ。

　妊にん婦ぷの腹はらを割さき、赤子を取り出してそれを頭から齧かじる男。

　少女の四し肢しを引き千切り、その肉に歯の抜ぬけた口でかぶりつく老ろう婆ばたち。

　そこには、親子の情も、男女の愛も、喜びも、慈じ悲ひも、希望も存在しない。

　地を満たすのは、苦く痛つうと憎ぞう悪お、飢うえと怨えん嗟さ、そして怒いかりだ。

「……何なんだよ、これは？」

　吐はき気けを覚えるサキ。

『これが今からそう遠くない、世界の未来。人間という矮わい小しような創そう造ぞう物ぶつにより、破壊され尽つくした未来なのだ』




　暗転。

　一瞬後、サキは再ふたたび、粋すい蜜みつ楼ろうに戻もどってきたことを悟さとった。

『……あらゆる生物は人により殺され、天は哭なき、地は悶もだえ苦しむ。このままゆけば、世界はこのようなおぞましい光景に覆い尽くされる。この苦しみから世界を救い、平安なる終末をもたらすことがおぬしの使命よ』

　内なる声は続けた。

『よいか、サキ。〝破壊者〟というのは、滅ぼされることを恐おそれる人間どもが名づけた呼び名に過すぎぬ。我われ々われの言葉では、おぬしは〝救きゆう済さい者しや〟。世界を苦しみから救う存在なのだ。そして、おぬしは戦う。お前と対立する存在、世界の意い思しを無む視しし、徒いたずらにその苦しみを長引かせようとする者、〝調停者〟アラン・シーヴァルドと！』

「噓うそだ！」

　イーファが叫さけぶ。

「サキはそんなことはしない！　お前の噓に惑まどわされもしない！」

『噓ではない』

　声はイーファに向かって告げた。

『現げんに、お前たち闇やみ隊士の長おさや、アランは知っておるぞ、サキが何者であるのかをな。お前がサキと組まされたのは、サキを監かん視しするためだったのだろう？』

「僕を……監視？」

　イーファの顔を見るサキ。

「いや……違ちがう」

　イーファは首を振ふる。

　だが、突とつ然ぜん、ヨルカが自分とサキを組ませたことや、毎まい晩ばん、サキとの行動を逐ちく一いち報ほう告こくさせていたことを思い出す。

　何かあるのでは、と全く考えなかったと言えば、噓になる。

『勘かんづいていなかったとは言わせぬぞ』

「……イーファ？」

「違うんだ、私は……」

『とんだ女め狐ぎつねよ』

　声は高らかに哂わらう。

「サキから出てゆけ！」

　イーファはサキの胸むな倉ぐらをつかんで、声を震ふるわせた。

『それはできぬ相談よのう。たかだか出会って数か月の貴き様さまより、サキとわらわの絆きずなはずっと深い。わらわこそ、サキの母であり、愛人なのだ。貴様の入り込こむ余よ地ちなどないわ！』

「おい、いい加か減げんにしろ！」

　サキは叫んだ。

『ほう、その女を庇かばうか？　だがな、サキ、おぬしはわらわに逆さからうことはできぬ、永えい遠えんに』

　畳たたみ掛かける声。

『兄を刺さし殺した時のことを覚えておるか？　姉を斬きった時のことはどうだ？　その娘むすめに、思い出話をしてやってはどうだ？』

「黙だまれ！」

『小こ僧ぞう、お前がこの肉体を支し配はいできるのは、わらわの赦ゆるしの下もとのみであることが分からぬと見えるな』

「黙れって言ってるだろう、この化け物！」

『……口のきき方に気をつけよ』

「……くっ！」

　突とつ然ぜん、サキは自分の身体からだが自分の意思の下から離はなれるのを感じた。

「サキ、どうした⁉」

『おぬしには、娼しよう婦ふには娼婦の扱あつかい方があることを教えねばならぬな』

「イー……ファ、離れ……ろ、僕から……」

　サキの手が、その意思に反してイーファの肩かたを乱らん暴ぼうにつかんだ。

「サキ？」

　怯おびえの色を瞳ひとみに浮うかべるイーファ。

　サキは意い識しきを集中し、少女の肩から自分の手を引き離す。

『ほう、なかなかの意い志し。さすがは〝破は壊かい者しや〟、いや、〝救済者〟の器うつわ』

「僕は……〝破壊者〟でも〝救済者〟でもない！　勝手に呼よぶな！」

『運命からは逃のがれられぬ』

　サキの身体はイーファを寝しん台だいに突つき倒たおし、その上に覆おおい被かぶさった。

「サキ、止やめろ！」

　もがくイーファ。

　その上うわ衣ぎを、サキの手は乱らん暴ぼうに剝はぎ取り、胸むねを顕あらわにする。

『おぬしは無力だ、小僧。それを思い知れ』

　イーファの首くび筋すじを強く嚙かみ、両手首を右手でつかんで頭上に捩ねじ上げながら、声に操あやつられたサキはスカートを左手で乱暴に引き裂さいた。

『おぬしは最初から、この娘をこう扱いたかったのだろう？　己おのれの欲よく望ぼうに忠ちゆう実じつになれ』

「止めろ！」

　サキの身体は、強ごう引いんに少女の脚あしの間に割わり込んでゆく。

　その指が強く白い胸の膨ふくらみに食い込む度たびに、苦く痛つうに顔を歪ゆがめるイーファ。

『穢けがせ！　壊こわせ！　蹂じゆう躙りんせよ！　この牝めすも、心の奥おく底そこではそう望んでおるわ！』

　操られたサキの手は、無む慈じ悲ひにも少女の身体の繊せん細さいな部分を蹂躙してゆく。

「……大だい丈じよう夫ぶだ……わたしは大丈夫だから……」

　イーファは顔を逸そらして、唇くちびるを嚙む。

「だから……こんな奴やつに屈くつするな！」
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　少女の頰ほおを濡ぬらすものに、サキは気がついた。

（泣いてる……イーファが……泣いて？）

「やめろおおおおおおっ！」

　サキはイーファを突き放して壁かべを背せにすると、飢き魂こんの剣けんをつかんでその血色の刃やいばを自分の首に当てた。

「これ以上続ける気なら、この喉のどを裂く！」

　内なる声に抗あらがう、サキの意志。

　飢魂の剣を握にぎる腕うでの筋きん肉にくが、千切れそうなほど張はり詰つめる。

「破壊者だか、救済者だか知らないけど、この身体が必要なんだろ、お前は⁉」

『……ふ、そこまで逆らうか。……まあ、それもよい』

　内なる声は唐とう突とつに、身体の支配を解といた。

『小娘、よく覚えておけ。サキはわらわのもの。近づけば傷きずつくだけだぞ』

　声はイーファにそう告げると、サキの意識の奥に消えた。

「……サキ」

　震ふるえの止まらぬ腕で胸のあたりを隠かくし、少女はゆっくりと身体を起こす。

「ごめん」

　サキは背を向けたまま、小さな声で言った。

「だ、大丈夫だ。私は不死身だ。忘わすれたのか？」

　気き丈じように笑って見せるイーファ。

「……これ」

　サキは破やぶれたイーファの上衣を拾って手て渡わたすと、扉とびらの方に向かう。

「どこへ？」

「しばらく、ひとりになりたい」

　背を向けたまま、サキは告げる。

「駄だ目めだ！」

　立ち上がったイーファは、崩くずれ落ちるサキの頭を抱だき寄よせた。

「こんな時に……ひとりになっては駄目だ！」

「……イーファ」

「何も言わなくていいから……今はこのまま……」

　サキを抱きしめたまま、ゆっくりと寝台に座すわるイーファ。

「うん。……少し、疲つかれたよ」

　サキは目を閉とじ、そのままイーファに身体を委ゆだねる。

　半分開いた窓から覗のぞく月を見上げながら、イーファはそっとサキの髪かみを撫なでた。
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　数日後。

　トロンヘイム王おう城じようの宮きゆう廷ていでは、御ご前ぜん会議が開かれていた。

　ここ数日の国こつ境きようでの軍の動きや、国内情じよう勢せいの報ほう告こくを受けた後、ハディング王はアラン・シーヴァルドのことを話題に取り上げた。

「評ひよう判ばんは良いようです」

　王とアランの微び妙みような関係を熟じゆく知ちしている内ない務む大臣が、慎しん重ちように報告する。

「叛はん乱らん志し士しどもも、殿でん下かには敬けい意いを払はらっているようで」

　ハディング打だ倒とうを目もく論ろむ叛乱志士も、一時は王都の上流階かい層そうの半数に迫せまる勢いきおいであったが、中心人物のひとり、ダーレン・ハザンの死後、その力は急きゆう激げきに衰おとろえ、組そ織しきの構こう成せい員いんも数百名程てい度どにまで減げん少しようしている。

　志士たちの一いつ派ぱには、好こう敵てき手しゆとして、また正せい統とうなる王家の後こう継けい者しやとして、アランに一目置く人間が多いことは周知の事実だ。

「昨日の竜りゆう騒そう動どうでも、大公殿下の中隊はそれなりの成果を上げており、巷ちまたでは、先王の再さい来らいとの噂うわさも」

　続いて家臣のひとりが、腕組みをして自分たちを睥へい睨げいするハディングに上うわ目め遣づかいで報告する。

「ふむ」

　軽く頷うなずく玉ぎよく座ざのハディング。

　防ぼう御ぎよ上、明り取りの窓まどを少なくしてある王の間は薄うす暗ぐらく、王の顔は陰かげになるので、家臣たちの位置からはよく見えない。

　大臣たちは必死になって、ハディングの表情を読み取ろうと目を凝こらす。

「……やはり、あのお方をこのままにしておくのは危き険けんかと」

　内務大臣は続けた。

「だが」

　ハディングはあごに手をやり、居い並ならぶ臣下を見み渡わたす。

「曲がりなりにも、アランはヴァイマーヘン大公。始末するにも大たい義ぎ名めい分ぶんが要いる」

「恐おそれながら」

　王都の治安判はん事じが発言した。

「実行不ふ可か能のうな作戦の指し揮きを執とらせ、その失敗を待つのが上じよう策さくかと」

「それはどうであろう？　今のアラン・シーヴァルド殿下は一いつ介かいの中隊指揮官。指揮の執れる作戦の規き模ぼは限かぎられる」

　州長官のひとりが異い議ぎを唱える。

「それならば……」

　軍事代官が立ち上がった。

「少人数による奇き襲しゆう作戦は如何いかがでしょう？」

「心当たりがおありか？」

　抜ぬけ目のない表情を見せる治安判事。

「ヒベルニア女王のグウェント訪ほう問もん。この千せん載ざい一いち遇ぐうの機会を狙ねらい、女王の身み柄がらを我われらの手中に収おさめる計画があります」

　軍事代官は頷く。

「隠おん密みつ裏りに敵国に侵しん入にゆうする作戦ですので、成功の見込みは少なく、それ故ゆえ、廃はい案あんの方向で検けん討とうされていた計画ですが」

「ほう？」

　ハディングは興きよう味みを持ったような顔つきになる。

「もともと、大公殿下の中隊が仕入れてきた情報で立案されたもの。指揮を執るには、十分な理由となるでしょう」

「しかし、ヴァイマーヘン大公はかなりの強運の持ち主。万が一、その作戦で成功を収めてしまえば、国民の人気が一いつ層そう高まるのでは？」

　州長官が質しつ問もんした。

「その点についてはご心配には及およびませぬ」

　軍事代官は頷く。

「何か手立てが？」

　と、別の家臣。

「無む論ろん。親愛なる大公殿下が、敵国ヒベルニアから生きて帰れる可か能のう性せいは皆かい無むと言ってもよいですな。……いかがでしょう、陛へい下か？」

　軍事代官はハディングの裁さい断だんを仰あおぐ。

「好きにするがいい」

　ハディングは立ち上がると、敬けい礼れいする臣下たちに背せを向けて私室に向かう。

　その時。

　ほんの一いつ瞬しゆん、家臣たちの方を振ふり返った王の瞳ひとみが、暗がりの中で紅あかく光った。

　サキの瞳に宿る、あの邪じや悪あくな炎ほのおと同じ色に。

　だが、そのことに気がついた者は、誰だれもいなかった。




　　　　＊　　＊　　＊




「その娘むすめは？」

　地ち下か牢ろうの責せき任にん者しやである蒼あお白じろい顔をした男は、ヴィスナが連れてきた少女に好色そうな目を向けた。

　この日、ヴィスナは、貴き族ぞくの子女らしい、金糸をあしらった豪ごう奢しやな衣い装しように身を包んだリネットとともに、王おう城じようの地下にある牢を訪おとずれていた。

　城門を抜け、さらに内ない壁へきの城門を潜くぐったところを、本丸に向かわずに陽ひの当たらない細い回かい廊ろうを進み、突つき当たりの螺ら旋せん階かい段だんを下りた先が、トロンヘイム王城の地下牢である。

　明かりは格こう子しのついた小さな窓から、かすかに差し込むのみ。

　空気は淀よどみ、湿しめって、黴かびと汗あせと腐ふ敗はいの臭においが常つねに立ち籠こめている。

「ああと、ヴァイマーヘン大公殿でん下かのとこの家か人じんだよ。登と城じようされている大公殿下が用事を済すます間、城しろを見学させてやってくれって」

　ヴィスナは、ここに来るまでに考えてきた言い訳わけを口にした。

「見学？　こんな地下牢を？」

「いいだろ？」

　銀貨が数すう枚まい、さり気なく責任者の手に握にぎらされる。

「……まあ、よかろう」

　責任者は、懐ふところにその銀貨をしまい込んだ。

「ただし、問題は起こすなよ」

「はいはい、分かってま～す！」

　ヴィスナは肩かたをすくめると、リネットの手を引いて、狭せまい螺旋階段をさらに下りていった。

「ごめんね、こんなとこまで引ひっ張ぱってきて」

　磨すり減へった、急な石段を一歩一歩慎しん重ちように進みながら、ヴィスナは言った。

「けど、確たしかめたかったんだ。あたしたちのしてることが、本当に正しいことなのか」

　変へん異いの虞おそれあり、とされる者を収しゆう容ようする法令が施し行こうされて、十日余あまり。

　九きゆう尾びの猫ねこも、多くの人々を地下牢に送り込んでいた。

　地下牢に入れられた者の中には、老ろう婆ばや、幼おさない子こ供ども、病人もいる。

　ヴィスナは、こうした人々が本当に変異の可能性があるのかがどうしても気になり、リネットに頼たのんで来てもらったのだ。

「どのくらいまで近づけば、邪じや妖ようが憑つ依いてるって分かる？」

　蒸むし暑あつい空気に息苦しくなるのを感じながら、ヴィスナは尋たずねる。

「牢の近くまで寄よれれば、姿すがたが見えなくとも感じ取れると思います」

　こちらも苦しそうな表ひよう情じようを浮うかべるリネット。

　石段をかなり深くまで下りた二人は、ほとんど岩がん盤ばんを掘ほり抜ぬいただけの細い回かい廊ろうに辿たどりついた。

　鼻をつく糞ふん尿にようの臭におい。

　床ゆかに汚お水すいが溜たまり、滑すべり易やすくなっている。

　回廊の突き当たりには、唯ゆい一いつの光源である小さな篝かがり火びが焚たかれており、その前に置かれた木もく製せいの椅い子すに、上半身を剝むき出しにした筋きん肉にく質しつの牢番が座すわっていた。

　その位置からはさらに左右に回廊が延のびており、小さな牢が幾いくつか並ならんでいる。

　牢番はちょうど、その両方の回廊を見み渡わたせる位置にいるのだ。

「何者だ？」

　リネットたちを見て、誰すい何かする牢番。

「守しゆ備び隊の者だよ。ヴァイマーヘン大公の身内の方が見学したいって言うんで、そのお供ともなんだ」

　ヴィスナは先ほど牢ろうの責任者に聞かせたのと、ほとんど同じ内ない容ようの台詞せりふを繰くり返す。

「見学？　貴族様は随ずい分ぶんと物好きなことだな」

「……いいだろ？」

　と、ヴィスナはまた銀貨を握らせる。

「仕方ねえ」

　牢番は銀貨をポケットに捻ねじ込むと、右手に延びる回廊の奥おくを指さした。

「今、死体を運び出すとこだ。見な」

　錆さび付いた蝶ちよう番つがいが軋きしむ音とともに、回廊の右手の格子のついた重そうな扉が開かれた。

　出てきたのは、二人の男。

　小さな遺い体たいを板に載のせ、運び出して来るところだ。

「毎日、そうさな、ああいう死体が三十から四十、運び出されるんだ。結けつ構こう、キツい仕事だぜ」

　牢番は愚ぐ痴ちる。

「…………」

　目の前を運ばれてゆく遺体に、言葉を失うリネットとヴィスナ。

　死後丸一日以上は経たっているらしく、その少女の遺体は変色し、異い臭しゆうを放っている。

　小さな手には、赤い服を着た布製の人形。

　それが、ポロリと少女の手から落ちたのを、リネットが拾い上げる。

「どう？」

　声を抑おさえて尋たずねるヴィスナ。

「……いえ」

　リネットは頭を横に振ふる。

「この辺りの牢には、憑ひよう依いされている人は、ひとりもいません」

「全員、変異の可か能のう性せいはないってこと？」

「はい。尤もつとも、卑ひ妖ようは無む作さく為いに憑依しているようですから、この中から変異者が全く発生しないとは言いきれませんが……」

　扉につけられた小さな窓まどから中を覗のぞくと、普ふ段だんは独どく房ぼうとして使われているはずの狭い牢に、十四、五人が詰つめ込まれ、座ることすらできないでいるのが見える。

　淀よどんだ蒸し暑い空気に耐たえ切れず、半はん裸らになって呻うめく人々。

　不ふ潔けつな牢内には、何かの病気が蔓まん延えんしているのか、膿うみを持った炎えん症しようを狂くるったように搔かき毟むしっている者もいる。

「病人がいるじゃないか！　医者に見せないと！　ねえ！」

　ヴィスナは牢番に訴うつたえた。

「おいおい、冗じよう談だん言うなよ。そんな勝手なことをしたら、俺おれが上役に叱しかられるだろ？」

　牢番はせせら笑う。

「けど、このままだと死ぬよ！」

「死んでもらわなきゃ、新しい囚しゆう人じんを入れられねえだろうが？　見ての通り、どこの牢も満員なんだぜ？」

　ぺっと唾つばを吐はく牢番。

「生きて出られるのはな、金のある奴やつだけさ」

「……こんな牢、破やぶろう」

　ヴィスナは、隠かくし持ってきていた短たん剣けんの柄つかに手をかける。

「駄だ目めです」

　小声で制せいするリネット。

「嫌いやだ、やる！」

　と、ヴィスナがリネットを押おし退のけ、短剣を抜こうとしたその時。

「……止よしておけ」

　力強い手がヴィスナの手首を握にぎり、短剣を鞘さやに戻もどさせた。

「……！」

　ヴィスナが振り返ると、そこにあったのはディアンの姿すがただった。

「今、事を起こせば、隊長に迷めい惑わくがかかる」

　不ふ審しんげにヴィスナに向けられる牢番の視し線せんを遮さえぎる位置に、ディアンは立つ。

「お前の血の気の多さを心配して、追ってきて正せい解かいだったな」

「この扉の向こうで、死にかけている人がたくさんいるんだよ！　街の人を守るのが守備隊の仕事だろ！　なのに！」

「冷静に」

　リネットがそっと、ヴィスナの頰ほおを撫なでた。

「……あ」

　ヴィスナは、自分が泣いていることに気がつく。

「ここで貴女あなたが戦っても、助けられるのはほんの数十人でしょう。アランがきっと、こんな暗黒の時代に終しゆう止し符ふを打ってくれます。それまで待って」

「……できない」

　ヴィスナは頭かぶりを振った。

「あんたの言うこと、信じない訳わけじゃないけど、あたしは目の前で死にかけてる人を見み捨すてることなんてできない！」

　ドスッ！

　もう一度短剣を抜ぬこうとしたヴィスナの鳩尾みぞおちに、ディアンのこぶしが打ち込まれる。

「うっ！」

　小さな呻き声とともに、崩くずれ落ちるヴィスナ。

「済すまないな、こいつ、気分が悪くなったみたいで」

　ディアンは振り返り、牢番に告げた。

「無理もねえ。俺もここに配置された最初の日は、吐はき通しだったからな」

　頷うなずく牢番。

「さあ、帰ろう」

　ヴィスナの身体からだを抱だきかかえ、ディアンはリネットを振り返る。

「はい」

　赤い服の人形を握り締しめたリネットは、小さく頷いた。




「人々に憑依とりついて変異させていた邪じや妖ようは」

　城しろを出て、詰つめ所しよに向かう途と中ちゆう、リネットはディアンに語っていた。

　ヴィスナは目を覚ました後も、ずっとディアンに抱きかかえられたまますすり泣いている。

「十二兆六千八百七十六万と言われる邪妖の中でも、最も力無きものたちです。彼らの上には、飢き魂こんの剣けんに封ふうじられたものも含ふくめて、百八柱の邪妖神がいて、その全ての頂ちよう点てんに立つのが、三柱の至し高こう邪妖」

「サキの中にいるのは、その至高邪妖か？」

　と、ディアン。

「はい」

　リネットは頷く。

「サキ少年の監かん視しをヨルカさんに依い頼らいしたのは、そのためです」

「サキと隊長の間に、人の思惑おもわくや絆きずなを超こえた運命がある。リネット、君は前にそう言ってたな？　それに、隊長のことを〝調停者〟と呼よんだ」

「……貴方あなたには、お話ししてもいいのでしょうね」

　小さくため息をつくリネット。

「この世界は今、運命の岐き路ろに立っているのです」

「運命の……岐路？」

「世界の未来は二つ。ひとつの未来は、滅ほろびへと至いたるもの。もうひとつは滅びを回かい避ひし、世界を存そん続ぞくさせるもの。〝調停者〟は後者の道みち標しるべとして、創そう造ぞう主しゆが生み出した存そん在ざいです」

「アラン隊長が、この世界を救う？」

　ディアンは頭を振ふる。

「随ずい分ぶんと大きな話だな」

「そして」

　リネットは続けた。

「サキ少年は、アランと敵てき対たいする存在。世界の滅びへの道標たる、〝破は壊かい者〟なのです」

「それは何でも言い過ぎじゃないのか？　あいつは確たしかに変わってはいるが、本ほん質しつ的にはただの生意気な子こ供どもだ」

「今はサキ少年も〝破壊者〟として覚かく醒せいしていませんから、そう見えるのも当然です。三柱の邪妖神はそれぞれ、〝破壊者〟の器うつわを持ち、覚醒して最後に生き残った〝破壊者〟が、刻ときの終わりに〝調停者〟と相あい対たいし、世界の運命を決めるのです」

「……悪いが、俄にわかには信じがたい話だ」

「アランもそう仰おつしやいました」

　夕ゆう陽ひに赤く照らされたリネットの顔に、微笑ほほえみが浮うかぶ。

「もう少し、信じがたいお話を続けても宜よろしいですか？」

「ああ」

「実は、私たちが邪妖と呼んでいる存在は、世界の意い思しの下もとに活動しているのです」

「……何だって？」

「世界は、私たち人間という無数に増ふえ続ける生き物によって荒あらされ、穢けがされ、耐たえがたい苦く痛つうに晒さらされてきました。邪妖が人に敵対するのも、世界の意思。世界はこのまま、永えい劫ごうの苦しみの中に存続することよりも、速すみやかで安らかなる滅びを待ち望んでいるのです」

「そのために、サキや他の〝破壊者〟がいる？」

「はい」

「…………」

　詰め所の前に着いたディアンは、足を止めた。

「正直、あんたの話は半分も理り解かいできたとは思わない。けれど、俺は、隊長もサキも、二人とも守りたい」

「運命は」

　リネットは悲しげに頭を振る。

「それを許ゆるさないでしょう。貴方がアランとサキのどちらかを選ばざるを得なくなる刻ときが、きっとやって来ます。その時、ディアン・リュヴィリエ・ベルトリューシュ、貴方はアランを選んでくださるのでしょうか？」

　ディアンはこの問いかけに、答える言葉を持たなかった。
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　御ご前ぜん会議から数日後。

　メヴィル副長がヒベルニア神しん聖せい王国への遠えん征せいを告げると、九きゆう尾びの猫ねこは口々に不満の声を上げた。

「遠征、ですか？　それも私たちの中隊が単たん独どくで？」

　ロレルはもう一度確かく認にんする。

「ふざけんな！」

　テーブルを叩たたくアギ。

「それってさ、愛いとしい令れい嬢じようたちと、しばしのお別れってこと？」

　と、トリスト。

「上は全く何を考えているんですか？　私たちの本来の任にん務むはあくまでも王都の治安維い持じのはずです。それに、遠征に必要なだけの予算なんて、うちの隊にはありませんよ。予よ備び費を全て回しても……ざっと、銀貨で二万四千九百二十三の赤字です」

　ざっとと言いながらも、ロレルの計算は細かい。

「そんな任務引き受けてくるんじゃないよ！　ったく、使えない副長だね！」

　丸めた紙くずを、メヴィルに向かって投げるヴィスナ。

「あたしに文もん句く言われてもねえ」

　メヴィルは頭を搔かく。

「未いまだに国こつ境きようの砦とりでさえ攻こう略りやくできてないって言うのに、一中隊規き模ぼ、いや、実じつ質しつ一小隊で敵国に攻せめ込こめなんて、無茶もいいとこだぜ」

　ディアンは机つくえの上に載のせていた脚を組み替かえた。

「だから、真正面から攻めるんじゃないってば。遠征と言ったって、ウートガルト共和国経けい由ゆでこっそり潜もぐり込んで、人ひとりさらって帰ってくるだけだからさ。人数少ない方が成功の可か能のう性せいは高い訳わけ」

　メヴィルは説明する。

「アラン隊長が総そう指し揮きを執とるんだし、共和国が援えん護ごしてくれるって話もあるし、気楽に行こうよ、ね？」

「けどさあ、ヒベルニア国内っていうとさ、巫ふ術じゆつ使つかいが山ほどいるんじゃないの？」

　ヴィスナが手を挙げ、尤もつともな疑ぎ問もんを口にする。

「巫術使いひとりで、こっちの兵隊一中隊分の戦力だって言われてるよね？　どうすんの？　潜り込んでも、見つかってまともに遣やり合ったら、あっという間に全ぜん滅めつでしょ？」

「ところがどっこい」

　メヴィルはニヤリと笑った。

「ヒベルニアっていってもねえ、そんなに巫術師の数は多くないんだってさ。全聖せい職しよく者しやのうち、せいぜい一割わり。ま、ひとつの街にせいぜい二、三人ってとこ？」

「二、三人でも多過すぎるわよ！　ねえ、サキもそう思うでしょ⁉」

　腰こしに手を当てて副長を睨にらむと、ヴィスナは隣となりにボオッとした顔で座すわって黙だまっているサキに尋たずねる。

「え？　ええ、まあ……」

　ヴィスナに声をかけられ、ハッとしたようにうなずくサキ。

「どうしたのよ、ここんとこ、元気ないじゃない？」

　と、肩かたを叩くヴィスナの方も、この二、三日は沈しずんでいたのだから、人のことは言えない。

「別に……何でもないんですけど」

　サキはそう答えてから、笑え顔がおを作る。

「でも、遠征もいいんじゃないですか？　退たい屈くつしのぎになるし」

「あのねえ、退屈しのぎに命をかける気はないっての！」

　ヴィスナはサキの頭を小こ突づいた。

「まあまあ、ヴィスナちゃん」

　メヴィルは続ける。

「召しよう喚かんの祈いのりの詠えい唱しようさえ邪じや魔まできれば、巫術師さんたちだって何もできないでしょ？」

「詠唱を邪魔する？」

　と、眉まゆをひそめるディアン。

「あいよ。そっから先はあたしが説明するよ」

　そう言って、詰つめ所しよに入ってきたのは、例の小さな紋もん章しよう師しだった。

　水玉模も様ようのフリルつきワンピースにエプロン。

　相変わらず、年ねん齢れい不ふ詳しようの推すい定てい少女である。

「これがあたしの考案した新紋章」

　背せの低い紋章師は持ってきた箱の上に立つと、袖そでをまくり、二の腕うでに凝ぎよう着ちやくさせた盾たて形がたの紋章をみんなに見せた。

「こいつを発動させると、一定時間、巫術使いどもの祈りの言葉を無む効こうにできる。名づけて、破は邪じやの鐘かね」

　紋章師が指を当てて紋章を発動させると、キーンという甲かん高だかい音がサキたちの脳のうの奥おくに鳴り響ひびき始めた。

「わっ！　何よこれ、気持ち悪い！」

　頭を抱かかえるヴィスナ。

「た、確たしかにこれでは詠唱を続けている場合ではありませんね」

　ロレルもこめかみに指を当て、額ひたいに汗あせを滲にじませる。

「あんたらのうち、誰だれかがこれを入れておけば、少なくとも一回は巫術師の攻こう撃げきを防ふせげる訳だ。この紋章の意い匠しようは、今度の作戦で協力してくれるウートガルト共和国の紋章師にも送ってあるからね。向こうでも何人かは、これを凝着させてくるはずだよ」

　小さな紋章師は、一同を見み渡わたした。

「……で、誰が入れるの？」

「まずは俺おれだ」

　真っ先に手を挙げたのがアギだった。

「念のために二つな」

「慎しん重ちようだね」

　うなずく紋章師。

「慎重な盗とう賊ぞくは、捕つかまったりしないけどね」

「るせえよ、お前は！」

　口を挟はさんだトリストの頭を、思い切り殴なぐるアギ。

「それに私も」

　と、ロレルも名乗り出る。

「これで三つ。十分でしょう」

「他ほかのみなさんも分かってると思うけど、紋章は三つしか入れられないんだから、よくよく考えて頂ちよう戴だいね。往おう復ふうで一か月以上はかかるから、本当に必要なものだけ選ぶんですよ」

　副長は、子供を送り出す母親のような台詞せりふを吐はいた。

「あたしはさすがに遠えん征せいに同行できないからね」

　紋章師は、最新の紋章目録を取り出す。

「ま、せいぜい安くしとくよ」

「基き本ほん料金を超こえた分は、個こ人じん負ふ担たんですよ。隊の経けい費ひからは出せませんからね」

　会計方のロレルが、あらかじめ釘くぎを刺さす。

「……ていうか、それ以前にみなさん、滞たい納のうしている積立金と粋すい蜜みつ楼ろうの立たて替かえ分、払はらってください」

「副長、さっき共和国の援えん護ごがどうとかって言ってましたけど、どういうことです？」

　紋章師から目録を借り、目を通しながらサキが尋たずねる。

「それなんだけどねえ」

　メヴィルはここで初めて、苦り切った表ひよう情じようを見せた。

「詳くわしいこたぁ、あたしもよく知らないんだよ」

「ウートガルト共和国が、俺たちトロンヘイムと手を組む訳わけか？」

　眉み間けんにしわを寄よせるディアン。

「あたしさ、正直言ってウートガルト人はヒベルニア人より嫌きらいだよ」

　ヴィスナが頭を振ふる。

「自分たちだけが文明人って面つらしてさ。それにあいつら、金かね勘かん定じようでしか動かないって感じじゃない？」

　ウートガルト共和国は、海の向こうの西方諸しよ国こくや、南方の小自由都市国家群ぐんとも交こう易えきを行なっている貿ぼう易えき大国。

　さらに現げん在ざい、トロンヘイム、ヒベルニア両国と中立条じよう約やくを結び、どちらにも質しつのよい武ぶ器きを輸ゆ出しゆつして莫ばく大だいな利り益えきを上げている。

「まあ、何らかの利があるから、動くのは確たしかでしょう」

　ロレルが頷く。

「協力を取り付けたとはいえ、あまり信用するのも考え物ですね」

「それでも俺たちはやらなきゃいけねえ。そういうこったろ、副長さんよ？」

　と、アギ。

「そ～ゆ～こと」

　メヴィルはニヤリと笑う。

「悲しいねえ、下したっ端ぱは」

　鏡と睨にらめっこで眉まゆを整えていたトリストが、ため息をついた。
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「罠わな、ですね」

　遠征の話を聞かされた時、リネットは月の輝かがやく中庭の池の畔ほとりで水と戯たわむれていた。

「まず間ま違ちがいない」

　アランは芝生しばふの上に座すわり、水みな面もに映うつった月つき影かげを指で揺ゆらす少女の後うしろ姿すがたを見つめていた。

「……それでもお行きに？」

　リネットは首の留め紐ひもを解ほどき、薄うす衣ぎぬをハラリと脱ぬぎ捨すてると、月影を背はい景けいにアランの傍かたわらに立つ。

「王命だ」

　アランはリネットを引き寄せ、膝ひざの上に座らせた。

「貴方あなたには危き険けんを楽しむ性せい癖へきがあります。少しは自重してください」

　アランの頭を胸むねに搔かき抱いだくリネット。

「恐おそらく私の留る守す中、ハディングはこの屋や敷しきにも何かを仕し掛かけてくるだろう。お前は私が旅立ったその日のうちに、屋敷の家令とともに西の大公領りように行け」

「淋さびしくなります」

「どこがだ？」

　アランの手が、少女の背せ中なかを愛あい撫ぶする。

「そういう意味ではありません！」

　頰ほおを赤く染そめながら、リネットはアランのベルトに手をかけた。

「意地悪な方」

「優やさしくもなれる」

　身体からだを少しずつずらしながら、アランはリネットの首くび筋すじから肩かた、そして形のいい双そう丘きゆうへと口づけてゆく。

「無事にお帰りになってください」

　リネットは小さく喘あえぎながら囁ささやく。

「約束する」

　アランは頷うなずくと、リネットの腰こしを抱だき、強く引き寄せた。
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「いやあ、良かったよねえ、ウートガルト共和国の女の子たち。露ろ出しゆつ度どの高い、もう、下着と間違えそうな服で、街中を闊かつ歩ぽしててさ」

　トロンヘイムを出て約半月。

　炎えん天てん下か、馬の背に揺ゆられながらトリストは吞のん気きに言った。

「知ってる？　彼女たちの白粉おしろい、真しん珠じゆを砕くだいた粉を混まぜてるんだって」

「てめえの頭ン中は、いっつもその手の話だけだな」

　轡くつわを並ならべるアギが、額ひたいの汗あせを拭ぬぐいながら唸うなる。

「何もさ、ウートガルト経けい由ゆで入らなくたって」

　乗り慣なれない馬に何度も落とされたサキは、ディアンに向かってこぼした。

「すっごい遠回りだよ」

「山やま越ごえの道を直ちよく接せつ行くより、山脈を迂う回かいし、川を使った方が結局は早いんだ」

　ロレルとともに隊列の先頭を行くディアンは、振ふり返って説明する。

「途と中ちゆう、ウートガルトの義ぎ勇ゆう兵へいと合流しなきゃいけなかったしな」

「義勇兵、ねえ……」

　サキは、周囲を行く寡か黙もくな男たちにチラリと目を遣やった。

　日ひ除よけとなる厚あつ手での毛け織おり物ものの外がい套とうに、白を基き調ちようとしたターバン。

　典型的な交こう易えき商しようの姿すがただが、実じつ際さいの彼らはウートガルトの義勇兵。

　今回の共同作戦で、共和国が派は遣けんを決定した精せい鋭えいたちである。

「それに、中立国であるウートガルトの隊商を装よそおえば、グウェントまで無用の戦せん闘とうを避さけられます」

　ロレルが指し摘てきする。

「食料その他の調達も、ウートガルトの協力で安上がりにできたんです」

　錬れん度どが足りずに王都に居い残のこりとなった新人三人を除のぞく九きゆう尾びの猫ねこと、ヨルカとイーファの闇やみ隊士、そして、ウートガルトで加わった共和国義勇兵で総そう勢ぜい六十人以上となった遠えん征せい部隊は、毛皮を扱あつかうウートガルト共和国の隊商を名乗り、街かい道どうを進んでいた。

　二列縦じゆう隊たいで、十二台の馬車を連ねた隊商はかなりの長さになる。

　それがまるで蛇へびのようにうねうねと、強い日差しの下もとを進んでいるのだ。

「ウートガルト共和国は、トロンヘイムともヒベルニアとも休戦中なんだよね、今のところは」

　頭に巻まいたターバンの端はしで汗を拭ふきながら、サキと馬を並べるヴィスナが言った。

「そう。そして、両国との貿ぼう易えきで莫ばく大だいな利り益えきを上げています」

　と、ロレル。

「貿易高は、年間数十億ダカットとも言われていますがね」

「……ねえ、ウートガルト義勇兵の連中だけどさ」

　ヴィスナは声をひそめ、視し線せんで自分たちの後方に続く一隊を示しめす。

「合流してから、ほとんど口を利きかないね」

「私たちとは違ちがうんですよ、あの人たちは」

　ロレルは眼鏡めがねをつっと指で押おし上げた。

「彼らは共和国の利益のために、鉄の規き律りつにのっとって行動し、戦い、殺し、そして死んでゆきます。共和国全体の利益のためなら、隣りん人じんを屠ほふり、幼おさな子ごを切り裂さき、自分たちの元首の首さえ刎はねると言われているんです」

「で、あれがその親玉って訳わけ？」

　ヴィスナが見ていたのは、銀の仮か面めんを被かぶり、鋼こう鉄てつの輪を編あみ込こんだ外套を羽は織おった、堂々たる体たい軀くの男。

　細かい銀の板を張はり合わせた仮面は、ウートガルト南部の貴き族ぞくの間では珍めずらしいものではなく、強い日差しを避よけるためのものらしい。

　男は隊列の中央で鹿か毛げの馬に跨またがり、仮面の奥おくの目を光らせて周囲を油ゆ断だん無く観察している。

「マダウク、ですか」

　ロレルは眉まゆをひそめる。

「あの男に関しては、名前しか分かっていません。今回の遠征では副長待たい遇ぐうですけれど、共和国軍での本来の階級は不明。身分についても分かりません」

「ヨルカの方にも、マダウクに関する情じよう報ほうはないそうだ」

　と、ディアン。

「どうやら、あの男から目を離はなさない方がいいかもな」

「同感ですね。現げん在ざいの私たちは、共和国義勇兵によって前後に二分されています。どうやら、あちらの方も我われ々われを信しん頼らいしていないのでしょう。それに……」

　ロレルは声を落とす。

「ウートガルトの国こつ境きようを越こえてから、我々の背はい後ごに半日弱ほどの距きよ離りを置いて、かなりの大部隊がついてきています」

「それは俺も気がついていた」

　ディアンは頷うなずく。

「どういう心算つもりか分からんが、あまり面おも白しろくはないな」

「隊長やトリストたちは、列の最さい後こう尾びだよね」

　サキは遥はるか後方を振ふり返った。

「まあ、ヨルカさんとイーファがついているから、大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど」

「……ディアン、グウェントにはいつ頃ごろ着けそう？」

「今日の昼までには入れそうだがな」

　ディアンがヴィスナにそう答えた時。

「あ、もしかして、あれ？」

　サキが、赤い土に砂すな埃ぼこりの舞まう地平線上を指さした。

　一同がそちらに目を遣やると、白い城じよう壁へきに囲まれた都市が、熱気に揺ゆれているのが見える。

「止まれ！」

　ディアンは高く手を掲かかげて、隊商を停止させた。

「サキ、後ろまで行って隊長に知らせろ」

「了りよう解かい」

　サキは手た綱づなを引いて何とか馬を反転させると、隊商の最後尾に向かった。
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　ヒベルニア神しん聖せい王国領りようの三分の二は、雨季の短い、乾かん燥そうした荒こう野やである。

　神聖王国西部の大半を占しめる、ベネガスの荒あれ地。

　グウェントは、そのほぼ中心に位置する交こう易えき都市だ。

　荒れ地を東西二つに区切るスヴァニ川の、大きく湾わん曲きよくした部分に三方を囲まれた、巨きよ大だいな岩の上に教会が建てられたのが街の起こり。

　その教会を中心に、城壁に囲まれた市街が王家によって建けん設せつされ、さらにその外部に新市街が自然発生的に発はつ展てんしていって、今日のような形に落ち着いたのだ。

　グウェントの街に到とう着ちやくした一行は、義ぎ勇ゆう兵へいの本隊を街壁の外に待機させて、九きゆう尾びの猫ねこの面々と〝闇やみ隊士〟だけで街の中心部へと入っていた。

「面おも白しろい街だな。何か、迷めい路ろみたい」

　辺りを見回して、ウートガルト語でサキが呟つぶやく。

　日ひ干ぼし煉れん瓦が造づくりの三階建ての建物が細い道に沿そって並ならぶのは、少しでも多く日ひ陰かげを作るため。

　井戸からはふんだんに水が湧わき、青々とした葉が生おい茂しげる木々が植えられた広場がところどころに設もうけられているので、炎えん天てん下かの街かい道どうと比くらべると、空気も心持ち爽さわやかである。

　それでも……。

「ああん、暑い！　髪かみ洗あらいたい！　自分の頭の臭においでおかしくなりそう！」

　ヴィスナは胸むな元もとを大きく開はだけて訴うつたえた。

「……そばに寄よるなよ」

　心持ち、ヴィスナから馬を離はなすディアン。

　一行はごく普ふ通つうの旅人に見えるよう、隊列を崩くずして通りを進む。

　こうして大声でくだらない話をしているのも、半分は演えん技ぎだ。

　全員が言葉をウートガルト語に切り替かえたのも、そのためである。

「あら、女の匂においはお嫌きらい？」

　ヨルカが目を細めてディアンをからかう。

「知らなかったわ」

「そりゃあね、成せい熟じゆくした女じよ性せいと青あお臭くさい牝めすガキじゃあ、香かおりの濃のう厚こうさというか、艶つやっぽさが違ちがうからさあ」

　ニヤニヤしながら口を挟はさんだのは、副長のメヴィルである。

「おじさんが、嗅かぎ比べてあげようか？」

「このスケベ中年」

　ヴィスナは睨にらんだ。

　その後ろでは、ロレルとアランが轡くつわを並ならべ、貿ぼう易えき台帳を覗のぞき込む振りをしながらヒソヒソと話している。

「では、我われ々われがまず、女王の居い所どころを確かく認にんした上で、親しん衛えい隊たいが陽動を行ない、その隙すきに女王の身み柄がらを確かく保ほする、と」

　計画の細部を詰つめながら、ロレルは頭を振った。

「確たしかに不ふ可か能のうではありません。もっとも、少数による侵しん入にゆう作戦、と言えば聞こえはいいですが……」

「成功を期待されていない、だな」

　全てを理り解かいしているアランは言葉を継つぐ。

「もっとはっきり言えば、失敗を望まれている作戦ですね。……それほどまでにハディング陛へい下かはあなたを？」

「それ故ゆえ、成功させれば面白い」

　不ふ敵てきに微笑ほほえむアラン。

「あなたというお方は……」

　ロレルはため息をつくと、腰こしに提さげていた革かわ袋ぶくろを手に取り、唇くちびるを水で湿しめらせた。

　一方。

「サキ、何か話していないとおかしい。怪あやしまれる」

　並んで馬を進めるサキに、イーファは拙つたないウートガルト語で囁ささやいていた。

　語学はイーファの数ある苦手科目の中でも、最も苦手なもののひとつだ。

「なこと言っても」

　同年代の二人は、この隊商の中では幼おさない恋こい人びと同士という役やく割わりを割わり振ふられている。

　イーファの指し摘てき通り、楽しく会話を弾はずませるべきなのだが……。

「じゃあ、何か話題は？」

　サキは尋たずねる。

「……ごめん。ない」

　二人の間に流れる沈ちん黙もく。

「……やっぱりさ」

　しばらくして、サキが切り出した。

「君は、僕ぼくとあまり関かかわり合いにならない方がいいよ」

「この間のことなら……気にしていない」

　イーファがそう言うと、サキは頭かぶりを振った。

「いや。そばにいるだけで、僕はまた君を傷きずつける」

「そんなことはない！」

「どうしてそう分かる？　君は知らないじゃないか、僕のことを何も」

　サキは真まっ直すぐにイーファを見た。

「僕が今まで一体、どんな風に生きてきたのか、君は知らないんだ」

「……サキ？」

「覚えてる？　僕を兄きよう姉だい殺しって、アギが呼よんだの」

「……ああ」

「僕は……鉄てつ拳けんとナイフが、言葉の代わりみたいな地区で生まれ育った。生まれた時に母親が熱病に罹かかって死んで、それが僕のせいだって、兄と姉はずっと僕を責せめていた。蹴けられ、殴なぐられ、ろくに食べ物も貰もらえず、兄と姉は僕を虫けらのように扱あつかった。兄が教えてくれたのは、ナイフで背中から脾ひ臓ぞうを抉えぐる殺し方。姉が教えてくれたのは、自分の身体からだを売って金にする方法。二人が僕に何かしてくれたのはそれだけだった。僕があの連中に我が慢まんしきれなくなって刺さしたのは七歳さいの時。二人の死体を前にして、僕は笑い転げた。可お笑かしくてしょうがなかったんだ」

「……何な故ぜ？」

「あの二人、何で殺される前に僕のことを殺さなかったんだろう？　馬ば鹿かじゃないかって。そう考えたら、可笑しくて堪たまらなかった。その後は、殺して、盗ぬすんで、生き続けた。自分の生まれた場所でさえ、名前を恐おそれられ、忌いみ嫌きらわれるほどの罪つみを重ねてきたんだ」

　サキはいつもの微び笑しようを浮うかべる。

「君が自分のことを普ふ通つうの人間とは違ちがうと考えている以上に、僕は多分、人間からはかけ離はなれた存そん在ざいなんだ。本当はこの場所にあるはずの……」

　自分の胸むねを指さすサキ。

「魂たましいが僕にはないんだよ。代わりに、あの化け物がここに巣食ってる」

　サキはそう言うと、軽く馬の腹はらを蹴ってディアンたちの方に馬を移い動どうさせた。




「お前な、可愛かわいい恋人を後ろに残してくるなよ」

　こちらにやって来たサキに、ディアンは咎とがめるような目を向けた。

「あのね、僕たちが小さな恋人なら、ディアンの役は何さ？　二ふた股またかけてたのがバレて、詰つめ寄よられているお調子者だったり？」

　ヴィスナとヨルカに挟はさまれるディアンを見て、肩かたをすくめるサキ。

「それ、いいかも。ディアン、今からそういう役割でいかない？」

　ヨルカが笑う。

「言ってろよ」

　ディアンは馬を進めながら、近くの木の枝に生なる棗なつめの実を摘つみ取り、口に放ほうり込こんだ。

「いけないんじゃないですか、そんなことしたら？　道みち端ばたの木でも、持ち主はいますよ」

　と、目め敏ざといサキが注意したその時。

「構かまいませんよ、この街の人たちは大らかですから」

　鈴すずのような軽かろやかな笑い声。

「……見たところ、旅のお方、ですよね？」

　そうウートガルト語で話しかけ、アランたちを見上げたのは、籠かごを手に持ち、清せい潔けつそうな木綿もめんのエプロンを身につけた鳶とび色いろの髪かみの少女だった。

　どうやら買い物の帰りらしく、籠の中には果物くだものが入っている。

　絶ぜつ世せいの美女というほどでもないが、その笑え顔がおには見る者までつられて微笑ほほえみたくなるような優やさしさが溢あふれ、大きな藍あいの瞳ひとみは純じゆん真しんな希望に満ちていた。

「ええ。私とこの方は、ウートガルトの毛皮商でしてね」

　ロレルはいつもの人当たりのよい態たい度どで自分とアランを先に紹しよう介かいし、その後でぞんざいにディアンたちを指さす。

「ちなみに、こちらの人相の良くない連中は、護ご衛えい、というか、私たちの用よう心じん棒ぼう。この少年は見習いの小こ僧ぞうです」

「人相の良くないは余よ計けいだ」

　呟つぶやくディアン。

「じゃあ、こちらには買い付けに？」

　少女は尋たずねた。

「共和国のご婦ふ人じん方の間では今、ヒベルニアの特産品、斑まだら黒くろ貂てんの襟えり巻まきが人気の商品でしてね」

　ロレルは、大切な秘ひ密みつを明かすように声をひそめる。

「質しつのいい品なら、一万ダカット出しても惜おしくない、という貴き婦ふ人じんもおられるんですよ」

「い、一万ダカットですか⁉」

　少女は心底驚おどろいたように目を丸くした。

「ウートガルトのみなさんは、随ずい分ぶんと裕ゆう福ふくなのですねえ」

「いえいえ、裕福なのは私たちのお客様でして、私たち商人はそれほどの儲もうけはありません。それに、一年の大半は旅の空です」

「うらやましいわ。私も旅に出て、いろんな街をこの目で見てみたい」

　少女はそう言うと、唄うたい出した。

「エスラ・アイ・スイシュ・ネンシス

　イエラ・スロイ・トゥアラ・マハンジャ

　ダルエス・コル・ライン・ルテンシス

　エフィデス・ミラル・シアン・ノランジャ

　ウィタ・ネレ・オルトゥ・ゲンティス

　クオティール・カイ・マリラ・ノーティッシャ

　アラルス！　アラルス！　イン・ラルヴィイユ

　ノイェラ・レイ・ピュタージェ・ソレンシス

　フィリムス・クール・ソワン・エスカーシャ」

「雅が歌かですね」

　少女が唄い終えると、ロレルは拍はく手しゆをしながら微笑む。

「雅歌？」

　と、ディアン。

「古い恋れん歌かよ」

　ヨルカはそう言うと、今の歌をウートガルト語に訳やくして聞かせた。

「悲しみの曠こう野やを　我われは行きたり

　瘦やせ馬の背せに揺ゆられ

　竪たて琴ごとを爪つま弾びき　唄いつつ

　遠き故こ郷きように愛する人を残し

　いつの日か　異い国こくの地に於おいて

　この命　尽つき果てようとも

　光の子よ！　光の子よ！　嘆なげくなかれ

　恋こいは泡うた沫かたの夢ゆめ

　虚むなしき永と遠わの誓ちかいなれば……」

「……ヨルカさん、ヒベルニアの古語が分かるんですね」

　感心した様子を見せるサキ。

「まあ、教養としてね」

　ヨルカはウインクを返す。

「ところで」

　商人になりきったアランが、ついぞ隊士には見せたことのないような爽さわやかな笑え顔がおで少女に尋ねた。
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「聞いた話によると、女王陛へい下かがこちらに滞たい在ざいなされているとか？」

「えと……。そ、そんな噂うわさですね」

　一いつ瞬しゆん、少女の目が宙ちゆうを泳ぐ。

「女王陛下のご訪ほう問もんともなれば、街は歓かん迎げい一色かと思ったのですが、このグウェントはそうでもないようですね？」

　ウートガルト人らしい、早口の巻まき舌じたを使いこなすアラン。

「外国のお方から見れば不思議かも知れませんが、神しん聖せい王国ではこれが普ふ通つうなんですよ。王家の人間は王国の人たちにとって、ごく身近な存そん在ざいですから」

　少女は笑顔を見せた。

「この街には堅けん牢ろうな砦とりでも城じよう館かんもない。一体どこに宿しゆく泊はくされているのですか？」

　ロレルはさりげなく尋ねる。

「ああ、それなら」

　少女は大通りの北を指さした。

「聖教会ですね。ほら、あっちの方、街の中央広場に面したところにある」

「教会？　そんな人の出入りの多いところにですか？」

「国民と直ちよく接せつ交流を持てないようなら、地方を回る意味がないですから……と、女王陛下は思ってるんだと思います」

　と、少女。

「それにしても、あたりに衛えい士しらしき姿すがたさえありませんでしたよ？　ずいぶんと手て薄うすな警けい備びですね？」

　ロレルが不思議そうに首をかしげる。

「女王……陛下も、民たみの生活に支し障しようを来きたすようなことは避さけたい、と思っているのではないでしょうか？」

「けど、万一、何かあったらどうするんです？」

「女王ひとりを守るために、誰だれかが命を落とすことなどあってはなりません。女王は第一の巫み女こであるとはいえ、神の御み前まえでは他の人たちと同じ、ひとりの信徒に過すぎないのですから。それが女王の……陛下のお考えなのでしょう。それに……」

　少女は胸むねに手を当て、通りを歩く人々を愛いとしそうに見み渡わたした。

「この国の人間ならば、分かってますから。陛下ひとりが命を落とそうと、人々の暮くらしは止まることがないことを。人の営いとなみも、国土も続いてゆきます、王家が滅ほろんだその後も、ずっと祈いのりとともに……」

「……だけどさ」

　ふと、サキが呟つぶやくように言った。

「祈りは何も与あたえてはくれないよ」

　猫ねこの一同は、一いつ斉せいにサキを振ふり返る。

「どん底の生活の中で、祈って、祈って、祈って、それでも惨みじめに死んでいった人間を、何人も知っている」

　サキは続ける。

「祈りなんて、金も、剣けんも持たない哀あわれな人間がすがる、幻げん想そうだよ」

　緊きん張ちようの面おも持もちで視し線せんを交かわすディアンたち。

　もし、サキの今の言葉に、少女が不ふ審しんを抱いだくようなことがあれば、最悪、密みつ告こくされるのを未然に防ふせぐために、少女の命を奪うばうことになるかも知れないのだ。

「あの阿あ呆ほう……」

　懐ふところに隠かくし持ったナイフに手を伸のばすアギ。

　しかし。

「……いえ」

　少女はそっとサキの手を取った。

「どんなに辛つらい時でも、祈りが与えてくれるものがひとつだけはありますよ」

「ひとつだけ？」

「それは、困こん難なんに立ち向かう勇気です」

　少女はサキにニッコリと微笑ほほえんだ。

「……もし、あなたと同じような考えを本当に抱いだいているとしたら……女王陛下はきっと聡そう明めいな方でしょう」

　緊張を解といたアランは、目を細めた。

「聡明でありたい、そう願っている……方なんだと思いますよ」

　と、少女が笑え顔がおを返したその時。

「陛下！　こちらにおいででしたか！」

　無ぶ骨こつな鎧よろいを身に着けた、いや、鎧に着られているという感じの少年が、一同のところに駆かけ寄よってきた。

　年の頃ころは、サキと同じくらいだろうか。

　身長はサキよりも少し低く、負けん気の強そうな目つきをしている。

「そろそろ礼れい拝はいのお時間です。街の人々との触ふれ合いもよろしいですが、聖教会にお戻もどりください」

　少年騎き士しは、少女の前に跪ひざまずいた。

「陛下⁉」

　一同は少女の顔を見る。

「す、すいません！　申し遅おくれました、わたし、オルウェンと言います」

　少女は頭をペコリと下げた。

「決して騙だます心算つもりはなかったのですが、その、言い出す機会を失ってしまって……つい」

「ていうことは……」

「あんたが⁉」

「女王様⁉　この格かつ好こうで？」

　啞あ然ぜんとする九きゆう尾びの猫ねこの面々。

「陛下、この方たちは？」

　鎧の少年は、サキたちを見てオルウェンに尋たずねる。

「ウートガルトの貿ぼう易えき商しようの御ご一いつ行こうです」

　オルウェンは説明した。

「外国の方とお話しする機会があまりないものだから、ついつい話し込こんでしまって……そうだわ！」

　若わかい女王は呆あつ気けに取られている一同を振り返り、アランの手を取る。

「みなさんも教会にいらっしゃいませんか？　是ぜ非ひ、礼れい拝はいの様子を見学なさってください」

「いや、我われ々われは……」

　珍めずらしく当とう惑わくするアラン。

「そう言えばわたし、小さい頃にあなたによく似にた人を知っていました。もっとも……」

　オルウェンはアランの瞳ひとみを覗のぞき込むと、遠い昔の記き憶おくに思いを馳はせるように微笑む。

「その人はウートガルト共和国民ではなく、トロンヘイムの方でしたけど」

　と、その時。

　ドドーン！

　爆ばく音おんが轟とどろき、大地が震ふるえた。

「あっちだよ！」

　トリストが指さした方向に、黒い煙けむりが上がっている。

「まさか……義ぎ勇ゆう兵へいか⁉」

　背せ伸のびをして、ディアンがそちらの方を見ようとした瞬しゆん間かん。

　キーン！

　耳鳴りを伴ともなう、かすかに不ふ快かいな感覚がサキたちを襲おそった。

「これって⁉」

　こめかみを押おさえるヴィスナ。

「抗こう巫ふ術じゆつの……紋もん章しよう⁉」

　距きよ離りが遠いためにそれほどの威い力りよくはないが、この感覚は間ま違ちがいなく、巫術師し対たい策さくのために考案された、あの紋章の効こう果かである。

「ちっ！　早はや過すぎるぜ！」

　アギが舌した打うちし、隠かくし持っていた武ぶ器きに手をかけた。

「……仕方がない。女王陛へい下かの身み柄がらを確かく保ほしろ」

　命じるアラン。

「了りよう解かい！」

　九尾の猫は一いつ斉せいに商人風の衣い装しようを脱ぬぎ捨すてると、黒い甲こう外がい套とうを顕あらわにする。

「これは……一体？」

　抗巫術紋章の不快な感覚にわずかに眉まゆをひそめながら、アランを見上げるオルウェン。

「陛下、お下がりください！　この連中、只ただ者ものではありません！」

　鎧の少年はオルウェンを背に庇かばい、剣けんを抜ぬく。

「貴き様さまら、何者だ⁉」

「人に名を聞く時は、自分から名乗るべきよ、坊ぼうや」

　からかうような視し線せんを少年騎き士しに向けるヨルカ。

「我わが名はドーナラッハ！　女王陛下の守しゆ護ご聖せい騎士である！」

　愚ぐ直ちよくなのか、真正直なのか、少年騎士は剣を掲かかげて名乗りを上げ、正せい眼がんに構かまえた。

「騎士？」

　仲間を制せいし、ドーナラッハの前に出るサキ。

「その重そうな鎧よろい、時代遅れもいいとこ」

「異い教きよう徒との侵しん略りやく者しやが！」

　幅はば広ひろの剣を振ふりかざし、ドーナラッハは真っ向から斬きりかかった。

　半歩、左足を下げただけでこれをかわすサキ。

「……騎士道を気取る心算なら、もう少し強くなることだね。今のお前じゃ、僕ぼくにかすり傷きずひとつ負わせることもできないよ」

　ガッ！

　サキは逆さか手てに握にぎった剣の柄つかを、ドーナラッハの眉み間けんに食くらわせていた。

　守護聖騎士は白目を剝むいて昏こん倒とうする。

「お前には珍めずらしいな。止とどめを刺ささんとは」

　倒たおれたドーナラッハを見下ろして、ディアンが片かた眉まゆを上げた。

「最近、相手を生かしたまま、徹てつ底てい的な屈くつ辱じよくを与あたえるのも面おも白しろいなあって……」

「……お前、性せい格かく悪過ぎだ」

「まあ、正直な話、退たい屈くつな相手だったね」

　サキは、オルウェンとアランの方を振り返った。

「貴方あなたは……アラン、アランお兄様？」

　オルウェンは蒼あお褪ざめた顔をして、真まっ直すぐにアランを見つめていた。

「いえ、アラン・シーヴァルド殿どのですね。思い出しました。小さい頃ころ、貴方がヒベルニアの宮きゆう廷ていにいらっしゃった時に、何度か遊んでもらいました」

「このような再さい会かいになって残念です」

　アランは深く頭を下げた。

「あなたには、トロンヘイムまで来て頂いただきます」

「……分かりました、貴方に従したがいます、調停者アラン・シーヴァルド。でも、どうか街の人たちを傷つけないで」

「そのように」

　アランは頷うなずくと、猫ねこたちとともに黒い煙の上がる陽動部隊との合流点に向かった。

　だが。




「……これは、どういうことです！」

　合流地点の広場に立ったオルウェンは息を吞のんだ。

　それは、陽動と呼よぶにはあまりにも残ざん虐ぎやくで、酸さん鼻びを極きわめる光景だった。

　応おう戦せんした巫術師を含ふくむ街の兵士たちのほぼ全員が殺害され、大多数の市民がその戦いに巻き込まれて遺い体たいとなって横たわっていた。

　転がる遺体のほとんど全てがその首を切り取られ、ウートガルト義ぎ勇ゆう兵へいたちがその首を山のように積み上げているのだ。

「何でこんなことしてんのよ？　女王をさらって、帰るだけのはずでしょ？」

　ヴィスナが声を震ふるわせる。

「街の人たちは関係ないじゃない！」

「止やめさせろ」

　アランが指し揮きを執とっているマダウクに向かって言った。

「これは大公殿でん下か、ずいぶんとお早い」

　銀仮か面めんのマダウクは、ゆっくりとアランを振り返る。

「女王の身柄は確保したので？」

「ここにおります！」

　オルウェンは、マダウクの方に足を踏ふみ出す。

「私がヒベルニア神聖王国女王、オルウェンです！」

「上々の首しゆ尾び、感服いたします。流石さすがはヴァイマーヘン大公殿下」

　マダウクはアランに向かって慇いん懃ぎんに一礼した。

「この状じよう況きようを見れば、最も早はやあなたに説明は不要でしょう。このグウェントは南方自治都市群ぐんとの交こう易えきの陸の要かなめ。我われ々われとしては、是ぜ非ひ、押さえておきたい都市だったのです。女王さえ手中に収おさめれば、この街を手中に収めることは容易たやすい。我らがこの街を落とすと同時に、ウートガルト共和国正せい規き軍が国こつ境きようを越こえて侵しん攻こうを開始し、この街に駐ちゆう留りゆうすることになる」

「ハディングめ、共和国元老院の古ふる狸だぬきどもにまんまと裏うら切ぎられるとはな」

　アランは眉まゆをひそめ、呟つぶやく。

「……いや、これも奴やつの計算のうちか」

「古狸、ね。我わが元老院の叡えい智ちに対する、賞しよう賛さんの言葉と取っておきましょう」

　マダウクは肩かたをすくめると、仮面の下の目をオルウェンに向けた。

「女王陛へい下か、こちらに」

「その前に、この蛮ぼん行こうを止めさせなさい！」

　オルウェンは堂々とした態たい度どで、長身のマダウクを見上げた。

「でなければ、舌したを嚙かみ切ります！　死体に人ひと質じちとしての価か値ちはありませんよ！」

「なるほど、それは少しばかり厄やつ介かいだ」

　マダウクは左手で乱らん暴ぼうに女王を抱だき寄よせると、女王の口に右手の指を差し入れた。

「ふぐっ！」

　オルウェンの口の中の感かん触しよくを楽しむように、舌を二本の指で挟はさむマダウク。

　オルウェンはその指ごと舌を嚙み切ろうとするが、指の皮ひ膚ふが破やぶれ、血が噴ふき出しても、マダウクは口から指を抜ぬこうとはしない。

「……続けろ」

　マダウクは部下に命じた。

　義勇兵たちは通りの民家の窓まどをぶち破やぶり、炎ほのおを上げる松明たいまつをその中に投げ込んだ。

　潜ひそんでいた市民の絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたり、窓や扉とびらから飛び出した人々が、火だるま状じよう態たいで石いし畳だたみの上を転げまわる。

「あ……くうっ！」

　マダウクの腕うでの中で、声を発することも、身を捩よじることさえもできぬオルウェン。

「この街は、我々が管理するには人口が多過すぎるのですよ、陛下」

　マダウクは指を抜くと、素す早ばやく自殺防止の猿さる轡ぐつわを王女に嚙ませる。

「止よせ！　ここまでやる必要はないだろう！」

　ディアンがマダウクの肩をつかむ。

「私は考えてもよいと言っただけだ。それに」

　マダウクはその手を払はらいのけると、さっと右手を頭上に振ふり上げた。

「ハディング陛下と我が元げん老ろう院いんは、今回の任にん務むに関してひとつ秘ひ密みつの約やく定じようを交かわしている。機会があれば、ヴァイマーヘン大公を抹まつ殺さつすることだ」

　一いつ斉せいに展てん開かいするウートガルト義勇兵。

　九きゆう尾びの猫ねこを幾いく重えにも取り囲みながら、彼らは紋もん章しようを凝ぎよう着ちやくさせた手をかざす。

　だが、次の瞬しゆん間かん。

「ああ、良かった」

　ギュン！

　飢き魂こんの剣けんが血色の光を放って奔はしり、正面に回ろうとした義勇兵の手首を刎はね飛ばしていた。

「このまま、あんたらと戦わないで終わると思って、ガッカリしてたところなんだ」

　石畳に転がる手首を蹴けってサキが微笑ほほえむと、九尾の猫たちはそれを合図に、義ぎ勇ゆう兵へいの間に飛び込こんでいった。

「退ひけ！」

　義勇兵の頭上に大剣クレイモアを振り下ろすディアン。

　義勇兵はこれを剣で受けようとしたが、その剣を砕くだいて大剣クレイモアは頭ず蓋がいに食い込む。

「隊長も、女王も、あんたたちには渡わたさないよ！」

「君たちのやり方、粋いきじゃないんだよねえ」

　ヴィスナが戦せん斧ぷを腰こしだめに構かまえ、トリストが剣を抜きつつ、義勇兵の中に突つっ込んでゆく。

「薄うす汚ぎたねえドブネズミが！」

　アギの投げナイフが、オルウェンの腕うでをつかんでいた義勇兵の喉のどを裂さいた。

　その隙すきを突いて、イーファとヨルカが、オルウェンを守るようにその左右に付く。

「やれやれ、おじさんも何かしないと、格かつ好こうがつかないかねえ」

　と、特注の細身の鎧よろい通どおしを抜き、手の中で回転させるメヴィル。

「……逆さからうかね、九尾の猫ども」

　マダウクは目を細める。

「あんたの相手は僕だ」

　喜びに顔を輝かがやかせたサキが、マダウクの前に立ちふさがった。

「隊長、一いつ旦たんこの場は！」

　ロレルが一度に四人の義勇兵を屠ほふり、後方に血路を開く。

「そうだな」

　アランは猿轡を外したオルウェンとともに、ロレルの先せん導どうでこの場を脱だつしようとする。

　九尾の猫だけならばともかく、ここで囲まれたまま、オルウェンを守りながら戦うことは不利だと踏ふんだのだ。

「追え！」

　配下に命じるマダウク。

　そのマダウクの脚あしの大動脈を、サキは下げ段だんからの斬きり上げで狙ねらった。

「発動、神行の理ことわり！」

　第一の紋章で脚きやく力りよくを上げたマダウクは、一旦大きく下がるとさらに別の紋章を発動させる。

「発動！　眩げん惑わくの雷らい光こう！」

　これが二回目の紋章使用。

　眩まばゆい光がマダウクの手から発せられ、一瞬、サキは視し力りよくを失う。

「右みぎ斜ななめ前！」

　イーファの声が飛んだ。

　ガキッ！

　サキはこれに反はん応のうし、マダウクの横よこ薙なぎを受ける。

「発動！　疾しつ風ぷうの黒こく刃じん！」

　続けて三つ目の紋もん章しようを放つマダウク。

　体たい勢せいを崩くずしかけたサキに、突とつ風ぷうが生み出した真空が、刃やいばとなって襲おそいかかる。

　ブワッ！

　その音を耳で捉とらえ、ギリギリのところで身を伏ふせるサキ。

「間ま抜ぬけ！　あんた、これで紋章を三つ使い果たしたよ！」

　ヴィスナが叫さけぶ。

　だが。

「……閃せん光こうの一いち撃げき、豪ごう腕わんの爪つめ、発動」

　マダウクはさらに二つの紋章を同時に使った。

「四つ目と、五つ目の……紋章？　〝闇やみ隊士〟じゃないのに……」

　息を吞のむヴィスナ。

「貴き様さまら無知なトロンヘイム人は、こういう紋章の使い方を知らないようだな」

　マダウクは喉のどの奥おくで笑い、外がい套とうを脱ぬぎ捨すてた。

「！」

　一いつ瞬しゆん、自分の見たものが信じられない九きゆう尾びの猫ねこたち。

　マダウクの上半身は、紋章が額ひたいに彫ほられた数十の顔、いや、顔の皮を剝はがしたものに覆おおわれていたのだ。

「そうか……こいつ、紋章を凝ぎよう着ちやくさせた人の生皮を剝いで……それを着込んでやがる」

　死んだ人間の皮ひ膚ふには、紋章を凝着させることはできない。

　マダウクの身体からだを覆う全ての顔の皮が、生きているうちに紋章を彫られ、その後に剝ぎ取られたものなのだ。

「外げ道どう！」

「これはな、私の長年の研究の成果なのだよ。実用化までに剝いだ生皮は、千人分を下らぬだろう。自分の顔の皮を含ふくめてな！」

　銀仮か面めんのマダウクは哄こう笑しようする。

「悪いがもう貴様らと遊んでいる暇ひまはない。女王と大公を追わねばならぬのでな」
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　ドガガガッ！

〝閃光の一撃〟でさらに身体の反応速度を上げたマダウクは、目にも留とまらぬ速さでサキとの間合いを詰つめると、〝豪腕の爪〟で筋きん力りよくを増ぞう強きようした腕うででその頭をつかみ、何度も石いし畳だたみに叩たたきつけた。

「ゴボッ！」

　血を吐はきながら、石畳の上に倒たおれ込むサキ。

「死ね」

　マダウクは倒れたサキの頭部に、手のひらを向けた。

「発動……破は壊かいの熱甲こう弾だん！」

　高熱を帯びた光の球が、マダウクの手の中に生まれる。

「いけない、サキ！」

　三人の義ぎ勇ゆう兵へいを同時に相手にしながら叫ぶヴィスナ。

　ドウッ！

　マダウクの手から光球が放たれ、閃光と白はく煙えんと轟ごう音おんがサキの姿すがたを包む。

「……行くぞ」

　勝利を確かく信しんしたマダウクはそのまま義勇兵を率ひきい、アランの後を追った。

「そんな……サキ！」

　立ち尽つくすヴィスナたち。

　しかし。

　白煙が晴れると、そこに横たわっていたのは、イーファの姿だった。

「……う、ううん」

　サキはそのすぐそばで、頭を振ふって立ち上がろうとしている。

「おい！」

　ディアンが駆かけ寄よって、イーファを抱だき起こす。

「お前、サキを自分の身体で庇かばったな！」

　右腕と肩かたの大部分、そして右腹ふく部ぶを吹ふき飛ばされたイーファは、捻ねじ曲げた身体を細かく痙けい攣れんさせていた。

「おい、イーファ！　イーファ！」

「……あ……う……」

　声に反応したのか、少女の左手が、自分を抱いているディアンの腕をつかむ。

「……生きて？」

　安あん堵どの表ひよう情じようを浮うかべるディアン。

「大だい……丈じよう夫ぶ……す……ぐに……回かい……復ふくするから」

　イーファは虚うつろな目をディアンに向けた。

「少し……離はなれていて……欲ほしい……見られ……たくない」

「あ、ああ」

　ディアンが数歩下がると、イーファは痙攣を続ける左手で懐ふところから長い布ぬのを取り出し、止血をする。

「……これで……いい」

　一方。

「僕ぼくは……あいつらを追う」

　ヴィスナの紋章で手当てを受けたサキは立ち上がると、マダウクが去って行った方向を見た。

「待てよ！」

　サキの胸むな倉ぐらをつかんだディアンは、イーファを指さす。

「こいつはお前を庇って、身体を半分吹っ飛ばされたんだぞ！」

「そうだね」

　チラリとそちらを見るサキ。

「でも、勝手にやったことだよ。僕は頼たのんでない」

「貴様！」

「……いいんだ、ディ……アン。サキの言う通り……勝手にやったこと……だ」

　イーファはフラフラと立ち上がろうとする。

「馬ば鹿か野や郎ろうが！」

　ディアンは半ば強ごう引いんにイーファを座すわらせた。

「もういい。お前はここで休んでいろ」

「……いや、行く」

　イーファはディアンの手を振り払はらおうとする。

「無茶だ！　いくら死なないといってもな！」

「好きにさせてやんなよ」

　ヴィスナがそっと二人の間に割わって入り、ディアンの手首を握にぎった。

　しかし。

「……通さぬ」

　一同の前に、足留めのために残った八人のウートガルト義ぎ勇ゆう兵へいが立ちふさがった。

「サキ、ディアン！　ここは僕たちが引き受けた！　君らは早く！」

　トリストが両手の剣けんを十字に構かまえて怒ど鳴なった。

「こっちは、二人いれば何とかなるから！」

「って俺おれかよ！」

　ナイフを抜ぬくアギ。

「いや、三人だねえ」

　メヴィルが鎧よろい通どおしを弄もてあそびながら前に出る。

「だって、ここにいる方がさ、走らなくていい分、楽じゃない？」

「……任まかせたぜ、副長」

　ディアンはメヴィルの肩を叩たたくと、サキたちとともにマダウクを追った。




「懲こりない子こ供どもだ」

　追いついてきたサキたちを振り返ったマダウクは、アランを守ろうと獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せるロレルを部下に任せて、自分の剣をサキに向けた。

「発動、烈れつ風ぷうの守しゆ護ご、烈風の守護、烈風の守護！」

　マダウクは同じ防ぼう御ぎよ系の紋もん章しようを、同時に三つ発動させる。

「三重紋章の……絶ぜつ対たい防御」

　息を吞のむディアン。

　トリストの死の舞ぶ踏とうもそうだが、同じ紋章を重ね掛がけすると、その効こう果かは累るい乗じよう的に強化される。

　二つの紋章なら四倍。

　三つなら九倍の効果だ。

「サキ！　声の力を使いな！　でないと勝てない！」

　戦せん斧ぷを振ふりながら、ヴィスナが叫さけぶ。

　だが。

「嫌いやだ。あいつの力は借りない」

　サキは頭かぶりを振った。

　あの夜以来、サキは一度も内なる声を呼よび出してはいない。

　声も、自らサキに語りかけようとはしていなかった。

「馬鹿野郎！　そんなことに拘こだわっている場合か！」

　ディアンが怒鳴る。

「……ヴィスナ、ディアン、周りの親しん衛えい隊士を頼たのむ。あなたたちなら、任せられるから」

「言ってくれるじゃない」

「ああくそ！　好きにしろ！」

　ヴィスナとディアンは、他ほかの親衛隊士からサキの背せ中なかを守る位置に立った。

（私には……背中を守らせてくれないのか、サキ？）

　ヨルカとともに女王を守るイーファは、胸むねが締しめつけられるような感覚を覚える。

「他の奴やつらを殺せ」

　マダウクは部下に命じると、サキに襲おそいかかった。

「発動！　迅じん雷らいの剛ごう剣けん！」

　紋章で速度と硬こう度どを上げたマダウクの剣が、鎬しのぎで攻こう撃げきを受け止めたサキの身体からだを吹ふき飛ばす。

　サキは体たい勢せいを立て直すと、間合いの外から跳ちよう躍やくして、頭上から袈け裟さ懸がけを狙ねらう。

　ギュン！

　無む防ぼう備びな肩かた口ぐちに入ったかに見えた、飢き魂こんの剣。

　だが、一いつ瞬しゆん後。

　ヒュンッ！

　そのすべてを切り裂さく、弾はじかれることのない血色の刃が、マダウクの纏まとう疾しつ風ぷうに弾かれ、サキの手を離はなれて宙ちゆうを舞まっていた。

　ガッ！

　飢魂の剣は、アランの足元まで飛んで石いし畳だたみに突つき刺ささる。

「サキ！」

　サキが丸まる腰ごしになったのを見たディアンが、死体からもぎ取った剣を放ほうった。

「！」

　これを転がりながらつかんだサキは、そのままマダウクの横よこ薙なぎを搔かい潜くぐり、脇わき腹ばらに斬きりつける。

　だが、鋼こう鉄てつ製せいの剣はギューンという音を立てて歪ゆがむと、白熱化し、粉々に砕くだけ散った。

　マダウクの周囲では、それぞれ別の渦うずを作る三つの風が空気に摩ま擦さつを起こし、凄すさまじい風ふう圧あつと熱を巻まき起こしているのだ。

「三重紋章の防御力……これほどまでに」

　ロレルが唸うなる。

　その時。

「取れ！」

　オルウェンを守りながら義ぎ勇ゆう兵へいを斬り伏ふせていたアランが、飢魂の剣の鍔つばを蹴けった。

「そいつは貪どん欲よくだ。血を吸すわせてやれ！」

　さらにもうひとりを屠ほふりながらアランは命じる。

「……そうか！」

　宙を舞う飢魂の剣が手の中に収おさまると、サキはその剣先で左手の甲こうを斬り、滴したたる紅あかい血を剣身に落とした。

　その鮮せん血けつが染しみ込こむと同時に、刃やいばが歓かん喜きに輝かがやき、血色に脈打ち始める。

「どうやら、破は壊かい者しやの血は旨うまいらしいね」

　サキは皮肉げに微笑ほほえむと、再ふたたび飢魂の剣を構かまえ、真まっ直すぐマダウクに突とつ進しんしていった。

「同じことだ」

　嘲ちよう笑しようするマダウク。

　しかし。

　ガガガガガッ！

　飢魂の剣は、マダウクを包む障しよう壁へきに触ふれると、周囲の空間を歪ひずませながらゆっくりと食い込んでいった。

「馬ば鹿かな！」

　風の障壁が悲鳴のような唸うなりを上げ、軋きしみ、抉えぐれ、次し第だいに裂さけ目が形成されてゆく。

「くそっ！　死ねいっ！　発動、爆ばく殺さつの激げき刃じん！」

　紋章で破壊力をさらに強化し、炎ほのおを纏まとった剣をサキの頭に打ち下ろすマダウク。

「砕くだけろ！」

　全身の力を剣先に集中して、障壁を穿うがつサキ。

「サキ！」

　イーファが再さい生せいを終えたばかりの右手で小剣を投げる。

　キンッ！

　回転して飛んだ小剣が、サキの頭を砕こうとするマダウクの剣に命中し、その軌き道どうをわずかに変えた。

　バッ！

　肩口を掠かすめたマダウクの刃の剣圧が、サキの頰ほおを裂いて血を飛び散らせる。

　次の瞬間。

　サキはその衝しよう撃げきを、身体を回転させることで受け流すと、その回転の力を逆ぎやくに血色の刃に乗せ、必殺の一撃を放つ。

「無音の剣！」

　七十三柱の邪じや妖よう神しんを封ふうじた妖剣が、赤い軌き跡せきを描えがいて奔はしると、マダウクの右みぎ胴どうを貫つらぬいた。

　右手を逆さか手てに持ち替え、そのまま斬り上げてゆくサキ。

　ブシュウウウッ！

　噴ふき上がるマダウクの血が、サキを取り巻く渦となった。

　飢き魂こんの剣けんは真っ赤に輝かがやき、その血を貪欲に吸い込んでゆく。

　バキッ！

　砕け散るマダウクの銀仮か面めん。

　その下にある、表皮のない、筋きん肉にくと頭ず蓋がいが剝むき出しとなった、おぞましい顔が顕あらわになる。

「これで……終わりだ！」

　ギュン！

　妖剣を振ふり抜ぬくサキ。

「馬鹿な！　この私が！　紋もん章しようを極きわめた、この私がああああーっ！」

　マダウクは肩かた口ぐちまで引き裂かれると、自らが発動させた烈れつ風ぷうの渦に巻き込まれてゆく。

　凄すさまじい風圧の中で、骨を砕かれ、肉を千切られ、挽ひき潰つぶされてゆくマダウク。

　そして。

　ブッシャアアアアーッ！

　唐とう突とつに風の渦が消えると、マダウクだったものは細かな赤い粒つぶとなって四散し、サキたちの上に降ふり注いだ。

「……あれだけ頼たよりにしてた自分の紋章に、止とどめを刺さされるとはね」

　サキは顔についた血を拭ぬぐうと、飢魂の剣を鞘さやに収おさめた。

「さすが妖剣」

　目の前の親しん衛えい隊士に止めを刺したディアンは、膝ひざを突つきながら舌したを巻まく。

「いえ。たとえ妖剣の力を借りたとしても、三重紋章の絶ぜつ対たい防ぼう御ぎよ、やすやすと打ち破やぶれるものではないのですが……」

　ディアンの背せ中なかに立つロレルは、斬きりかかる親衛隊士の腕うでを刎はね飛ばすと、眼鏡めがねを直した。

「いやはや、今ほどサキくんを敵てきに回さないで良かった、と思ったことはありませんよ」

「……本隊に合流する」

　マダウクが斃たおれたのを見て、義ぎ勇ゆう兵へいのひとりが右手を上げた。

　その男が副官なのか、それを合図に義勇兵たちは一糸乱みだれぬ動きで退しりぞき始める。

　九きゆう尾びの猫ねこたちが呆ぼう然ぜんと佇たたずむ間に、全員が街から姿すがたを消した。

「……今、あの男、本隊に合流するって言ったな？」

「ええ」

　ディアンとロレルが顔を見合わせる。

「……街門だ！」

「私は南の街門を！　ディアンは北を！　ヴィスナは西をお願いします！」

「うん、分かった！」

　三人は、街と外部の境きよう界かいである街門に向かって走り出した。




「立てる？」

　イーファは、石いし畳だたみに座すわり込んで肩で大きく息をしているサキに、恐おそる恐る手を差し出した。

「……何とか」

　サキはその手を握にぎり返し、ゆっくりと立ち上がる。

「まったく、無茶をする」

　サキが手を取ってくれたことにホッとしながらも、ついついキツい口調になるイーファ。

「あいつは」

　サキは、石畳の上に残るマダウクの仮面の破は片へんに目を遣やった。

「君を……傷きずつけたから。……いや、本当に君を傷つけたのは、僕ぼくかな？」

「さっきは……もう本当に、私とは口も利きいてくれないつもりなのかと思った」

「その方が……多分、正しい選せん択たくだと思う。けど、僕にはそんなの無理だ」

「じゃあ、今まで通りで……いいのか？」

「君が……僕のことを怖こわいと思わないなら」

「……思わない」

　イーファは、サキの手を握る手に力を込めた。




「あの少年は……」

　イーファとともに佇むサキを見ながら、オルウェンはアランに尋たずねていた。

「〝調停者〟である貴方あなた以外に、飢魂の剣を使えるあの少年は、一体何者なのです？」

「それですがねえ」

　アギたちとともに合流してきたメヴィルが、アランに代わって答える。

「いやまあ、凄すごいガキなんですよ。本人の話だと、邪じや妖ようの頭目の一匹ぴきを頭の中に飼かってるそうで」

「……では、彼が〝破は壊かい者しや〟のひとり」

　息を吞のむオルウェン。

「それが、何な故ぜ、〝調停者〟であるアランと一いつ緒しよに？」

「私が〝調停者〟だと知って……？」

　アランはそう言いかけてから、ふっと皮肉げに微笑ほほえむ。

「リネットを私の許もとに送り込んだのは、ヒベルニア聖せい王家だったな。忘わすれるところだった」

「リネットは……どうしています？」

　オルウェンは聞いた。

「私にはよく仕えてくれている」

「……そう、ですか」

　複ふく雑ざつな表ひよう情じようを浮うかべるオルウェン。

　そこに。

「西門だよ！」

　走って帰ってきたヴィスナが一同に告げた。

「ウートガルト軍が集結してる！　それも、すっごい数！」

「我々の後を、ずっとついて来ていた軍ですね」

「内と外から、一気に落とす気だったんだろうな」

　と、ロレルとディアンも戻もどってくる。

「さあてと、どうします、隊長さん？」

　メヴィルがアランの顔を覗のぞき込んだ。

「あたしらには、関係ないって言やあ、関係ない戦いですけど？」

「状じよう況きようをこの目で確かく認にんする」

　西門へと足を向けるアラン。

「わたしも参ります！」

　オルウェンもアランの後を追う。

　その時。

「ま、待て！」

　アランたちの前に立ち塞ふさがるように現あらわれたのは、先せん刻こく、サキに昏こん倒とうさせられた少年騎き士しドーナラッハだった。

「陛へい下かに対する狼ろう藉ぜきと、市民への残ざん虐ぎやくな振ふる舞まい！　断だんじて許ゆるさん！」

「……ああ、煩うるさい」

　ドーナラッハの背せ中なかに回ったサキは、その後頭部に蹴けりを入れる。

「ぐはっ！」

　再ふたたび白目を剝むくドーナラッハ。

「ドーナラッハ」

　オルウェンは守しゆ護ご騎士を引き起こすと、凜りんとした口調で告げた。

「落ち着いて、状況を見み極きわめなさい。市民に手を下したのは彼らではありません」

「し、しかし！」

「今はそれどころではありません。私たちについてきてください」

　優やさしくドーナラッハの肩かたに手を置くと、サキたちとともに西門に急ぐオルウェン。

「へ、陛下～！」

　ドーナラッハは戸と惑まどいながらも、女王の後に続いた。




「へえ、あれか？」

　隊列を作り、整然と荒こう野やを渡わたってくるウートガルト正せい規き軍を見渡して、サキは呟つぶやいた。

「五千以上はいるな」

　と、アギ。

「ええ。ざっと見たところ、騎兵が千五百に、胸きよう甲こう槍そう兵へいが千。軽けい装そう弓兵が五百に、残りは重装歩兵、といったところでしょうか？　当然、紋もん章しようを凝ぎよう着ちやくさせている兵も多数いるでしょうが、その数は分かりません。編へん制せいと規き模ぼから考えて、街を支し配はいした後の、ヒベルニア軍の反はん撃げきに対する防ぼう衛えい戦せんを想定しているようですね」

　ロレルが大岩の上から見下ろして分ぶん析せきすると、ドーナラッハを振り返った。

「こちらの兵力は？」

「さ、先ほどの奇き襲しゆうで大半が殺やられた」

　オルウェンが頷うなずくのを確認してから、ドーナラッハは答えた。

「騎士と衛えい兵へい、生き残りは合わせても三十人に満たない……と思う」

「巫ふ術じゆつ師しはどうです？」

「……全員が真っ先に」

　もともと、平和な街である。

　守しゆ備びに関かかわる人員は当初から、二百人をわずかに超こえる程てい度どだったのだ。

「どうしようもありませんなあ」

　メヴィルは頭を搔かいた。

「隊長、あたしとしては、この国のことはこの国の方々に任まかせ、このまま南門か北門からトンズラするって策さくが、お勧すすめなんですけど？」

「いや」

　アランは不ふ敵てきに微笑ほほえんだ。

「小こ賢ざかしい手しゆ段だんで私を嵌はめようとしたウートガルトの元老院には、少しばかり警けい告こくを与あたえてやらねばならぬ」

「……まあ、そう仰おつしやるような気はしてたんですけど」

　諦てい観かんの表ひよう情じようを浮うかべるメヴィル。

「で、どうするんです、隊長？　このまま突つっ込こんでも、あっという間に全ぜん滅めつですよね？」

　トリストが尋たずねた。

「地理的には、こちらが高い位置にある分だけ有利なんですが……」

　考え込むロレル。

「地理的にはそうでも、数的に絶ぜつ対たい不利でしょうが！」

　その胸むねに、ヴィスナが指を突きつける。

「紋章もほとんど使いきったしな。結局、手て詰づまりか」

　と、腕うで組ぐみをしてディアンが眉まゆをひそめたその時。

「手は……ないこともない、かなあ？」

　メヴィルが、無ぶ精しよう鬚ひげに手をやりながら呟つぶやくように言った。

　全員の視し線せんが、一いつ斉せいにメヴィルに集まる。

「いや、見ての通り、あの軍は統とう制せいが取れてるでしょ？　て言うか、取れ過すぎてる。となりゃあ、話は簡かん単たん。狙ねらいは指し揮き官かんだよ」

「指揮官を斃たおせばいいの？」

　と、ヴィスナ。

「おいおい、斃しちゃったら駄だ目めよ。全軍の指揮を副官の誰だれかが引き継つぐだけだし。要は殺さずに指揮官を押おさえ、撤てつ退たいの命令を出させることなの」

「殺さずに、かあ」

　少し不満げなサキ。

「お前には一番難むずかしいことだな」

　ディアンはその頭をポンと叩たたく。

「指揮官は恐おそらく、あの戦旗の近くにいるはずだから」

　メヴィルは、軍ぐん勢ぜいの中心近くに立つ、白地に蒼あおい十字が入った旗を指さして続けた。

「全員が一ひと塊かたまりとなって騎き馬ばで突っ込み、速そつ攻こうで指揮官を捕とらえる。まあ、可か能のうな作戦だけど、問題がひとつ」

「問題？」

　サキはメヴィルの顔を見る。

「この西門が、ガラ空きになるってこと。生き残りの騎士と衛兵じゃ、多分ここを支ささえられないでしょ？　こっちが指揮官を押さえる前に街中に雪な崩だれ込まれたら、その後でいくら指揮官を押さえても戦せん況きようはひっくり返せない。敵の中で孤こ立りつした九きゆう尾びの猫ねこは、哀あわれ一いつ巻かんの終わり」

「……それで、その対たい策さくは？」

　アランは促うながした。

「貴き様さまのことだ。既すでに考えているのだろう？」

「それも考えてるっていやあ、考えてるんですけどねえ。ご同意頂いただけるかどうか……」

　頭を搔いたメヴィルは、オルウェン女王の前に跪ひざまずいた。

「女王陛へい下か。貴女あなたには、ここに踏ふみ留とどまって、みんなの総指揮をして頂きたい」

「！」

　息を吞のむオルウェン。

「わ、私は軍隊の指揮など……」

「なあに、実じつ際さいのところ、いて貰もらうだけで構かまわないんですよ。それだけでも、士気は随ずい分ぶんと上がる」

　メヴィルの瞳ひとみが狡こう猾かつに光る。

「それとも、貴女、市民が虐ぎやく殺さつされ、街が蹂じゆう躙りんされるのを、指を咥くわえて見ている御お心算つもりで？」

「っ！」

　オルウェンは、キッとメヴィルを睨にらんだ。

「やり方を指し示じして頂ければ、やってみせます！」

「宜よろしい」

　メヴィルはニヤリとすると、女王の傍かたわらで呆あつ気けに取られているドーナラッハに声をかけた。

「そこのとっぽい坊ぼうや、済すまないけど、二、三人、兵を連れて、街中に触ふれ回ってくれないかなあ？　女王が街を守るために立ち上がったってさ」

「ふ、ふざけるな！」

　我われに返ったドーナラッハは怒ど鳴なる。

「そんな作戦が認みとめられるか！　誇ほこり高き守しゆ護ご騎き士しが後こう塵じんを拝はいし、敵てき国こく人に陛下と街の運命を預あずけるなど言語道……ぐはっ！」

「ああ、こいつ、本当に煩うるさい」

　ドーナラッハの後頭部を、剣けんの柄つかで殴なぐりつけたサキは言った。

「守護聖騎士ドーナラッハ」

　オルウェンは、頭を振ふって起き上がる少年騎士に告げる。

「私からの命令です。生き残りの兵を数名連れて、伝令に走りなさい」

「……ぎょ、御ぎよ意い！」

　ドーナラッハは歯を食い縛しばりながら胸むねにこぶしを当てると、仲間の騎士を連れて街中に向かった。

「では、みなさん、御ご武ぶ運うんを」

　メヴィルは九尾の猫の面々を振り返ると、そう言った。

「待ってよ、副長は行かないの？」

　戦せん斧ぷを担かつぎながら、顔をしかめるヴィスナ。

「あたしはここで、女王陛下に助言を差し上げなければいけませんからねえ」

　メヴィルはニヤリと笑う。

「それにさ、年取ると肉体労働は辛つらいのよ」

「副長」

　ヨルカとイーファが馬を曳ひいてきたのを見て、サキはメヴィルに声をかけた。

「もうひとつ問題が」

「へ？」

「ここまで一いつ緒しよに旅してきて分かってると思うけど、僕ぼく、馬って生き物全ぜん般ぱんと相あい性しようがよくない」

「……そうか」

　ディアンが額ひたいに手を当てた。

「こいつの乗馬、最低だったな」

「問題ない」

　と、イーファが前に出る。

「サキは私の後ろに乗ればいい」

「嫌いやだよ、格かつ好こ悪い！」

「問答無用だ」

　イーファはひらりと鞍くらに跨またがると、サキの手をつかんで強ごう引いんに引き上げる。

「これで、問題解かい決けつね」

　ヨルカはクスリと笑い、アランに白馬の手た綱づなを渡わたす。

　アランは九尾の猫の残りの面々が乗馬するのを確かく認にんすると、剣を抜ぬいて高く掲かかげた。

「出しゆつ撃げき！」

　アラン。

　ディアン。

　ヨルカ。

　ヴィスナ。

　トリスト。

　アギ。

　ロレル。

　そして、サキとイーファ。

　八騎の九人は、土つち煙けむりを蹴け立たてる蹄ひづめの音とともにグウェントの岩山を駆かけ下り、五千の敵てき兵へいが待つ荒こう野やへと向かって行った。







[image: 【七の段】九尾の猫、馳せる]










　たった八騎きで駆け下りてくる九きゆう尾びの猫ねこに、ウートガルト軍が戸と惑まどったのは一いつ瞬しゆんのことだった。

　すぐに猫たちに向けて、長弓兵の放つ無数の矢が浴びせられる。

　ヒュンヒュンという、矢羽根が風を切る音。

「甲こう外がい套とう！」

　黒い外套を翻ひるがえし、矢を弾はじく猫たち。

　甲外套のない闇やみ隊士の二人は、手た綱づなを口に咥くわえて小しよう剣けんを逆さか手てに握にぎり、飛んでくる矢を片かた端はしから斬り捨すててゆく。

　矢に交まじり、時折、攻こう撃げき系けい紋もん章しようによる火か炎えん弾だんが飛んでくるが、街攻ぜめのために紋章を温おん存ぞんしているのか、数は多くない。

「続け！」

　アランを先頭に、九尾の猫はそのまま、軍団の最前列を構こう成せいする胸きよう甲こう槍そう兵へい隊に突とつ撃げきをかける。

「雑ざ魚こに構かまうことはありません！　狙ねらいは敵てき将しようのみ！」

　王都最大の剣けん術じゆつ道場の師し範はん代だい、ロレルが放つ三さん段だん突づきが、まず最初の敵兵を即そく死しさせた。

「旋せんっ！」

　ヴィスナの戦せん斧ぷが一いつ閃せんし、槍やり衾ぶすまを切り裂さく。

「よし！　敵の中に飛び込こんだ！　これでもう矢と火炎弾は飛んでこないよ！」

　怖こわいのは攻撃力や防ぼう御ぎよ力を高める補ほ助じよ系の紋章だが、こちらを少数だと侮あなどってくれている間は、発動させてくる可か能のう性せいは低いだろう。

「死にたくない奴やつは退ひけっ！」

　ディアンの大剣クレイモアに、兜かぶとごと頭ず蓋がいを割わられる槍兵。

「華か麗れいに……舞まい散れ！」

　トリストの二刀流が描えがく光の軌き跡せきの前に、血ち煙けむりを噴ふき上げてウートガルト兵は斃たおれてゆく。

「ちっ！」

　低い姿し勢せいで馬を縦じゆう横おう無む尽じんに走らせ、鎧よろいの隙すき間まの急所のみを狙うのはアギ。

「あらあら、あまり早く逝ゆく殿との方がたは、女性に嫌きらわれてよ！」

　一瞬のうちに小剣で四人の喉のどを搔かき切ったのは、ヨルカである。

「戦旗は……あれか」

　アランは無む造ぞう作さな一撃で文字通りに重じゆう装そう歩兵を真っ二つにすると、指し揮き官かんがいると思われる方向を目指して白馬を疾しつ駆くさせた。

　九尾の猫は一いち団だんとなって、アランに続く。

「あれ、罠わなってことはないよね⁉」

　軍旗に目を遣やり、ディアンに尋たずねるヴィスナ。

「この規き模ぼの軍団の指揮は、れっきとした武ぶ人じんが執とる！　正々堂々、軍ぐん律りつに従したがって行動するはずだ！」

「それに、軍旗を見て兵は動くのよ。下へ手たな小細工をしようとしたら、指揮系けい統とうが混こん乱らんするわ！」

　と、ヨルカ。

「なるほど！」

　ヴィスナは頷うなずくと、紋章を発動させようとしていた槍兵の胸甲を戦斧で叩たたき割った。




「うわっ！」

　鋼こう鉄てつの鎧を着込んだ重装歩兵の胴どうを薙ないだ途と端たん、サキはその反動で鞍くらの上から身体からだを持っていかれそうになった。

「君は体重が軽い！　飛ばされないようしっかりしがみつけ！」

　手綱を操あやつるイーファが怒ど鳴なる。

「分かった！」

　イーファの身体に回した手に、力を込めるサキ。

「……わざとやってるのか？」

　イーファは怖こわい目でサキを振ふり返った。

「え、何⁉」

「その手だ、手！　どこをつかんでいる！」

「……あ」

　サキは自分の手が、随ずい分ぶんと上の方に回っていることに今、気がついた。

「ごめん、胸むねだって気がつかなかった」

「この……！」

　と、怒おこりかけたイーファは、ふっと微笑ほほえむ。

「……よかった、いつものサキだ」

「何⁉　蹄ひづめの音でよく聞こえないんだけど⁉」

　怒鳴るサキ。

「何でもない！　速度を上げるぞ！」

　イーファは手綱をしっかりと手首に巻まきつけると、馬の腹はらを蹴けった。




　その頃ころ。

　戦場となっている荒こう野やを見下ろす、グウェントの西門では。

　ドーナラッハたちの呼よびかけに応おうじ、市民たちが武ぶ器きを手に集まりつつあった。

　ざっと見たところ、その数は百人以上。

　中には、女性や子こ供どもの姿すがたもある。

「陛へい下か、みなの者に御ご指し示じを！」

　ドーナラッハはオルウェンの前に跪ひざまずく。

「あ、あの……」

　途と方ほうに暮くれた表ひよう情じようで市民を見み渡わたすオルウェン。

「女王陛下」

　オルウェンの耳に、メヴィルが囁ささやく。

「もうすぐ、ウートガルト軍がこの西門に到とう達たつしますよ」

「見れば分かります！」

「……気持ちは痛いたいほど分かりますがね」

　メヴィルは頭を搔かいた。

「ここに集まった連中のうち、これから貴女あなたが発する言葉の所せ為いで、何なん割わりかは確かく実じつに死ぬ。その覚かく悟ごができてないんでしょ？」

「！」

　顔を強こわ張ばらせるオルウェン。

「ま、確たしかに市民にとっちゃ、ここで戦って死ぬより、ウートガルトに支し配はいされる方が幾いくらかマシかも知れない。政まつりごとの形なんて、王おう制せいだろうが共和制だろうが、結局どれでも一いつ緒しよ、庶しよ民みんにしてみれば大した違ちがいはない。どんな政せい治じ体制も、年月が経たてば腐くさって崩くずれ落ちるものだしさ。だがね、もう一度よく見てみるんだ、女王さん」

　メヴィルは広げた手を市民たちの方へと向けた。

「あの連中は貴女の名の許もとに集まった。貴女のために死ぬ心算つもりで集まったんだ。そんな奴やつらに、貴女は何の餞はなむけの言葉も与あたえずに死に追いやる気かい？」

「わ、わたしは……」

　俯うつむく女王。

「それにさ」

　メヴィルは背せ中なかを丸めたまま、荒野を見下ろす。

「あそこじゃ、あたしの上官と部下が、てめえの国でもない、それどころか、敵てき国こくの街を守るために、命を張はってんだ。それでも、貴女は責せき任にん逃のがれを続ける御お心算つもりですかね？」

「……ドーナラッハ」

　オルウェンは顔を上げて少年守しゆ護ご騎き士しに言った。

「幼おさない子供たちだけは下がらせなさい。この街を建て直すのに必要な、尊とうとい命です」

「はっ！」

　命令に従したがい、行動するドーナラッハ。

「グウェントの民たみよ」

　子供たちが門の奥おくに全員退しりぞくのを確かく認にんすると、オルウェンはまず、静かに一人一人に語りかけるように始めた。

「今日この日、平和で豊ゆたかなこのグウェントの街は、隣りん国ごくウートガルトの尖せん兵ぺいによって卑ひ劣れつ極きわまりない奇き襲しゆうを受けました。街を護まもろうとした兵士のほとんどが戦死を遂とげ、また多くの市民が無む慈じ悲ひな敵の刃やいばの前に斃たおれました。亡なくなった、いえ、殺された方々の中には、貴方あなたたちの親、兄弟、子供、友人、そして恋こい人びとがいたことでしょう。しかし、その悲しみが癒いえる間もなく、ウートガルトは更さらなる軍ぐん勢ぜいをもって、この街を蹂じゆう躙りんしようとしているのです。見なさい！」

　オルウェンはさっと手を振ふり上げ、戦せん塵じん舞まい上がる荒野を指さした。

「彼らは今にも、この街門に達し、街を支配下に置こうとしています。我われ々われは、彼らを恐おそれ、その暴ぼう虐ぎやくを再ふたたび許ゆるすべきなのでしょうか？」

　否ひ定ていの声が、人々の間から上がる。

「ウートガルトに膝ひざを屈くつし、門を開いて恥ち辱じよくとともに彼らを受け入れるべきなのでしょうか？」

　さらに高まる拒きよ否ひの声。

「それとも！」

　女王は市民を振り返り、一いち段だんと声の調子を高めた。

「武器を手に、ヒベルニアの民たみの勇ゆう敢かんさを彼らに思い知らせるべきなのでしょうか⁉」

　肯こう定ていの歓かん声せいが、街がい壁へきを揺ゆるがすほどに響ひびき渡る。

「ヒベルニア神しん聖せい女王オルウェン二世は、ここに誓ちかいましょう！　勇気あるグウェントの民を、決して見み捨すてはしないと！　貴方たちとともに武器を取り、自らが先頭に立って、私はウートガルトの邪じや悪あくな軍勢に鉄てつ槌ついを下すと！　聖王国とグウェントに栄光あれ！」

　オーッ！

　熱気と歓声がひとつのうねりとなって、グウェントを包み込んだ。

「シモン！　弓を使える者を集めて街壁に上らせろ！　セプティマス、門の前に防ぼう塞さいを築きずけ！　ケイン！　槍やり衾ぶすまで騎き兵へいの突とつ撃げきを防ふせげ！」

　矢や継つぎ早に命令を飛ばすドーナラッハ。

「残りの者は陛へい下かとともに門の正面に立て！」

　ビュン！

　流れ矢が飛んできて、ドーナラッハの鎧よろいを貫つらぬき、腕うでに突つき刺ささる。

「っ！」

　少年騎士はそれを引き抜ぬくと、声を張はり上げた。

「敵兵恐るるに足らず！　我らには聖女王の御ご加か護ごがある！」




　一方。

　ウートガルトの戦旗まであと少しというところで、九きゆう尾びの猫ねこたちは完全に敵兵に包囲されていた。

「子こ供どもの頃ころに吟ぎん遊ゆう詩人が聞かせてくれた唄うただとさ、英えい雄ゆうは何百人もの敵を一度に相手にして、見事に勝つんだけどねえ」

　馬上のトリストが、肩かたで息をしながら笑う。

　志し士し相手の戦いでは、髪かみの毛一本も傷きずつけられたことのないトリストが、無数の傷を負い、右目が半分開かなくなっている。

「……どうも現げん実じつは厳きびしいみたいだよ」

「血と脂あぶらで戦せん斧ぷが鈍にぶってきた！」

　刃が敵兵の鎧よろいに弾はじかれるのを見て、舌した打うちするヴィスナ。

「こちらは軽けい装そうである分、鎧に身を固めた騎兵に機き動どう性せいで優まさります！　動いて、動いて、相手を翻ほん弄ろうするんです！」

　ロレルは叫さけぶ。

　既すでに愛用の眼鏡めがねは飛び、その全身は自分のものか、相手のものか分からない血に染そめ上げられている。

「これは……通つう常じよう料金じゃ見合わない仕事になってきたわね」

　小しよう剣けんを握にぎる手に、痺しびれを感じてきたヨルカが呟つぶやいた。

「金きん額がくの交こう渉しようは後にしろ！」

　併へい走そうするディアンも、自分の剣けん捌さばきからキレが失われてきたのを感じ始める。

　敵と接せつ触しよくした時にはほとんど一ひと塊かたまりになっていた九尾の猫だが、この時点では先頭のアランと殿しんがりのアギとの間には、かなりの距きよ離りがあるのが分かる。

「サキ、しっかり捉つかまれ！」

　ディアンたちのやや前方に位置しているイーファはそう言うと、正面の槍衾の頭上を馬に跳とび越こえさせた。

「流石さすが！　田舎いなか育ちは手た綱づな捌きが巧うまいね！」

　着地と同時に身体を捻ひねり、槍兵の頭を刎はね飛ばすサキ。

「もう一度そういうことを言う気なら、振り落として蹄ひづめで踏ふみつけるからな！」

　イーファは鞍くらの上で前ぜん傾けい姿し勢せいを取ると、先行するアランを追う。

「戦旗までもう少し！」

　血ち煙けむりを上げる飢き魂こんの剣。

　と、その時。

　殿を務つとめていたアギが、背後から矛槍ハルベルトで腕を引っ掛かけられてドウッと落馬した。

　さらに、突進してきた騎兵の戦せん槍そうが、立ち上がろうとしたアギの胸むねを突く。

　ドスッ！

　甲こう外がい套とう越しであったために突き刺さることはなかったが、衝しよう撃げきで肋ろつ骨こつが砕くだけ、アギは地面を転がる。

「隊長！　ディアン！　先に行ってくれ！　僕ぼくらはここで！」

　トリストはそう仲間に告げると馬を返し、アギのところに戻もどる。

「生きてるかい？」

　馬から降おり、アギを引き起こすトリスト。

「付き合いのいいこったな」

　何とか立ち上がったアギは重装歩兵の盾たてを拾い、引き裂さいた制せい服ふくで左手に縛しばりつけた。

「斬きりまくるぜ」

「まあ、美女の見てないとこで張はり切っても、しょうがないんだけどねえ」

　トリストは剣を十字に構かまえる。

「その台詞せりふ、ヴィスナの前で言えるか？」

「それは勘かん弁べん」

　二人は笑い、押おし迫せまる軍ぐん勢ぜいの前に立ちはだかった。




「アギたちが！」

　馬を疾しつ走そうさせながら、取り残されたトリストとアギを振ふり返るイーファ。

「大だい丈じよう夫ぶ！　あの連中は簡かん単たんにくたばるような連中じゃない！　それより指し揮き官かんは⁉」

　と、サキ。

「もうすぐ！」

　指揮官の位置を示しめす戦旗は、今や細かい装そう飾しよくがはっきりと見える距離にまで近づいてきていた。

　だが、近づけば近づくほど、敵てきの抵てい抗こうは激はげしくなる。

　ビュン！

　重装歩兵の矛槍ハルベルトがイーファの首くび筋すじをかすめ、鮮せん血けつが噴ふき出す。

　それを見たサキは、自分の甲外套を脱ぬぐと、それでイーファの身体からだを包み込こむ。

「……あ」

「君が平気なのは知ってる。けど、こうしてる方が、僕が安心して戦えるんだ」

　サキはそう言うと、飢魂の剣で重装歩兵を盾ごと真っ二つにした。




「見えました！　あと少し！」

　サキたちのすぐ後ろにいたロレルも、敵の指揮官の位置を確かく認にんした。

　戦旗を掲かかげる旗手の傍かたわらにいるのは、金の装飾をあしらった青い板金甲かつ冑ちゆうを身につけた、堂々たる体たい格かくの老人。

　誇ほこらしげに胸を張り、ここまで来られるものなら来てみろと、九きゆう尾びの猫ねこたちを睨にらみつける。

「……二手に分かれるぞ」

　血を吸すって重くなった甲外套を脱ぎ捨すて、アランはロレルに言った。

「はい！」

　長年ともに戦ってきたロレルは、一いつ瞬しゆんのうちにアランの意図を読み取ると、仲間に指し示じを出す。

「ディアンとヨルカ、それに私は正面から！　サキくんたちとヴィスナは、隊長について後方に回ってください！」

「分かった」

「了りよう解かい！」

　右に馬の向きを変えるアランとヴィスナ。

「こっち！」

　イーファは馬を左に走らせる。

　残りの三騎きは指揮官を目指し、さらに速度を上げた。

「派は手でに行きますよ！　こちらは囮おとりです！　全軍の目を引きつけます！」

「任まかせろ！」

　突とつ撃げきをかけるディアンたち。

　だが、重じゆう装そう歩兵が盾を並ならべ、指揮官を護まもる壁かべを作るとともに、左右、そして背はい後ごから槍兵が押し寄せ、ディアンたちの馬を狙ねらった。

　ドウッ！

　馬の首を槍に貫つらぬかれ、振り落とされるディアン。

　ディアンは斃たおれる馬から飛び下り様、大剣クレイモアを振り下ろして槍兵のひとりを屠ほふる。

　ヨルカとロレルは、馬を捨て、ディアンの許もとに集まる。

「さてと、あと何人斬きれますかね？　私はここまでで、九十人ほど斬りましたが？」

　矢に射い貫ぬかれた足を引き摺ずりながら、ロレルは微笑ほほえむ。

「俺おれは今のところ、八十六人。四人負けてるな」

　と、ディアン。

「私は少なめに見積もって、七十の後半ね」

　二人と背せ中なか合わせに立つヨルカは、手のひらを滑すべらせる血を裾すそで拭ぬぐう。

「さてと、どこまで数字を伸のばせるかな？」

「何か賭かける、ディアン？」

「これから半年分の飲み代しろは？」

「乗りました」

　三人は押し寄よせるウートガルト兵の中に飛び込んでいった。




　一方。

　グウェントの西街門には。

　大きな弧こを描えがいて上空から降ふり注ぐ矢の驟しゆう雨うと火か炎えん弾だん、そして荒あれ狂くるう波のように突とつ撃げきを仕し掛かけてくる騎兵の前に、グウェントの市民兵は絶ぜつ望ぼう的な戦いを強しいられていた。

　ひとり、またひとりと、戦い慣なれしていない市民たちは斃れてゆく。

　生き残っている者は、既すでに最初の半分にも満たない。

「左の防ぼう御ぎよが薄うすいね。あと、右は突出し過すぎだ」

　迫せまってくるウートガルト軍を冷静に見み渡わたして、メヴィルが少年騎士に助言を与あたえる。

「ケイン、数名連れて左さ翼よくを支ささえろ！　セプティマス！　防ぼう塞さいまで下がって兵を立て直せ！」

　それに従したがって指し示じを出すドーナラッハの顔に、疲ひ労ろうの色が浮うかぶ。

「あと、どのくらい保もちますか？」

　凜りんとした姿し勢せいで市民たちの間に立つオルウェンは、メヴィルに尋たずねる。

「それほど長くは」

　メヴィルは正直に答える。

「もし……街が陥かん落らくされるような事じ態たいになれば、私は徒いたずらに市民の命を奪うばったことになりますね」

「そうならないように」

　ビシッ！

　メヴィルは女王に向かって飛んできた矢を、鎧よろい通どおしで真っ二つに叩たたき折る。

「猫ねこたちが戦ってんです。弱気なとこ、あんま見せないで下さいよ」




「……このままじゃ」

　戦せん斧ぷを折られたヴィスナが遅おくれ始めたのを見て、サキは唇くちびるを嚙かんだ。

　併へい走そうするのはアランのみ。

　トリストやアギは、もうどの辺りにいるのかも分からない。

　指し揮き官かんはすぐ目の前だが、周囲を囲む兵士は既すでに、紋もん章しようで攻こう撃げき力を上げた炎ほのおの剣けんを構かまえている。

「急がないと、みんなが……」

　手た綱づなを握にぎるイーファが呟つぶやく。

「くそっ！」

　サキは飢き魂こんの剣を水平に構えると、内なる声に呼よびかけた。

「……我わが身に宿りし、闇やみの力よ！　血と苦く悶もんと悲ひ嘆たんに飢うえし、悪あしき存そん在ざいよ！　我われ……汝なんじを解放す！」

　輝かがやく緋ひの風の衣ころもが、サキとイーファの身体からだを包み込む。

『……女を抱だくのに馬の上とは無ぶ粋すいな。それともこれは新しい趣しゆ向こうか？』

　内なる声は、からかうように言った。

「いいから力を貸かせ！　この前の一いつ件けんは忘わすれてやる！」

『随ずい分ぶんと高たか飛び車しやな物言いよの。とても何かを頼たのむ態たい度どとは思えぬ』

　ほんの少し、拗すねた様子の声。

『……まあ、よかろう。ただし、この間のことを忘れてやるのは、わらわの方じゃ。よいな？』

「分かったよ、それでいい！」

『ふん。久ひさ方かた振ぶりの逢おう瀬せ、あまりわらわを失望させるでないぞ』

「ああ、たっぷり血を味あわせてやる！　お前にも、飢魂の剣にも！」

　サキはニヤリと笑うと、アランに声をかける。

「隊長！　周りの雑ざ魚こは全部引き受けた！　隊長は指揮官を！」

「よかろう！」

　アランは白馬の腹はらに拍はく車しやを当て、さらに速度を上げる。

「イーファ、ここからなるべく離はなれて！」

「えっ！」

　サキは鞍くらの上から飛び下りると、イーファが距きよ離りを取るのを待って、飢魂の剣を高く掲かかげた。

「こっちだ！　共和国の狗いぬども！」

　血色に脈打つ妖よう剣けん。

「仕し留とめろ！」

　赤い輝きを目指し、紋章で強化されたウートガルト兵たちが、四方から一いつ斉せいに襲いかかる。

「虚こ空くう……」

　片かた膝ひざを突つき、逆さか手てに飢魂の剣を持ち替えるサキ。

　纏まとっていた緋色の風が急速に光を失い、その代わりに漆しつ黒こくの影かげが風と化して、少年の身体を包み始める。

　そして、その影は渦うずを描えがいて次し第だいに周囲に拡ひろがり、サキを囲む兵士たちを取り込んでゆく。

「サキ⁉」

　危き険けんを察知し、馬を暗黒の渦から遠ざけるイーファ。

　一いつ瞬しゆん後。

「斬ざん砕さい！」

　サキは暗黒の渦の中心で身体を回転させながら、信じられないような速度で飢魂の剣を一いつ閃せんさせた。

　ギュインッ！

　妖剣が切り裂さいたのは、敵てき兵へいでも風でもなく、空間そのもの。

　漆黒の中、稲いな妻ずまが奔はしったように見えるのは、飢魂の剣が生じさせた空間の綻ほころびだった。

　バチバチバチバチッ！

　何かが弾はじけるような音とともに、空間内に囚とらわれていたウートガルト兵たちが切り刻きざまれ、肉にく塊かいと化してゆく。

「うぎゃああああああっ！」

　その阿あ鼻び叫きよう喚かんの世界で、飢魂の剣は血を浴び、赤く脈打つ。

　そして、サキの身体が再ふたたび緋色の光の風に包まれた時。

　周囲の大地は、原形を留とどめぬ数百の死体で埋うめ尽つくされていた。

「こ、これは……」

　言葉を失う敵てき指し揮き官かん。

　そこに、アランが背はい後ごから強きよう襲しゆうをかける。

「ヴァイマーヘン大公か！」

　振り向き様、剣を抜ぬこうとする指揮官。

　だが、一瞬早く、白馬から飛び下りたアランが指揮官を地面に押おし倒たおし、その喉のど元もとに剣の切っ先を突きつける。

「貴き殿でんに問う。戦場にて、勇とは何か？」

　アランは言った。

「大たい義ぎの前に、己おのれの命を投げ出すことよ」

　老指揮官は答える。

「仁じんとは？」

「兵と同じ死地に、己を置くこと」

「では、知とは？」

「……可惜あたら兵を失わず、能よく負けるを知ること」

「…………」

　アランは、指揮官の首くび筋すじから剣を離して立たせた。

「兵を退ひかれよ」

「貴殿もな、大公」

　指揮官は頷うなずいた。




　　　　＊　　＊　　＊




「いや～、二、三人は死ぬと思ってたんだけど、結けつ構こうみんなしぶといねえ」

　戻もどってきた九きゆう尾びの猫ねこの面々を出で迎むかえたメヴィルは、ニッと笑った。

　既すでに荒こう野やからウートガルト軍は去り、西街門の前に残っているのは女王とドーナラッハ、それと軽けい傷しようで済すんだ少数の市民だけだ。

「このオッサンは……」

　呆あきれるヴィスナだが、疲つかれ果てていて、張はり倒すこともできない。

　一番重傷なのは、アギと、彼を庇かばって獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくを見せたトリスト。

　トリストの方は意い識しきが未いまだ戻らず、オルウェンの巫ふ術じゆつを受けた後、医い師しのところで手当てを受けている。

「オルウェン」

　イーファに貸かしていた甲こう外がい套とうを羽は織おりながら、サキは女王に声をかける。

「僕ぼくは今でも祈いのる気にはなれないけど、君の祈りは誰だれかにとどいたようだね」

「はい」

　オルウェンはニッコリと頷いた。

「き、貴様！　陛へい下かをオルウェンなどと呼よび捨すてにするとは！　そこに直れい！」

　怒ど鳴なりながら剣けんを構かまえるドーナラッハ。

「ほんっと、こいつ、騒そう々ぞうしい」

　ドガッ！

　サキはもう一度、ドーナラッハに蹴けりを食くらわせて白目を剝むかせた。

「あの」

　オルウェンは白馬から降おりたアランを振ふり返る。

「あなた方には、どのように感かん謝しやすればよいのか……」

「感謝をされる謂いわれはない」

　アランはオルウェンの腕うでを取った。

「では、来てもらおうか、トロンヘイムへ」

「……隊長？」

　ヴィスナが眉まゆをひそめる。

「まさか、その子を？」

「女王を連れてトロンヘイムに帰る。それが私の任にん務むだ」

　アランは告げた。

「分かってるんですか⁉」

　ディアンは、信じられないといった目でアランを見る。

「隊長、王はあなたを嵌はめたんだ！　トロンヘイムに、あなたの帰る場所はない！」

「任務は果たす。それだけのことだ」

　オルウェンの腕を引くアランは、小さな声で付け加える。

「……それと、大切な約束も」

　目の前で起こっていることが信じられず、周囲の市民は戸と惑まどいの表ひよう情じようで立ち尽つくしている。

　イーファやロレルたちも、動くことができない。

「……隊長、駄だ目めだ」

　ディアンは躊躇ためらった後に、大剣クレイモアをアランに向けた。

「俺おれはあなたを行かせはしない」

「面おも白しろい、貴き様さまの腕で私を止められると思うか？」

　アランはふっと笑い、オルウェンから手を離はなす。

「命を捨すてる気でかかれば、できないことはない！」

　ディアンはそう言い放つと、大剣クレイモアを上じよう段だんに振り上げた。

　だが。

「自うぬ惚ぼれるな」

　ギュン！

　アランの剣の切っ先が、抜ぬく手を見せずにディアンの右みぎ胸むねを貫つらぬいていた。

「ごほっ！」

　膝ひざを突つくディアンの口から、血がこぼれる。

「隊……長……」

　それでも立ち上がろうとするディアン。

　その時。
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「死にたくなければ退ひくことね」

　ディアンの首くび筋すじに剣を突きつけたのは、ヨルカだった。

「女王を連れ帰るかどうかはともかく、隊長にはトロンヘイムに帰って頂いただかないと、私が困こまるのよ」

「どういう心算つもりだ？」

　ディアンは霞かすんでゆく瞳ひとみで恋こい人びとを見上げる。

「私の任にん務むはアラン隊長の監かん視し。今、彼に亡ぼう命めいされることは、ハディング陛へい下かにとって非ひ常じように面おも白しろくないことなの」

「……王が隊長を陥おとしいれる気だったことも、ウートガルトとの密みつ約やくも、全すべて知っていたんだな？」

　血に咽むせながら、ディアンはヨルカを睨にらんだ。

「闇やみ隊士である私が、どうしてこの作戦に参加したのか、少し考えれば分かったはずよ」

　ヨルカは平然と答える。

「闇隊士は確たしかに金で動く。けれど、その忠ちゆう誠せい心しんは、常つねに王家と十二人委員会にあるの」

「闇隊士であることを……捨すてることはできないのか⁉」

　悲ひ痛つうな表情を浮うかべるディアン。

「ベルトリューシュ家を簡かん単たんに見捨てられたあなたなら、トロンヘイムも捨てられるんでしょうね」

　ヨルカは口元を皮肉げに歪ゆがませる。

「だけど、闇隊士の長おさとして、私はトロンヘイムを裏うら切ぎれない。国を、国王陛下と十二人委員会を裏切ることは、即そく、里の滅めつ亡ぼうを意味するのだから。私は里を守るためなら、あなたを殺すことさえ厭いとわないわ」

　ザクッ！

　ヨルカの小しよう剣けんが、ディアンの太ふと股ももに突き立てられた。

「本気よ、これで分かった？」

　ヨルカは血ち溜だまりに沈むディアンの頰ほおを撫なでると、イーファの方を振ふり返った。

「イーファ、邪じや魔まをするようなら、他ほかの隊士たちも斬り捨てなさい」

「で、でも！」

　サキとヨルカを交こう互ごに見るイーファ。

「長としての命令よ」

「……はい」

　イーファは唇くちびるを嚙かみ、小剣を逆さか手てに構かまえた。

「隊長！」

　ヴィスナはディアンの許もとに駆かけ寄よると、冷たくなってゆくその身体からだを抱だきしめながらアランを睨む。

「ディアンは！　ディアンは、あんたのことを思って止めようとしたのに！」

「相手を斬きる心算つもりがないのに剣を抜く者は、当然、血の海に沈しずむことになる」

「このっ！」

　ディアンの大剣クレイモアを拾おうとするヴィスナ。

「止やめろ！　お前じゃ相手にならねえ！」

　その手首を握にぎって止めたのは、満身創そう痍いのアギだ。

「アギ、貴様も私に歯向かうか？」

　と、アラン。

「いや。けど、あんたと行動を共にするのもここまでだ。ディアンは俺たちの仲間だ。仲間を斬る人間を、俺は隊長として認みとめられない」

「隊長、あなたの選せん択たくは間ま違ちがっています」

　苦く悩のうの表ひよう情じようを浮かべたロレルが頭かぶりを振り、ディアンを助け起こす。

「あらあら、いいお友達に恵めぐまれたわね、ディアン」

　冷やかすように肩かたをすくめるヨルカ。

「アラン、まず、ディアンさんの手当てをさせてください。それを認めてくだされば、私はあなたとともにトロンヘイムに赴おもむきましょう」

　オルウェンがアランの前に進み出て言った。

「……いいだろう」

　頷うなずくアラン。

「い、いい訳わけがないだろう！」

　気を失っていたドーナラッハが起き上がり、女王を守ろうと剣を抜ぬく。

「お前は黙だまってろって」

　ガシッ！

　その後頭部を、またまたサキが蹴ける。

「……ドーナラッハ、みなを下がらせなさい」

　女王は地面に突つっ伏ぷした少年騎き士しに命じ、ディアンの傍かたわらに移い動どうして傷きず口ぐちに手をかざした。

「アールヒル・シャダイ。アールヒル・イフィル・セ・ミブラ・ティール・ウル・ヒベルニウム」

　古代ヒベルニア語の召しよう喚かん術じゆつの詠えい唱しようが始まる。

「ア・ナヴン・ウル・オルウェナ・セ・アクサンヤーナ・ファンタエイユ・セ・ウィタ・ア・ステアッハ・エナール・リック」

　緑色の暖あたたかな光が優やさしく傷口を覆おおうと、やがて、ディアンの身体に吸すい込こまれるようにゆっくりと消えてゆく。

「……どう？」

　真っ赤に腫はれた目で、か細い希望にすがるようにオルウェンを見るヴィスナ。

「助かるでしょ、ねえ⁉」

「強い生命力です」

　オルウェンは頷くと、約束通りアランの方に向かって歩き出す。

　しかし。

「やっぱりさ、君は行く必要はないよ」

　アランとオルウェンの間にすっとサキが入り、飢き魂こんの剣をアランの方に向けた。

「貴き様さまに女王を守る理由があるのか？」

　目を細めるアラン。

「ないね」

　サキは認みとめた。

「だけど、九きゆう尾びの猫ねこは、僕ぼくやディアンや、みんなにとって、たったひとつの居い場ば所しよだった。居場所を与あたえてくれたあなたが、みんなから、その大切な拠より所を奪うばおうとしてるんだ。僕は、そんなあなたが許ゆるせない」

「許せなければ、どうする？」

「あなたと僕は、剣けん以外に語るべき言葉を持たないんじゃないかな？」

　サキは飢魂の剣を、アランの方に投げ返そうとする。

「返すよ、この剣」

　だが、アランは頭を振ふり、これを拒こばむ。

「遠えん慮りよは無用だ。たかが妖よう剣けん一振りで、貴様と私の実力の差は埋うまりはせぬ」

「じゃあ、この剣は、あなたの胸むねに突き立てて返すことにする」

　サキは腰こしを落とし、剣身が顔の横で地面と平行になるように飢魂の剣を構かまえる。

　と、その時。

『……サキ、止やめろ。覚かく醒せい前のおぬしでは、〝調停者〟には勝てぬ。今は未まだ、世界の運命を定める刻ときではない』

　内なる声が、狼ろう狽ばいの色を滲にじませる口調で語りかけてきた。

「お前、最初にアランと戦った時には、止めなかったじゃないか？」

　サキは暗殺者として初めてアランに逢あった、雨の夜のことを思い出す。

『あの時は〝調停者〟に殺意がなかった。だが今、あの男を阻はばもうとすれば、おぬしは死ぬことになる』

「まあいいさ。あの時の決着、つけてないのが気にかかってたんだ」

　微び笑しようを浮うかべたサキは、アランに向かって声をかけた。

「飼い主に捨すてられた猫が、どんな牙きばを剝むくのか見せてやる」

「……イーファ、サキくんを止めなさい」

　命令するヨルカ。

「あなたなら、サキくんを止められる」

　だが、イーファは脚あしが鉛なまりにでもなったかのように、動くことができない。

「……できません。サキには……剣を向けられない」

　俯うつむいて頭を振るイーファの手から、小剣が落ちる。

「イーファ！」

「放ほうっておけ。お前も手出しは無用だ」

　アランはヨルカに告げると、剣を無む造ぞう作さに下げ段だんに構える。

　次の瞬しゆん間かん。

　サキは素す早ばやくアランとの間合いを詰つめて、横よこ薙なぎを放った。

　キーン！

　この一いち撃げきを、難なんなく払はらいのけるアラン。

「……多少は剣速も増ましているようだな」

　アランは呟つぶやき、攻こう勢せいに出ようとする。

　と、その時。

　突とつ然ぜん、稲いな光びかりを伴ともなう暗雲が現あらわれたかと思うと天空を覆おおい始め、グウェントは急速に暗くら闇やみに包まれていった。

　やがて、この地方では数世紀に一度見られるかどうかの、大おお粒つぶの雹ひようが降ふり始める。

「陛へい下か、お下がりください！」

　ドーナラッハが、街門の下までオルウェンを避ひ難なんさせようとする。

「預言が……歪ゆがみを来きたしているの？」

　深しん淵えんを思わせる空を見上げ、オルウェンは身を震ふるわせた。




　　　　＊　　＊　　＊




　同じ頃ころ。

　トロンヘイムの西、ヴァイマーヘン領りようの大公屋や敷しきでは、リネットが老家令とともに庭木の手入れに勤いそしんでいた。

「アランが帰る頃には、この花は咲さいているかしら？」

　竜りん胆どうの蕾つぼみに触ふれ、呟くリネット。

　老家令は、その姿すがたを見て微笑ほほえむ。

　だが、突然。

「！」

　リネットは激はげしい悪お寒かんを覚えて立ち尽つくした。

「この感覚……まさか、アラン！」

「どうしたね、リネットさん？」

　家令が声をかける。

「駄だ目め……世界が……世界が歪んでゆく」

　少女はそのまま芝生しばふの上に崩くずれ落ち、全身を震わせた。

「リネットさん、しっかりなさい！」

　家令が駆かけ寄より、リネットを抱だき起こす。

「いけない、アラン。まだ、まだ早過すぎます！」

　リネットは叫さけぶ。

　その傍かたわらでは、何も知らぬ竜胆の蕾が静かに風に揺ゆれていた。




　　　　＊　　＊　　＊




「前に殺やり合った時より、大分腕うでは上がってるはずなのに……」

　アランの連続攻こう撃げきを飢き魂こんの剣けんで捌さばきながら、サキはいつの間にかジリジリと下がっていた。

　すでに緋ひの衣ころもを纏まとっているにも拘かかわらず、だ。

「僕の間合いが取れない。……これが、アランの剣か！」

　サキは街がい壁へきに足をかけて跳ちよう躍やくし、体重を乗せた一撃をアランの頭部に見み舞まおうとする。

「落下の速度というものは、本人が体感しているほど速くはない」

　半歩下がり、サキの落下場所を正せい確かくに予想してアランは突つきを狙ねらう。

「跳とぶのは愚ぐ者しやの選せん択たくだ」

　キンッ！

　その剣先が頸けい動どう脈みやくに触ふれる寸すん前ぜん、サキは鎬しのぎでこれを払い、アランの頭上を飛び越えて着地する。

「なるほど」

　口元に笑えみを浮かべるアラン。

「今の一撃は牽けん制せい。狙いは背はい後ごを取ることか？　相変わらず、狡ずるい手を思いつく」

「さすが……簡かん単たんに背せ中なかに回らせてはくれないか」

　サキはつぶやく。

　確たしかに今、サキはアランの後方に降おり立ったはずだったが、サキが次の動きに入る前にアランは身を反転させていた。

　いや、ただ身体からだを回したのではない。

　身体の向きを変えながら、アランはさらに、次の相手の動きを見切るのに十分なだけの間合いを取っていたのだ。

　目で動きを追うだけでは、不ふ可か能のうな反応である。

　アランはサキを観察し、推すい理りし、常つねに一歩先に反はん応のうしているのだ。

「本当にあんたは……僕をワクワクさせてくれる！」

　サキは下段に飢魂の剣を構え、もう一度、アランに向かって走り出していた。




「サキ……」

　アランとサキの戦いを見守りながら、イーファは何な故ぜか故こ郷きようのことを思い出していた。

　イーファたちの生まれ育った里は、今、サキたちがいる荒こう野やよりもさらに苛か酷こくな環かん境きようの土地にある。

　人口は百数十。人々の命を繫つなぐものは、岩山の上に薄うすく堆たい積せきした土と、地下深くまで掘ほられた井い戸どからわずかに上がってくる水のみ。

　毎年のように餓が死し者を出し、新生児の死し亡ぼう率りつは八割わり以上。

　闇隊士の収入のほとんどは、農のう耕こうに最低限必要なだけの土を購こう入にゆうするのに充あてられる。

　だが、そのような苛酷な環かん境きようゆえに、里の人々は常じよう人じんでは考えられぬような強い抵てい抗こう力を持つに至いたった。

　さらに、今よりも三百年ほど前。

　時のトロンヘイム王レグネル一世が、里の人々の強きよう靱じんな身体に目をつけ、血ち針ばりを脊せき柱ちゆうに打ち込むことで更さらなる異い能のうを開花させることに成功した。

　これが、今で言う血針の儀ぎ。

　里の新生児はみなこの秘ひ儀ぎを受けるが、生き延のびるのは年間でひとりか二人。

　そして、この血針の儀でイーファに開花したのは、一世代にひとり現われるかどうかの特とく殊しゆな能力。

　里の者が〝祝福〟と呼よぶ、不死の力だったのだ。

　幼おさない頃ころ、姉に連れられて近くの岩山によく遊びに行ったイーファは、時折、結界の張はられた岩の裂さけ目から聞こえてくる不気味な音に足を止め、竦すくみ上がることがあった。

「あの声は何？」

　裂け目の奥おくから聞こえてくる、風の共鳴とも、野や獣じゆうの咆ほう哮こうともつかぬ音に、身体を震るわせる幼いイーファ。

「大丈夫だいじよううよ」

　そんなイーファを、姉は優やさしく抱だきしめた。

「あの奥にはね、里のために尽くした立派な人が住んでいるの」

「人？」

「今は人の姿すがたはしていないけれどね。あなたと同じ不死の異能を持ち、それを使って里のために働いた人。あの人は死なない身体だから、総すべての任にん務むを終えた今は、こうしてあの奥で休んでいるのよ」

「ずっと、休んでいるの？」

「ええ、ずっと」

　不死の力を持つ者は、やがて、その再さい生せい能力が暴ぼう走そうし、人にあらざるものに変へん貌ぼうを遂とげる。

　イーファがそのことを知ったのは、それからかなり経たってからのことだった。

「あの人、それで幸せなのかなあ？」

　姉の胸むねに顔を埋うめて、イーファは尋たずねた。

「もちろんよ、里のために尽くせたんだから」

　姉は笑った。

「私はあなたが羨うらやましいわ、イーファ。もし、あなたの代わりに私が〝祝福〟を授さずかっていたら、もっともっと里のために働けるでしょ？」

　剣けん術じゆつ、格かく闘とう術、間かん諜ちよう技ぎ能のう、暗殺技能、語学や話術に、楽器、唄うた、舞まい。

　何を取っても超ちよう一流で、ゆくゆくは闇やみ隊士の長にと、十代半ばにもならない頃から言われてきた姉が、自分のことを羨ましいと言っている。

　イーファはそれだけで少し、誇ほこらしくなった。

　だが、そう語った姉も、任務で片かた手て片足を失い、今は半分死人のような状じよう態たいで、里で暮くらしている。

　周囲の人々は姉を立派だったと褒ほめ称たたえたが、その光を失った瞳ひとみには、里のために尽くしたことへの喜びの色はない。

「あなたもお姉さんのように、里のために尽くしなさい」

「あなたの能力は、里のためのものなのよ」

　王都に来るまで、イーファはずっとそう言われ続けてきた。

　そう、サキに出で逢あうまでは、里に奉ほう仕しする以外の生き方など、考えたこともなかったのだ。

「私は……里の所有物なのか？　里のためだけに、生きていかなければいけないのか？」

　イーファは呟つぶやき、小剣を拾い上げた手に力を込こめた。




「さすが……圧おされてる」

　大おお粒つぶの雹ひようが降ふり注ぐ中、サキはいつの間にか、肩かたで息をしていた。

「では止やめるか？」

　アランの方は、まるでこれから戦いが始まるかのように、静かに呼こ吸きゆうしている。

「こんな面おも白しろいことを⁉　あなたは僕ぼくを退たい屈くつさせない！」

　打ち下ろしから横よこ薙なぎへと方向を変えるサキの剣。

「あなたと戦っていると、血が滾たぎるよ！　僕は今ほど、生きていることを実感したことはないね！」

「ふ、戦いの中にしか己おのれを見み出いだせぬ、と？」

　目めを細めるアランはこれを最さい小しよう限げんの動きで見切ると、白はく刃じんを一いつ閃せんさせた。

「だが、それでは私には勝てない！」

　剣はサキの頰ほおをかすめ、パッと血が飛び散る。

「勝つ！　絶ぜつ対たいに！」

　サキはもう一度跳ちよう躍やくした。

「愚おろかな。二度同じ手で来るとは」

　同じように半歩下がるアラン。

「同じかどうか！」

　サキは空中で甲こう外がい套とうを翻ひるがえした。

　風をはらんだ黒い外套が落下の速度を緩ゆるめ、アランの剣は紙かみ一ひと重えでサキの首くび筋すじをかすめる。

　ギュン！

　身体からだに捻ひねりを加えながら、サキが放つ渾こん身しんの一いち撃げき。

「ふっ」

　アランはこれを見切り、逆さか手てに持ち替えた剣で受けた。

　その瞬しゆん間かん。

（今だ！）

　剣と剣とが打ち合わさったところを支し点てんにして、サキは身体を捻る。

　身を躍おどらせたサキは、今度こそアランの背はい後ごに着地した。

（取った！）

　円を描えがくように左足を滑すべらせると、下げ段だんからやや斜ななめ上に向けての横薙ぎが、振ふり返ろうとするアランの脇わき腹ばらを襲おそう。

　しかし。

　キーン！

　無む造ぞう作さに背せに回したアランの剣は、まるで真後ろのサキの動きが見えていたかのようにこれを見事に撥はね返していた。

「まだ！」

　低い姿し勢せいからの三さん段だん突づき。

「温ぬるいな！」

　アランは悉ことごとくこれを鍔つば元もとで弾はじき、逆ぎやくにその力を利用して、凄すさまじい速さの打ち下ろしをサキの肩に見み舞まった。

「ちっ！」

　反撃は当然、予想していたサキ。

　が、アランの一撃は、人間が反はん応のうできる限界を遥はるかに超こえていた。

「甲外套！」

　咄とつ嗟さに黒い外套をなびかせ、サキは白刃の破は壊かい力を吸きゆう収しゆうさせようとする。

　だが。

　ガッ！

　アランの剣けんは甲外套を切り裂さき、少年の肩に食い込んで鎖さ骨こつを断たった。

「！」

　噴ふき出す鮮せん血けつ。

　衝しよう撃げきで意い識しきが半分飛び、サキはそのまま仰あお向むけに倒たおれる。

「……結局、とどかない……のか？」

　サキは自分に近づいてくる足音を感じながら、笑えみを浮うかべた。

「聞かせろ」

　アランはサキの上に屈かがみ込んで尋たずねる。

「その頭の中に巣食う邪じや妖ようは、どんな未来を貴き様さまに見せた？」

「……多分、あんたとは別の未来。ま、どうでもいいさ」

　目を閉とじるサキ。

「では、覚かく悟ごを決めろ」

（ここで……預言が変わるか？　それとも……）

　アランはゆっくりと剣を振りかざす。

　と、その時。

「駄だ目め！」

　イーファがアランの前に飛び出し、両手を広げて立ち塞ふさがった。

「退どけ」

　アランはイーファに剣の切っ先を向けて命じる。

「嫌いやです！」

「もう一度言う、退け」

「嫌です！」

「下がりなさい、長としての命令よ！」

　ヨルカも鋭するどい声で命じる。

「……もういい、イーファ」

　出血に遠のく意識の中で、サキは告げた。

「ほんとに、いいんだ」

「そんなのは駄目だ！　勝手に死ぬなんて、許ゆるさないからな！」

「……僕はもう……君を傷きずつけたくない」

「知ってる！　この馬ば鹿か！　相手を傷つけたなら、謝あやまればいい！　けど、死んだら、傷つけたって謝れないじゃないか！　だから、死ぬな！」

　イーファはサキの上に覆おおい被かぶさる。

「離はなれろ。……君も……斬きられるぞ」

　遠のく意識の中でサキは言った。

「構かまうものか！　死なない身体だ！　何度でも、何百回でも、君の盾たてになってやる！」

「……イー……ファ……」

　少女の銀色の髪かみが、ハラリとサキの頰ほおにかかる。

「……たとえ、君にとって私が必要な存そん在ざいじゃなくても……。私には必要なんだ、君が。私のために……生きて……欲ほしいんだ」

　イーファは、意識を失ったサキの髪を撫なでると、キッとアランとヨルカを見上げる。

「里も、闇やみ隊士も関係ない！　私はたとえバラバラに切り刻きざまれても、サキを守るから！」

「……いい覚悟だ」

　もう一度剣を振ふり上げるアラン。

　しかし。

「！」

　そのアランとサキたちの間に立ちはだかったのは、九きゆう尾びの猫ねこの面々だった。

「殺やらせないよ、隊長。ううん、ディアンを傷つけるようなあんたは、もうあたしたちの隊長じゃない！」

　ディアンの大剣クレイモアを構えるヴィスナ。

「健けな気げな恋こい人びとたちを見み捨すてるのは、僕の美学に反するんだよね」

　ようやく意識を取り戻もどしたトリストも駆かけつけ、アギに支ささえられながら微笑ほほえむ。

「隊長、済すまない」

　と、アギ。

「そいつは嫌いや味みなくそガキだが、それでも九尾の猫の一匹ぴきなんだ」

「隊長、あなたが帰国しようとするのは他ほかでもない、リネットさんのためでしょう？　ですが、それでも帰ることはお勧すすめできません」
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　自分も婚こん約やく者しやを王都に残してきているロレルは言った。

「生きてさえいれば、リネットさんを取り戻すことはいつでもできます。だが、今、トロンヘイムに戻れば、あなたはハディングに殺される」

「約束なのだ、あの娘むすめとの」

　雨の日に拾った華きや奢しやな少女に想おもいを馳はせ、かすかに穏おだやかな表ひよう情じようになるアラン。

「……それでは、これ以上のお引き留とめはしません」

　ロレルは頷うなずいた。

「どうやら、決別の時のようです」

「隊長さん」

　気の抜ぬけた調子でメヴィルが、アランに声をかけた。

「たった三人でってことになると、女王様を連れての国こつ境きよう越ごえ、厳きびしいですなあ」

　三頭の馬を曳ひいてきた副長は、既すでに逃にげる準じゆん備びを整えている。

「どうせ、成功するって思われてなかった作戦です。女王陛へい下かは諦あきらめ、脱だつ出しゆつに専せん念ねんすることをお勧めしますがね、隊長」

「……仕方あるまい」

　アランはふっと笑うと、剣けんを鞘さやに収おさめた。

「イーファ」

　意い識しきを失っているサキを抱だきしめる少女に、アランは白馬に跨またがりながら声をかける。

「そいつに伝えておけ。私は刻ときの終わりとやらに、もう一度、貴き様さまと戦わねばならぬようだ。それまでにもっと強くなれ、とな」

　少女が無言で頷くと、アランは荒こう野やの地平線に向かって白馬を駆けさせた。

「それじゃな、短い付き合いだったけど、退たい屈くつはしなかったよ」

　メヴィルは猫の一同を見み渡わたしてニヤリと笑うと、アランに続く。

「イーファ」

　去り際ぎわに一いつ旦たん、馬を止め、少女を振り返るヨルカ。

「闇隊士の任にんを解ときます。……目をかけていたのに、残念だわ」

「……ごめんなさい」

　声を震ふるわせるイーファ。

「これからは自由に生きなさい」

　ヨルカはかすかに微笑んで見せると、アランとメヴィルを追った。




　しばらくして。

　グウェントの街は悲しみの中、生き残りの市民たちの手により、消火と遺い体たいの運うん搬ぱんに入っていた。

「……では、あのトロンヘイム人たちの処しよ遇ぐうは？」

　守しゆ護ご騎き士しドーナラッハは、オルウェン女王から経けい緯いを聞くと、顔をしかめた。

「あの方たちは、仲間と決別してまで街と私を守ってくださいました。もはや敵てきではありませんよ」

「は、はい」

　オルウェンは当とう惑わくするドーナラッハをその場に残し、九尾の猫の残ざん党とうのところに歩み寄よる。

「どうして……ですか？」

　オルウェンは九尾の猫の面々を見渡して尋たずねた。

「どうして祖そ国こくを捨てて、敵国の女王を？」

「さあな」

　壁かべに寄りかかり、身体からだをようやく起こせるようになったディアンが頭かぶりを振ふる。

「ただ、無む性しように腹はらが立った。それだけのことだ、気にしなくていい」

「で、あたしたち、これからどうするの？」

　市民が自分たちを遠とお巻まきにしているのに気がつき、ヴィスナが聞いた。

「う～ん、そこまで考えてなかったよねえ」

「お前が何か考えてるなんて、誰だれも思っちゃいねえよ」

　腕うで組ぐみをするトリストの脛すねを、アギは軽く蹴ける。

「とりあえずはここを出て、国境まで逃げ延のびましょうか。その後は、まあ、各おの々おの自分の生きたいように生きるということで」

　ロレルがそう言うと、一同は頷うなずいた。

「待ってください、みなさん！」

　馬を曳いてこようとするヴィスナたちを、オルウェンは引き留めた。

「あの……こ、これからも、ヒベルニアに留とどまってはもらえないでしょうか？」

「はあ？」

　当惑の表情で振り返る一同。

「その……受け入れて頂いただけるというのなら、拒こばむ理由もありませんが？」

　と、ロレル。

「サキ、お前はどうする？」

　並ならんで座すわらされ、イーファの手当てを受けているサキに向かって、ディアンは尋ねる。

「……この国にいれば」

　サキは少し考えてから答えた。

「もう一度、隊長と……アラン・シーヴァルドと殺やり合えるかも知れない。僕ぼくはここに残ってもいいよ」

「お前は？」

　今度はイーファを見るディアン。

「私は……仕えるべき国を失い、従したがうべき長おさを失い、帰るべき里を失ってしまった」

　イーファはそう言うと、サキの足元に跪ひざまずいた。

「闇やみ隊士は仕える者なしには生きられないから。サキ、わたしは君……いえ、あなたに仕えたい」

「な、何で僕なんだよ！」

　思ってもいなかった言葉に、サキは息を吞のむ。

「……一いつ緒しよにいたいから」

　心細げな声。

「嫌いやか？」

「そうは言ってない！」

　サキは助けを求めるように、仲間たちの方に目を遣やった。

「ロレル！　ヴィスナ！」

「君にはやはり、歯止めになってくれる人が必要ですよ」

　ロレルは微笑ほほえむ。

「ほれほれ、逃げるのは男らしくないぞ」

　ヴィスナはサキの額ひたいを指で弾はじく。

「俺おれの知ったこっちゃねえな」

　と、嘯うそぶくアギも、心なしか面おも白しろがっているような顔つきだ。

「ある意味、うらやましいよね～。これでサキくんは、あんな可愛かわいい子を自分の思うがまま……」

　ニヤつきながら、ヴィスナの肩かたに手を回すトリスト。

「黙だまれ、この変へん態たい！」

　ヴィスナのこぶしが、半死半生のトリストのあごを捉とらえた。
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「さてと、これからどうしますかねえ？」

　ヒベルニアからトロンヘイムへと続く街かい道どう。

　馬上のメヴィルは、隣となりで悠ゆう然ぜんと馬を進めるアランに話しかけていた。

「トロンヘイムに帰るのはいいんですが、ウートガルト軍に喧けん嘩か売った手前、共和国ウートガルト経けい由ゆで戻もどるって訳わけにはいかんでしょう。かといって、北の国こつ境きようを目指すとなると、ヒベルニアとトロンヘイムの最前線を通つう過かすることになる」

　あごに手をやるメヴィル。

「頭が痛いたいことですなあ」

　それを見たヨルカは、かすかに笑えみを浮うかべた。

「殿でん下か、安全に帰国できる抜ぬけ道をお教えいたしましょうか？　……格かく安やすの二千ダカットで」

「おいおい、あんた、ハディング王の命を受けた監かん視し役なんでしょ？　この上、さらに隊長さんから儲もうけようっての？」

　メヴィルは呆あきれ果てたと言わんばかりの表ひよう情じようをする。

「商売の機会は逃のがさない質たちなの」

　ヨルカは言ってのけると、アランにウインクをした。

「何なら、払はらいは帰国後で構かまいませんけれど？」

「せいぜい千だな」

　アランは答える。

「どのみち、監視役のお前は、私と行動を共にせねばならん。戦場を突つっ切るような破は目めになれば、自分も困こまることになる」

「最近、随ずい分ぶんと倹けん約やく家になられて……」

　ガックリと肩を落とす真ま似ね事ごとをしてみせるヨルカ。

　その陽気な仕草の裏うらにある深い悲しみに、アランは気づいていた。

「……いいのか、ディアンのことは？」

「愛する気持ちが強ければ強いほど、裏うら切ぎられた時の憎にくしみは強くなるもの」

　ヨルカは目を細める。

「再ふたたび、彼が私の前に姿すがたを現あらわした時、待っているのは熱い抱ほう擁ようか、それとも命のやり取りか……楽しみですわ」

「怖こええ女」

　メヴィルは呟つぶやくと、アランを咎とがめるような目で見る。

「……隊長さん、あなた、最初っから猫ねこの面々を、この国に残らす心算つもりだったんでしょ？　女王を連れ帰るなんて、理り不ふ尽じんなことを言い出したのもそのためだ。それに、ディアンへの一いち撃げきも、急所を外したものだった」

「トロンヘイムに帰れば、あの連中も無事では済すむまい」

　アランは頷うなずく。

「私のために、彼らが命を危き険けんに晒さらすことはない。改めて問うが、お前は何な故ぜ、私について来た？」

「近場で見み極きわめてみたいんですよ。アラン・シーヴァルドって御ご仁じんの、行き着く先をね」

「貴き様さまも相当の変わり者だ」

「この隊長にして、この副長あり、ですな」

　ニヤリと笑うメヴィル。

「帰るぞ、私の国に！」

　沈しずみ行く夕陽を背せに右みぎ腕うでを高く掲かかげ、アランは馬の腹はらに拍はく車しやを当てた。

「では、ご一いつ緒しよに」

「お供ともしますわ」

　メヴィルとヨルカが後に続く。

　血のような赤に染そまる空。

　その下で三頭の馬は、蹄ひづめを蹴け立たて、乾かわき切った大地に長い影かげを描えがきながら、遥はるかなる母国トロンヘイムを目指すのであった。
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　一か月の後。

　聖せい王都に程ほど近ちかい小さな丘の上にサキは寝ねそべり、ぼんやりと、流れる雲を眺ながめていた。

「……また、ここに？」

　頭の近くで声。

「また、君か……」

　サキはそちらの方を見ようともしなかった。

「邪じや魔まをしたか？」

「って言ったら、帰る？」

　イーファは黙だまって頭かぶりを振ふると、サキの左ひだり隣どなりの左に横たわり、並ならんで空を見上げる。

　蒼あおい空には、真ま綿わたを千切って投げたような雲が静かに流れ、たくましい翼つばさを持つ小長元坊コチヨウゲンボウが眼がん下かの世界の全すべてが自分の王国であるかのように、ゆっくりと見回るように旋せん回かいしている。

「……ディアンたちは？」

　しばらくして、サキは聞いた。

「任にん務む」

　イーファは答える。

「不思議だな。この前まで敵てきだった国で、みんな、前と同じようなことをしているなんて。名前だって〝九きゆう尾びの猫ねこ〟のままで」

　違ちがっているのは、隊長と副長が、本人たちの意い思しを無む視しし、残る隊士全員の賛さん成せいでディアンとロレルになったこと。

　そして、オルウェンの願いで、ドーナラッハが一員に加わったことだ。

「ま、ああいうガサツな人たちには、他ほかにできること、ないからさ」

「サキは？」

「……女王陛へい下か直ちよく属ぞくの親しん衛えい隊士、か。響ひびきは悪くないかもね」

　サキは上半身を起こして背せ伸のびをする。

「けどさ、僕、嫌きらわれてるんだよな。あのドーナラッハに」

「当たり前だ。君はあの坊やのことを六回もド突ついている」

「四回は蹴けりじゃなかったっけ、確たしか？」

「でも、ドーナラッハは私たちを信用しようとしない宮きゆう廷ていの人たちを必死になって説得してくれた。悪い坊やじゃない。……ただ、堅かた物ぶつな上に、単たん純じゆんなだけで」

「まあね。けど、馬ば鹿かは悪人より質たちが悪いかもよ。……で、君はどうするんだい？」

「言ったはずだ。サキに仕えている、今も」

「だから、僕は認みとめてないって」

「私がどうするかは、私が決めることだ。君の意思とは関係ない」

「何だよ、それ」

　このところ仏ぶつ頂ちよう面づらが続いていたサキの口元が、かすかに緩ゆるんだ。

「サキ」

　瞳ひとみを閉とじたイーファは、頰ほおに当たる草の葉の感かん触しよくを楽しみ、その香かおりを胸むねいっぱいに吸すい込こんでから尋たずねた。

「私は……いつか人としての姿すがたを失い、醜みにくい肉にく塊かいと化し、闇やみに囚とらわれて永えい遠えんに生き続けなければならない」

　イーファの指が、躊躇ためらいがちにサキの手に触ふれる。

「そうなったところを、私は君に見られたくない。その時が近いことが分かれば、私は君の前から姿を消す。だから、それまでは……身勝手な願いかも知れないけど……そばにいさせて欲ほしい」

「別にそうなるって決まった訳わけじゃない」

　サキは頭を振ふった。

「いや、運命は……変えられない」

　答えるイーファの表ひよう情じようには、自じ己こ憐れん憫びんも自じ嘲ちようもない。

　そこに見えるのは、ただ、安らかで静かな諦てい観かんだけだ。

「きっと、方法はあるさ」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやくサキ。

　そして、空を舞っていた小長元坊が、獲え物ものでも発見したのか、羽を折って急きゆう降こう下かし始めた時。

（……あった。ひとつだけ、方法が）

　サキの心の中で幾いくつかの事実が、突とつ然ぜん、ひとつに結びついた。

（気がついたか。あの娘むすめの運命を変えるためには、おぬしが己おのれの運命を受け入れねばならぬということに。永えい劫ごうの闇の中で苦しみ続けることから小娘を救うには、世界自体に安らかなる死をもたらすしかない。全てを無に帰すしかないのだ）

　内なる声が、口を借りずに、直ちよく接せつ、サキの心に語りかける。

（そうみたいだね）

　同意するサキ。

「分かったよ。僕ぼくはそのために……世界を滅ほろぼす」

「……何か言ったのか？」

　イーファが、サキの顔を見る。

「いや、何でもないよ」

　サキは微笑ほほえみながら、そっとイーファの銀色の髪かみを撫なでた。







　あとがき　ＰＯＳＴＳＣＲＩＰＴ







　子こ供どもの頃、スナフキンになりたかったんだよなあ……。




　……お待たせしました。

　９ ＴＡＩＬＳ　Ⅱです。

　実はもともとこの第二巻かん、第一巻目の後半部分でした。

　最初に一巻目の原げん稿こうを仕し上あげた段だん階かいで、あまりにも長くなり過すぎてたんで、半分に切って後半を第二巻として出すことにしたんです。

　ほんのちょっとエピソードを追加すりゃいいや、余よ裕ゆう、余裕、と思って取りかかったこの巻でしたが。

　……ああ、ここも直さにゃいかん。

　……こっちも違ちがうだろ。

　ここは全面的に書き直し。

　こっちはカット。

　っと、リネットの登場シーン増やさないと（[image: ]担たん当とうのＨさんとイラストのシンゴさんがリネット派なもんで）。

　となると、バランス的にサキとイーファのシーンも。

　てな感じでやってるうちに、たちまち数か月。

　こ～んな分ぶ厚あつくなってしまいました。

　……その分、戦せん闘とうシーンやラブシーンも増えたので、勘かん弁べんしてね。

　ところで。

　このシリーズを始める時に、スペインに取しゆ材ざい（……遊びじゃないぞ、あくまでも取材）に行ってきました。

　ミステリー文庫でやっている『ＳＨＡＤＥ』シリーズの取材も兼かねて。

　今回はあちこち飛び回るんじゃなくて、二、三の街にじっくり腰こしを据すえての取材です。




　マドリッド

　最初の宿泊地、首都のマドリッドでは、プラド美術館やブックフェアにも行ったけど、一番見たかったのは、王宮の武器庫と薬局（[image: ]こっちは某ぼう学習誌の連れん載さい絡がらみ）。

　フラッシュは禁止だけど、写真撮さつ影えい自体は自由なので、デジカメで山ほど甲かつ冑ちゆう（子供用や犬用の鎧よろいまであったりする）やら、武器の資料を撮とってきました。

　あと、蠟ろう人形館があって、そこにも行ったんだけど……スペインの歴代の王様を並べられても、顔、似にてるのかどうか、分からないよなあ。

　この街で一番驚いたのは、実はゲーム・ショップ。

　ショウ・ウインドウに、ファンタジー風のコスチュームを着せたマネキンが飾ってあるんだけど、これが耳の尖とがったエルフのマネキン。

　エルフのマネキンがある街って一体……。




　トレド

　次に行ったのが、三方を川に囲まれた城じよう塞さい都市トレド。

　坂の多い、入り組んだ石いし畳だたみの道と、街の中心に聳そびえる大聖堂と王城アルカサール。

　メスキータと呼ばれるイスラムの寺院に、ユダヤ教会までもが狭せまい旧市街の中に存在する歴史の街。

　この巻に登場する、グウェントの街のモデルはここです。

　マドリッドのデパートでドラゴンの置物や城の模も型けい（資料ですよ。あくまでも資料……）を買ったので、ここでは絶対に買い物は止よそうと思ってたのに。

　買ってしまいましたよ、剣。

　トレドって言えば、やっぱり剣だもの。

　刃はのついているヤツだと持って帰れないから、もちろん、レプリカだけどね。

　ちなみに、作者が剣を買った店、金きん細ざい工くの象ぞう嵌がんのアクセサリーも扱あつかっているんだけど、後日、金細工職人がいる店として、ＮＨＫの『美術館紀行』に出てきました。（もちろん、作者も金細工を作っているところ、見学しましたよ）




　セゴビア

　ローマ時代の水道橋があることで有名なセゴビア。

　ここはマドリッドからバスで一時間ほどの距きよ離りにある、小さな中世都市です。

　街の一番の名所、水道橋の近くには、豚ぶたの丸焼きを出す有名なレストランがあって、その店の外観が、中世の雰ふん囲い気きをそのまま残している感じ。

　今回の旅で、最も気に入った風ふう景けいのひとつでした。

　この街には、黒くろ魔ま術じゆつ博はく物ぶつ館かんがあるんだけど、生あい憎にく、この時は休み（[image: ]本当はこれが一番見たかった！）。

　代わりに城を見学しました。

　セゴビアの城は、何でもディズニーの『白しら雪ゆき姫ひめ』に登場する城のモデルになったヤツだそうで、これも結けつ構こう参考になったかも。

　目が眩くらむほど深い堀。

　当時そのままに残る、大砲や鎧や武具の数々。

　天てん蓋がい付きの寝しん台だいや家か具ぐ、古びたタピストリー。

　分厚い壁に鋭角的に刻きざまれた矢や狭ざ間ま。

　そして、すれ違うのがやっとの、暗くて狭くて急な螺ら旋せん階段。

　この螺旋階段を実際に登ってみて（塔とうに上るのに、城の見学料とは別料金を取られたけど）、ハリウッドの昔の映画みたいに、螺旋階段で戦ったりするのは無理だってことを実感。

　だって、戦おうとしたって、お互い、武器がとどかないんだもん。

　槍やりみたいな長柄の武器は確実に突っかえるし、階段の上側にいる人間が、下方の人間に向かって剣を振り下ろしても、相手の頭に剣がとどかない。

　……しゃがめばとどくだろうけど、絵的にはすごく格かつ好こう悪いよね。




　結局、この旅行で撮った写真は数百枚。

　買った資料は数十冊。

　経済状態、ほぼ壊かい滅めつ……。

　まあ、こうした取材の成せい果か、この９ ＴＡＩＬＳに出ればいいんだけど。

　そこらへんは、次の巻に乞こうご期待、ということで。




　付ふ記き

　最近、ちょくちょく秋あき葉は原ばらの『武器屋』という、剣や甲冑類のレプリカを扱う店に顔を出すんですが……。

　ここだと、スペインの三分の一ぐらいの値ね段だんで剣が買えたりするんですよ。

　わざわざ、剣のためだけにスペインに行った作者としてはかなり複雑な気分。

　……って、ほんとは取材じゃなかったこと、バラしてんの。
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─ナイン・テイルズ　聖せい巫み女この預よ言げん─








南なん房ぼう秀ひで久ひさ
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